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　　　　０




　降り注ぐ日射しがまぶしかった。

　どこまでも真っ白な光線がまるで肌に突き刺さるような強さで真まっ直すぐに照りつけてくる。空は抜けるように澄み渡り、真下で揺れ動く水面の青色を写し取ったかのように鮮やかなブルーに染まっている。吹き抜ける風は心地ここち良くさわやかで……

「ううん、気持ちいいな……」

　両手をいっぱいに広げて伸びをして、銀杏いちようがそう口にした。

「広大で雄大で、心が洗われるようだ……。海はこちらの世界も私たちの世界も変わらないのだな」

「わあ、これが本州地方の海なのですねー」

「……み、水が多いのは落ち着きます。房ぼう総そうの海もよかったですがこちらも素敵で……」

「この辺りは相模さがみの国くにの城しろ姫ひめたるわたくしの治める土地です。この上なく美しくこれ以上ないくらいに快適なのは当然と言えましょう」

　目を輝かせた松まつ前まえ城たちも口々にそう声を上げる。

「海かぁ。うちは尾お張わりでも内陸の方に住んでたからあんまり海には来たことなかったんだよねぇ。楽しみ楽しみ」

「うふふ、海はいつ来てもいいものですね。大人げなくわくわくしてしまいます」

　さらには名な古ご屋や城と大家さんこと大和やまと郡こおり山やま城もそう続いて。

「……」

　今僕たちがいるのは海水浴場である。

　東京から車で一時間ほどの、相模湾に臨のぞむ広い砂浜。

　銀杏、松前城、久く留る里り城、小お田だ原わら城、清きよ洲す城、名古屋城、弘ひろ前さき城、和わ歌か山やま城、会あい津づ若わか松まつ城、大和郡山城、僕の、総勢十一人でやって来ているのだった。

「ふむ、人がたくさんいるな。あれは全すべて〝海水浴〟とやらにやって来ているのか？」

「ねえねえ秋あき宗むねさま、松前は早く泳ぎたいですー！」

「……み、水にまみれてちゃぷちゃぷしたいです……」

「わたくしの海を背にして、優ゆう雅がに波打ち際ぎわで秋宗様とお茶でも楽しみたいですわね」

　みんな笑顔で楽しそうである。

　どうしてこんな大おお所じよ帯たいで海までやって来ているのかと言うと──







「──合宿？」

「うん、そう、合宿。宿を合わせると書いて、合宿だよ♪」

　夏休みを目前に控えた七月のある日の放課後。

　いつものように生徒会室に集まった僕たちに、清きよ洲す城が楽しげにそう口にした。

「あのね、名な古ご屋やちゃんたちとも話してたんだけど、夏休みに入ったら親しん睦ぼくを深めるためにもみんなでどっかに二泊くらいの旅行にでも行かないかなって。生徒会の夏季研修合宿ってことにすれば生徒会の会費が使えるかも♪」

　ぱちりとウインクをしながらみんなを見回す。

「合宿か……」

　夏季研修合宿っていうと堅かた苦くるしく聞こえるけど、要はみんなでのんびりわいわいと旅行にでも行こうってことだよね？　それなら悪くないっていうか、個人的には大賛成である。

「合宿か……うむ、いいな、何となく胸が躍おどるような響きがする。かつて天てん狗ぐ殿どのといっしょに行った武者修行の旅と同じような感じだ」

「楽しそうなことは大賛成ですよー！」

「……わ、私ごときもいっしょに行ってもいいのですか……？」

「本来ならばわたくしと秋宗様の二人だけで行きたいところですが……まあ、他の有う象ぞう無む象ぞうたちが同行するのを許可してもいいですわ」

　他のみんなも乗り気みたいである。

　それを見た清洲城が満足げにうなずいて。

「じゃあ決まりだね～。それで行き先だけど、私としては軽かる井い沢ざわか志し賀が高こう原げん辺りがいいかもって思ってるんだけど──」

　そう言いかけて。

「あ、松まつ前まえは海がいいですー！」

　と、松前城が勢いよく手を上げた。

「松前は海に行きたいです。松前は夏の南の方の海というものを見たことがないので、ぜひぜひー！」

　その提案に、

「そだね、夏といえば海だよねぇ。うん、うちも賛成」

「……う、海は水がたくさんあるので好きです……」

「まあ、悪くない選択だと思いますわ」

　次々と賛成意見が後に続く。

　うん、確かに夏といえば海は外せない要素だし、いいんじゃないかと思う。

　ところが。

「え、海……？」

「ん、どうしたのぉ、清きよ洲す城。何か顔が青くない？」

「あ、う、ううん、何でもないかも」

「？」

「う、うん、海、いいかも。そうだね、海にしよう海に～！」

「??」

　清洲城の反応はちょっと気になったけどそれ以上は突っ込むこともせずに。

「それじゃあ海で決まりですねー！　わーい、楽しみですー！」

　そういうわけで。

　生徒会の面々で海に行くことになったのだった。







　──さて、今さらと言えば今さらな説明かもしれないけど、銀杏いちようたちは城しろ姫ひめである。

　城姫というのは特定の土地を守しゆ護ごする存在で、水源を管理し天候を制御し、様々な形で民たみに恩恵を施し、そして奇跡を使ってその土地の民を守護することを役割とする。言ってみればその土地の守り神みたいな存在であるとか。

　その城姫たちと、僕こと天あま城ぎ秋あき宗むねがひょんなことから知り合い、彼女たちの〝城じよう主しゆ〟となることになってしまったのがおよそ三ヶ月前。

〝願いを叶かなえる木刀〟から光とともに現れた銀杏──熊くま本もと城と出会ったのがきっかけとなり、そこから次々と新しい城姫たちと邂かい逅こうして、『しろあと荘』で同居することとなった。

　この世界とは異なるパラレルワールド、その江え戸ど時代からやって来たという彼女たちを元の世界に戻すために、身の回りで起こる様々なトラブルを解決したり、学校に通って生徒会に所属したり、〝黒き力〟に支配された〝黒くろ城しろ姫ひめ〟と呼ばれるイレギュラーな存在と戦ったり。

　すっかり様変わりした毎日。

　それは色々と忙しくて大変なこともあったりするけれど。

　気が付けば隣にだれかがいる生活っていうのは何だか賑にぎやかで華やかで和なごやかで……それはそれで悪くないって思ったり、するんだよね。
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　ひとまずレジャーシートとビーチパラソルで場所取りをして、それぞれ水着に着替えることとなった。

　といっても更衣室まで向かったのは銀杏たちだけであり、僕は服の下に直接水着をはいてきていたためその場で上着とズボンとを脱ぐだけである。

「よし、準備完了っと……」

　着ていたもの（水着以外）をフルキャストオフしてレジャーシートに腰を下ろす。

　朝から日射しに晒さらされていただろう砂浜は熱く、シートを通しても熱が伝わってきた。じんわりとしたまるで湯たんぽにでも触れているかのような温かさで、そういえば砂すな風ぶ呂ろなんてものもあったなあ……なんてことを思い出したりもする。辺りからは他の海水浴客たちの賑にぎやかな声が木霊こだまし、それらの隙すき間まを縫ぬうようにして波の音が漏もれ聞こえてくる。

「うーん、夏だなあ……」

　まさに絵に描いたような夏の海の風景。

　その雰ふん囲い気きに少しばかり浸っていると。




「──ま、待たせたな……」




　そんな声が頭の上から降ってきた。

　起き上がってそっちに目を遣やってみると……

「あ……」

　銀杏いちよう、だった。

　いつもの黒を基調とした装しよう束ぞくとは異なった、真っ白いビキニに身を包みながら遠慮がちにこちらをちらちらと見ている。シンプルなんだけど細部にはかわいらしい花の模様が施されたデザイン。その無む垢くで純粋な雰囲気は銀杏のイメージによく似合っていて……

「そ、その、ど、どうかな……？」

「あ、え……」

「こ、この泳着だ。こ、こちらの時代では水着というのであったか……？　こういったものを身に着けるのは初めてで、合っているのかどうかが分からないんだ。何だか布地が少なくて落ち着かないのだが……」

　恥ずかしそうにもじもじとしながらそんなことを訊きいてくる。

　や、もう初めて見る魅力的なビキニ姿とその恥じらう仕草だけで完全に僕の天てん守しゆ閣かくは轟げき沈ちんっていうか……

「え、その、い、いいと思う。すごく似合ってる」

「そ、そうなのか……？」

「う、うん。いつもの黒い衣装とか制服とかもいいけど、水着姿もものすごくかわいらしいっていうか……」

「か、かわいら──!?　そ、そうか……」

「……」

「……」

「……」

　お互いそれ以上何と言っていいか分からずに黙り込んでしまう。

　う、うーん、何か胸がドキドキするというか気恥ずかしいというか、複雑な気分だ……

「もー、秋あき宗むねさまー。松まつ前まえたちも水着なんですからちゃんと見てくださいよー」

　と、気付けば隣にいた松前城が両手を腰に当ててむーっと睨にらんでいた。

「え、あ、ご、ごめんごめん」

「ごめんじゃないですー。まったく、ちょっと〝睦むつみの開城〟をしたからってすぐに二人の世界を作っちゃうんですからー」

「……」

　……それについてはまったくその通りだったので何も言えない……

　ちなみに松前城たちも、それぞれ水着に着替えていた。

　松前城は子供向けのビキニ、久く留る里り城は露ろ出しゆつ控えめなパレオ付きビキニ、小お田だ原わら城はラインが際きわどいというか攻撃的なビキニ……と、その種類も様々である。水着一つ取ってみても各々の個性が出るものなんだなー。

　もちろん名な古ご屋や城や清きよ洲す城たち生徒会の面々も水着姿で、今この砂浜には十人の水着姿の城しろ姫ひめたちが集結しているのだった。う、うーん、もしかしたらここがパラダイスかもしれない……

「そ、それで、海水浴というものは何をやるものなのだ？　私はそういうものにはとんと疎うとくてな……」

　銀杏いちようがそんな疑問を口にする。

「うーん、そうですねー。松前もこういった海水浴は初めてなのでよく分からないかもです。清洲城さん、分かりますかー？」

「……え？」

　と、清洲城にそう訊きいた。

「海水浴でやることです。清洲城さんはこちらの世界に詳しいですし、何か知ってたらと思いましてー」

「あ、う、うん、そだね～。え～と、とりあえずみんなでビーチバレーをやったりとかバナナボートに乗ったりとか日焼けをしたりとかかも」

　慌あわてたように清洲城が答える。

　……ん、そういえば清洲城、ここまでやけに静かだったような。というか何だかほとんど喋しやべっていないような気がする。もともとのこの合宿の発案者だし、こういった場面では一番はしゃぎそうなものなのに……

　少しばかり訝いぶかしく思ったものの。

「なるほどなるほど、そうなんですねー。さ、それじゃあ行きましょうー！　みんなで海水浴ですよー！」

　松まつ前まえ城が楽しそうにそう声を上げて。

　海水浴が始まった。







　ほとんどの者が初めての海水浴ということで、みんな思い思いに楽しんでいるようだった。

　砂浜では名な古ご屋や城たちがビーチバレーをやっていて、沖合では松前城と久く留る里り城がバナナボートに乗って大はしゃぎをしていて、レジャーシートの上では大和やまと郡こおり山やま城が甲こう羅ら干ぼしをして日光浴をしている。

　和なごやかでのんびりとした光景。

「なるほど、海水浴というのは楽しいものだな」

　と、隣にやって来た銀杏いちようが声をかけてきた。

「こうして広大な海に身を任せることで皆が童心に返ることが出来るというか、飾らない素すの自分を解放することができるのだな」

「うん、そうだね」

「秋あき宗むねは何かやらないのか？　色々と楽しそうなものがたくさんあるぞ」

「ん、そうだなー……」

　グルリと辺りを見回して思案を巡らせようとして。

「秋宗さまー、いっしょにバナナボートに乗りましょうよー！」

　と、黄色く太長い物体（バナナボート）を手にした松前城と久留里城がこっちにとてとてとやって来た。

「これで海の上を走り回るの、すっごく楽しいですよー！」

「……い、いっしょに波になりましょう、です……」

「え、うん、いいけど……」

「じゃあ行きますよー。ごーごー！」

「う、うわっ!?」

　そんなかけ声と共に砂浜から押し出されて。

　バナナボートが波の上を滑るように走り出す。

「ちょ、ちょっとこれはスピード出し過ぎなんじゃないの……？」

　というかあり得ない速さである。

「ふっふっふ、『長なが沼ぬま流りゆう兵へい法ほう』の前面防御で水をかき分けて、さらに砲ほう台だいの撃うち出す力を使って加速してるんですよー！」

「……わ、私も水を操って走りやすいように水流を調整しています。え、えらいですか……？」

　松前城たちが自慢げにそう口にする。

　とするとこのバナナボートは、城しろ姫ひめの奇跡によって成り立った奇跡の速度を誇る奇跡のバナナボート（直径一メートル五十センチ）ってことに……

　と、その奇跡のバナナボートがグラリと大きく揺れた。

　後方から打ち寄せた大きな波を受けて、バランスを崩くずす。

「う、うわわわわっ……！」

「う、後ろからの衝撃だけはだめなんですー……！」

「……み、水がいけないところに流れてしまいます……」

　そのままグルグルと波の上を回った挙げ句……奇跡のバナナボートはあえなく転てん覆ぷくした。

「ご、ごほっ、ごほっ……」

「ちょ、ちょっとスピードを出しすぎましたかねー……」

「……み、水を流しすぎてしまったかもです……」

　そんなことを言う松まつ前まえ城と久く留る里り城。

　いやちょっとどころの問題じゃないような気が……と、突っ込もうとして、僕の動きは止まった。

　だって二人とも、その前面に水着も何も着けていなかったから。

「!!　ま、松前城、久留里城!?」

「？　どうしたんですか、そんな大声を上げて？」

[image: ]

「……ふ、舟ふな幽ゆう霊れいでも出たんですか～……？」

　きょとんとした顔をする二人。

　だけどすぐに自分たちの現状に気が付いたようだった。

「[image: !!!]」

「……!?……」

　ばっ！　と水の中に身体からだを隠かくすと。

「な、何てことですかー！　あ、秋あき宗むねさまに見せるのは〝睦むつみの開城〟の時だって決めていましたのに……！」

「……ひ、秘密の双そう丘きゆうはその時まで隠してこそ価値がありますのに～……」

　え、そ、そんな心配……？

　見られること自体は別にいいんだ……!?

「あ、で、でも秋宗さま以外の他のだれかに見られるのはいやですー！」

「……あ、秋宗さま手ずから、か、隠してください……」

「ちょ、ちょっと、僕の手は水着の代わりにはならないって……！」

　頼むから露あらわになった胸のところに僕の手を押し当てるのはやめて！

　結局。

　松まつ前まえ城と久く留る里り城の二人には黄色く太長い物体（バナナボート）の陰に隠れてもらって、その間に流された水着を何とか発見することができたのだった。




「た、大変な目に遭あった……」

　バナナボートでの一ひと悶もん着ちやくを終えて。

　色々な意味でクタクタになりながらレジャーシートのところに戻ってくると。

「あ、ちょうどいいところに来ました。ねえねえ秋宗くん、よければ日焼け止めを塗っていただけませんか？」

「え？」

　と、困り顔をした大和やまと郡こおり山やま城にそう声をかけられた。

「少し肌を焼こうと思って日光浴をしていたところなんです。前面は塗れたのですが背中は自分では難しくて」

「え、それはいいですけど……」

「ありがとうございます。それではよろしくお願いしますね♪」

　そう言ってシートの上でうつぶせになる。

　水着のヒモがはらりとほどけて、大和郡山城の真っ白な背中が露あらわになって……

　……え、深く考えずにオッケーしちゃったけど、ここに塗るの……？　直接、手で……？　そ、それは何かそこはかとなく背はい徳とく的な気がするんですが……

「日焼け止めはそこに置いてあるものを使ってください。城しろ姫ひめ秘伝の日焼け止めです」

「あ、は、はい」

　促されて日焼け止めを手に取って。

　ゴクリとツバを飲み込んで、無防備な背中に日焼け止めを塗り始めた。大丈夫、これはただの頼まれ事だ。何もおかしなことじゃない、おかしなことじゃない……

「あふぅ……気持ちいいですね……」

「……」

「ううん……秋あき宗むねくん、お上手ですね……何だか夢ゆめ見み心地ごこちになってきちゃいます……」

「……そ、そうなんですか……？」

「……ええ、流れるような指使いで……あ、本当に気持ちいい……秋宗くん……どこでこんなテクニックを覚えたんですか……？」

「……い、いえ、何も特別なことをしているわけじゃないんですが……」

「……と、とてもそうとは思えませんよ……熟練したツボを突く手付きで……は、はあはあ……あふん……」

　う、うーん、普通に手を動かして塗ってるだけなんだけど……

　けれど大和やまと郡こおり山やま城は何やら顔を赤らめながら息を荒らげている。何か周りの人たちもこっちに注目しているような気がするし……

「……そ、そこ、いいです……も、もっと強く愛あい撫ぶするようにしてください……あ、そ、そうです……」

「……」

「……ううん、天国に昇ってしまいそう……は、はあはあ……あ、あはぁん……」

「…………」

　その息の荒らげ方も段々と激しくなってきて。

　最後まで気の抜けない状態なのだった。




「つ、疲れた……」

　ぐったりと全身を脱力させて大きく息を吐く。

　ただ日焼け止めを塗っただけなのに、フルマラソンでもしたかのような心地ここちだった。主に肉体的にではなく精神的に。

「何であんなに無む駄だに色っぽい感じなんだろう……」

　まだ手に残る日焼け止めの感触を思い出しながらレジャーシートから少し離れた砂浜に腰を下ろす。あれは天然年下キラーだ……

　そんなことを考えながらふと顔を上げると、銀杏いちようと小お田だ原わら城の姿が目に入った。

　城姫たちの中でも頭一つ抜けた存在感で一ひと際きわ目を惹ひく二人。

　ほとんどスーパーモデル並のスタイルの二人が並ぶと圧巻というか、ある種の迫力さえあるというか……

　そのツーショットに思わず見とれていると。

「ねえねえ、お姉さんたち、何してるの？」

　水着姿の見知らぬ男たちが声をかけてきた。

　金髪、サングラス、アロハシャツと、いかにも軽そうな三人組である。

　おそらく……というかほぼ百パーセントナンパ目的だろう。銀杏いちようたちがビーチ内でも目立つ存在だから声をかけたくなるのは分かるけど、それでもこの傍はたから見たら気後れするくらいキレイな二人組を相手に選ぶなんて度胸があるというか……

「今ヒマ？　ヒマだったらいっしょにあっちでスイカ割りでもしない？」

「楽しいよー？」

「酒とか食べ物とかもたくさんあるしさ」

　そんなことを言ってくるものの。

「すまぬな。いっしょに来ている者たちがいるのだ。ゆえに暇ではない」

「……下げ賤せんなあなたがた風情がこのわたくしに声をかけるなど、五百年早いですわ」

「そんなこと言わないでさー」

「三十分だけでいいから、三十分だけで」

「絶対損はさせないよ？」

「……しつこいな」

「……鬱うつ陶とうしいですわね」

　銀杏と小お田だ原わら城の目が鋭く光る。

　あ、何かこれこのままじゃ危ない（ナンパ男たちが）流れだ……

　大事になる前に止めるために慌あわてて飛び出して。

「あ、す、すいません、その子たち、僕の連れで……」

「あん？」

「えっと、だからあなたたちとはいっしょに行けなくて……」

　言葉を選びながら説明する。

　男たちは不機嫌に顔を歪ゆがめつつも、いちおう言っていることは理解してくれたようだった。

「ちっ、何だ。お姉さんたち、こういうのが好みなのかよ」

「連れってこれが……？　貧弱でなよなよしやがって、気にくわねぇ」

「趣味悪わりぃな」

　そんな捨て台詞ぜりふと共にツバを吐いて踵きびすを返す。

「む、何だその態度は……」

「秋あき宗むね様に対してそのような失礼な振る舞いを……」

「い、いいって、本当のことなんだから……」

「いやしかしだな……」

「秋あき宗むね様のことをあのように悪あし様ざまに言うあの口に、スベスベマンジュウガニを詰めて差し上げますわ」

　二人して剣けん吞のんな視線を男たちに向ける。

「ほ、本当にいいって……。ほら、行こう」

「むう、秋宗がそう言うのなら……」

「……仕方ありませんわね」

　不ふ承しよう不ぶ承しようながらも退ひこうとしたところで。

「けっ、バーカ。腰抜けのクセに調子乗ってんじゃねぇぞ」

　そんな声と共に、背中にタバコが投げつけられた。

　まだ火の点ついたままの煙の出ているタバコ。

　そこで銀杏いちようと小お田だ原わら城の動きがピタリと止まった。




「……今、何をした？」「……あなたたち、秋宗様に危害を加えようとしましたわね……？」




　二人の声が重なる。

「はあ？　何って、腰抜けが少しでも男らしくなるように発はつ破ぱをかけてやろうと──」

　男は最後まで言葉を続けられなかった。

　銀杏、小田原城の二人が制止する間もなくその場から動いて。

　次の瞬しゆん間かん、男たちはキリキリと壊れた人形のように宙を舞って、そのまま海に叩たたき込まれていた。

「……因いん果が応おう報ほうだ。海の中で頭を冷やして、自分たちの行いを少しは反省するんだな」

「……秋宗様に手を出してこの程度で済んだことを、感謝してもらわなければなりませんわね」

「ぐえ……」

「がは……」

「ごぼぼ……」

　プカプカと波間に浮かぶ男たちを冷ややかに見下ろして銀杏と小田原城がそう口にする。

「銀杏、小田原城……」

「……すまぬな。退くように言われたのに……」

「秋宗様を愚ぐ弄ろうしたこの魚類以下の低脳生物どもには当然の罰です」

　対照的な反応を返してくる二人。

　確かにやったこと自体はあまり褒ほめられたことじゃないけれど、二人とも僕のことを気き遣づかっての行動である。その気持ちは……嬉うれしかった。

「……それに、秋あき宗むねは腰抜けなどではない」

「え……？」

「秋宗が真しんに強い心を持った者であることは私が一番よく知っている。だれよりも気き骨こつがあってだれよりも芯しんがあって……その秋宗があのように言われたことに、私が許せなかったのだ。だからつい手が出てしまった。すまない……」

「銀杏いちよう……」

「……お二人の世界に入られるのもいいですけれど、わたくしも同じ気持ちであることを忘れないでくださいね、秋宗様」

「小お田だ原わら城……」

　二人とも、そんなことを言ってくれるなんて……

　何だか少しだけ、むずがゆいような面はゆいような心地ここちになってしまったのだった。







　──とまあ、そんな感じに海水浴は進んでいった。

　全体的に賑にぎやかな進行具合。

　ある意味みんないつもの通りと言えばいつもの通りだったんだけれど……

「…………」

　そんな中。

　一人だけいつも通りでない者の姿があった。

　海に来た時から無口だった清きよ洲す城。

　みんなが海水浴を楽しんでいる間も、ずっと浮かない表情でレジャーシートの上で体育座りをしているだけだった。

「……？」

　どうしたんだろう？

　どこか具合でも悪いのかな……？







　　　　２




　海水浴を終えて、向かったのは今日の宿泊場所だった。

　海からほど近いところにある広めのコテージ。

　二階建てのログハウス風の造りであり、十一人が入ってもまだ少しスペースに余裕があるそこが、今日から二泊お世話になる『みさきガーデン』である。

「おお、ここが今宵こよいの旅籠はたごなのか」

「わー、とっても広いですねー！」

「……お、お部屋もたくさんあって、隠かくれられるところがいっぱいありそうです……」

「わたくしの別邸にして差し上げてもいいくらいですわね」

　みんながそんな風に声を上げる。

　庭ではバーベキューができるようにもなっていて、炭や着火剤なども備え付けられていた。せっかくなので、夕飯はそれを使ってバーベキューをしようということとなった。

「ほら、秋あき宗むねさま、サザエが焼けましたよー。あーんしてください、あーん」

「え、う、うん、あーん……」

「……あ、秋宗さま、こちらのウツボさんもおいしいですよ……？　あ、あーん……」

「あ、あーん……」

「おお、秋宗。私が仕込んだ鹿しか肉にくも焼けたみたいだ。食べてくれ。あーん」

「あ、あーん……」

「秋宗様、わたくしの笹ささ蒲かま鉾ぼこも食べてくださいませ。焼くと香ばしくて美お味いしいのですよ。あーん」

「……あーん……」

　ほとんど「あーん」ばっかりをしていたような気がするバーベキュー。

　終始口の中に何かが詰まっていて忙しかったけれど、まあ何だかんだで楽しかったからいいか……

「……」

　食後には、みんなで花火をやったりもした。

　近くのスーパーで買ってきた花火の詰め合わせセットから各々好きなものを選んで、ロウソクから火を点つける。

「む、この線香花火はいい塩あん梅ばいだな。心が洗われるようだ……」

「もー、熊くま本もと城さん、しょっぱなから何そんな地味なのをやってるんですかー。ほら、このねずみ花火っていうのが面白そうですよー！」

「じ、地味……？　そ、そうかな……？」

「……う、うふふ、このへび花火というの、とってもかわいらしいです……」

「わたくしにはこのロケット花火が合っていますわね。こう、攻めの姿勢を感じさせてくれるので好きですわ」

「うちはこれだなぁ、打ち上げ花火！」

「じ、地味……や、やはり私は地味なのだろうか……」

　銀杏いちようがひっそりと落ち込んでいたのはともかく。

　選ぶ花火にもそれぞれきっちりと性格が現れていた。花火一つ取ってみても分かるものなんだなあ……

「……」

　そんな風に夜も更ふけていったんだけど。

　一つだけどうしても気になることがあった。

「…………」

　それは……清きよ洲す城。

　海水浴をしている時もそうだったんだけど、バーベキュー、花火の間もほとんど喋しやべっていない。みんなの輪から外れて隅すみで浮かない顔をしているだけである。明日も朝からみんなで海で素す潜もぐり大会をしようって盛り上がっていたのに、このままじゃよくないっていうか……

「……」

　やっぱり、放ってはおけないよね。

　どうしても気になったので、声をかけてみることにした。

「──ねえ、清洲城。何かあった？」

「え……？」

「何だかこっちに来てからずっと様子がおかしいっていうか元気がないっていうか……。もしよかったら話してくれないかな？　僕でよかったら相談に乗るから」

「秋あき宗むねちゃん……」

　その申し出に清洲城は少し考え込んでいるようだった。

　だけどしばらくしてゆっくりと顔を上げると。

「……だれにも、言わない？」

「え？」

「これから私が言うこと……みんなには、秘密にしてくれる……？」

「あ、うん」

　よく分からないけれど、秘密にしてほしいというのならだれかに喋るつもりはない。

「そ、そっか……だ、だったら、秋宗ちゃんになら……」

　そう言って小さくうなずくと。

　清洲城は何かを覚悟したかのように真まっ直すぐにこっちを見て。

「……じ、実は、私ね……」

「……」




「…………あ、あのね、実は私……お、泳げないんだよ……っ！」




「……え？」

「……だ、だから、お、泳げないの……。む、昔から身体からだを動かすことと水だけは苦手で……」

　恥ずかしそうにきゅっと目をつむってそうつぶやく。

　……え、じゃあ、こっちに来てからずっと様子がおかしかったのって、もしかして泳げないことがみんなに知られるのが嫌いやで……？

　その言葉に清きよ洲す城はこくりとうなずいて。

「……だ、だって、この歳としになって泳げないなんて、格好悪い、かも……。知ち略りやくの城しろ姫ひめなんて呼ばれながら、泳えい法ほうの一つも習得してないなんて、おかしいでしょ……？」

「……」

　うーん、別にそんなことはないと思うんだけどなー。

　だれにだって何かしら苦手なことはあるだろうし、そもそもクラスメイトの中にも泳げない女子たちは何人もいる。そこまで恥ずかしがることじゃない気がするんだけど……

　だけど清洲城は首を振って。

「だ、だめなの……！　そ、そんなのみんなには言えない、かも……！」

　納得できないようだった。

　どうやら譲ゆずれない何かが清洲城の中にはあるらしい。

　ともかくそういうことなら、

「……分かったよ。だったら今から、特訓しない？」

「え……？」

「泳ぎの特訓。要は泳げるようになればいいんだよね？　それだったら、一日あれば何とかなるかもしれない」

「そ、それは……」

　もちろんいきなり百メートル泳げるようになることは難しいかもしれないけれど、最低限の型くらいだった一日で十分に何とかなるはずだ。

「……」

　その提案には清洲城は迷っているようだった。

　だけどやがて思い切ったかのように顔を上げて。

「……そ、そうだね。うん、やってみる。よろしく頼むよ、秋あき宗むねちゃん」

「うん、分かったよ」

　そういうわけで泳ぎの特訓をすることとなったのだった。







　時計が零れい時を回りみんなが寝静まったのを見計らって、清洲城と二人で『みさきガーデン』を出た。

　静かに波の打ち寄せる人ひと気けのない砂浜。

　と、そこに……見慣れた人影があった。

「二人だけでこんな夜中にどこに行くつもりなのぉ？」

「名な古ご屋や城……」

「名古屋ちゃん……」

　立っていたのは名古屋城だった。

　水着に上着を一枚羽は織おっただけの姿で、こっちを見ながらたたずんでいる。

「名古屋ちゃん、どうしてここに……？」

「ふふふー、清きよ洲す城の考えてることくらいうちには分かるんだから。泳ぎが苦手だから明日に備えて特訓をしようっていうんでしょぉ？　当たり？」

「え、あ……」

「やっぱりねぇ。だったらうちにも手伝わせてよ。教える人は一人よりも二人の方がいいでしょぉ？」

　ぱちりとウインクをしてそう言ってくる。

「名古屋ちゃん……うん、ありがとう……」

「よし、決まりだねぇ。うん、がんばろうよぉ！」

　そう名古屋城が宣言して。

　名古屋城が加わって、三人で泳ぎの特訓をすることになった。

「ええと……それじゃまずは何から始めようかな……。そうだね、とりあえず顔を水に浸つけてみてもらってもいい？」

「え、ええええ……！　い、いきなりそんな高いレベルのところから始めるの……？」

　清洲城がおののいた。

　や、高いどころか入門中の入門もいいところなんですが……

「わ、分かったよ。秋あき宗むねちゃんがそう言うならそれが正しい王道なのかも。お、桶おけ狭はざ間まの戦いに臨のぞむくらいの気構えで、や、やるね……？」

「……」

「……」

「……」

「…………え、えいっ」

　ピチャッ。

「ど、どうかな？　我ながら今の顔浸けは完かん璧ぺきかも……」

「……いや、鼻の頭しか浸かってなかったから……」

「え、えええぇ？　ほ、本当……？」

「う、うん……」

　清洲城、本当に水が苦手なんだなー……

　これはもしかしたら思っていた以上に大変かもしれない……

　予想外のものになりそうな先行きに少しばかり不安を覚えていると。

「ねえ、清きよ洲す城、うちといっしょに貝の拾いっこをしてみない？」

「え？」

　と、名な古ご屋や城がそう言った。

「いっしょに水面から海の中を覗のぞいてきれいな貝かい殻がらを拾うの。これなら無理なく顔かお浸つけができると思うよぉ？　どう？」

「う、うん、名古屋ちゃんがそう言うなら……」

　うなずいてじっと水面を見つめる。

　最初は恐る恐るという感じだったけれど、やがて思い切ったかのようにぎゅっと目をつむって……無事に顔を水に浸けることができた。

「で、できた……！」

「すごいすごい！　うん、うちは清洲城ならできると思ったよぉ！」

　見事にやり切った清洲城に名古屋城が声を上げる。

　うーん、これは見事と言うしかないなあ……

「さすがだね。名古屋城は清洲城のことがよく分かってるなあ」

「そ、そんなんじゃないよ。ただうちは清洲城とは付き合いが長いから、考え方とかは分かるっていうかぁ……」

　そう言いつつも嬉うれしそうである。

　うん、この二人は本当に仲がいいんだなあ……

　そんな感じに特訓は進められていった。

　名古屋城メインで行われた熱心な指導。

　時間が経たつにつれ少しずつだけど清洲城も水に慣れてきたようで、二時間ほどが経つ頃には浅あさ瀬せで手を摑つかまれてならバタ足くらいまでならできるようになっていた。

「よ、よいしょ、よいしょ……」

「うん、いい感じだよぉ。ちゃんとできてるできてる」

「がんばれ、清洲城！」

　最初にまったく泳げなかったことを考えれば格段の進歩。

　だけど少し深いところに行って手を離すとまだパニックになって沈没してしまうようだった。

「ぷ、ぷはっ……」

「だ、大丈夫、清洲城？」

「う、うん、平気。でもやっぱり深いところはまだ怖いかも……」

「……」

　うーん、基本はできてるし、最初ほどには水に対する苦手意識も少なくなっている。もう一人で泳げない要素はないはずなんだけどなー。あとは勇気を出して思い切って最後の一歩を踏み出すことができれば何とかなりそうというか……

　もうあと少しの現状を歯がゆく思っていると。

「……私って、ほんとにだめだなあ……」

「え？」

　と、清きよ洲す城が声を小さくしてそう言った。

「……う～ん、自分で自分がいやになるっていうか。こんな簡単なことも満足にできないなんて、情けないかも。名な古ご屋やちゃんと秋あき宗むねちゃんには迷惑をかけちゃうし……」

「え、迷惑なんてそんなことは……」

　だけど清洲城は首を振って。

「ううん、自分で一番よく分かってるから。昔からこうなんだよね。身体からだを動かすことになるとドン臭くさくて、名古屋ちゃんに頼りっきりで……」

「……」

　ううん、昔のことは僕には知る由よしはないけれど、名古屋城は迷惑だなんてこれっぽっちも思ってないだろうけどなあ。もちろん僕も。それに普段は、どちらかと言えば猪ちよ突とつ猛もう進しんな名古屋城を冷静な清洲城がうまくリードしている気もするし……

「ん、とにかくもうちょっとだけがんばってみようよ。あと一歩だと思うから」

「う、うん……」

　そう言って練習を再開するものの。

「……ぷ、ぷはっ……」

「……」

「……わ、わふっ……」

「……」

　やっぱり頭では分かっていてもそう簡単にはいかないようだった。ほんの少し前までは顔を水に浸つけることさえ躊ちゆう躇ちよしてたわけだし。んん、これはどうしたらいいかな……

　と、その時だった。

「きゃあああっ……！」

　叫び声が辺りに響き渡った。

　見てみると、いつの間にそっちに行っていたのか沖の方で名古屋城が手足をばたつかせていた。

「名古屋ちゃん……!?」

「名古屋城……？」

　どうしてあんなところに……？

　しかも名古屋城は泳げるはずなのに……

　ともあれ溺おぼれているんだとしたらのんびりと考えているヒマはない！

「清洲城はここで待ってて……！」

　そう言って海中へ飛び込む。

　幸いそこまで距離は離れていなかったため、すぐに名な古ご屋や城のところにまで辿たどり着くことができた。そのまま身体からだを支えて助けようとするものの。

　グイッ……

　ふいに足を何かに引っ張られた。

「!!」

　その拍子に体勢を崩くずしてしまい……

「う、うわああああっ……！」

　そのまま名古屋城の上に倒れ込むようにして海の中に沈み込んでしまう。

「名古屋ちゃん！　秋あき宗むねちゃん……！」

　遠くからは悲鳴のような清きよ洲す城の声が聞こえてきて──







　ど、どうしよう……！

　目の前で海の中へと消えた二人を前に、清洲城は呆ぼう然ぜんとしていた。

「い、行くしか……ないよね」

　この場には自分以外のだれもいない。

　清洲城が助けなければ二人とも溺おぼれてしまう。

「……」

　気付いたら身体が動いていた。

　きゅっと両目を閉じて、暗い海の中へと飛び込む。

　少しだけ冷たい水の感触が顔に触れて一いつ瞬しゆん怯ひるみそうになるけれど、すぐに自分を奮ふるい立たせた。

　だいじょうぶ、泳ぎ方は分かっている。水を怖がらずに、腕と脚とを順番に動かすだけだ。

　少し前にさんざん繰り返したことを頭で反復する。

「……」

　全身にまとわりついてくる水の感触。

　やっぱりまだ水は怖かったけれど……今はそれ以上に何とかしなければならないという気持ちが勝まさっていた。

　無む我が夢む中ちゆうで手足を動かす。

　自分で思っているよりも身体は全然前に進まない。

　ほんの二十メートルほどの距離が無限にも感じられた。

「……っ……」

　だけど必死に手足を動かしている内に着実に距離は縮まっていき。

　ようやく、溺れる二人のもとに辿たどり着いて──







「やったねぇ、清きよ洲す城！」

「え……？」

「ちゃんと泳げたじゃん！　やったんだよぉ！」

「え？　え……？」

　名な古ご屋や城の言葉に清洲城が目をぱちぱちとさせる。

「え、ええと、これって……？」

「あー、ごめん。溺おぼれてなんてなかったんだ」

「え……？」

「その、清洲城に思い切ってもらうためにフリをしただけで……」

　溺れている名古屋城のもとに辿たどり着いた時に耳打ちをされたんだよね。「うち、溺れてないから。清洲城をその気にさせるためにフリをしてるだけ。秋あき宗むねくんも付き合って」って。それに従って僕も溺れているフリをしたんだけど……

「え、そ、それじゃあ、今のって……」

　ようやく清洲城が納得のいった顔になる。

「ごめんねぇ。ウソだったんだよぉ」

「悪いとは思ったんだけど……」

　それを聞いた清洲城はぎゅーっと両手を自分の握にぎりしめて。

「も、もう、秋宗ちゃんたち、だましたの！」

「ご、ごめんごめん。でもおかげで泳げるようになったんだし……」

「結果オーライってやつかなぁ？」

「そ、それはそうだけど……」

　ぷくーっと頰ほおを膨ふくらませる清洲城。

　とはいえ本気で怒っているわけではなくて、そういうポーズをしているだけのようだった。

「で、でも本当に心配したんだから。名古屋ちゃんが溺れるなんて聞いたことないから、何かあったんじゃないかって……」

「うちは心配なんてしてくれなくてもだいじょうぶだよ。清洲城も知ってるでしょぉ。うちは強くなったんだから」

「……そんなこと、ないよ……」

「え？」

　と、そこで清洲城がぽつりと言った。

「名古屋ちゃんだって、一人の女の子だよ。強くて頼りがいがあっていつも私を守ってくれるけど、だからって心配しなくてもいいなんてことにはならないよ。そんなこと、言わないで……」

「清きよ洲す城……」

　二人してそう言って見つめ合う。

　う、うーん、何か僕は邪じや魔まっていうか入りにくい雰ふん囲い気きだなー……

　何となく身の置き場に困っていて。

　と、その時だった。

　グイッ……！

「……？」

　足あし下もとを、何かが引っ張るような感触がした。

「どうしたの、秋あき宗むねちゃん？」

「？　いや、何かが足を引っ張ったような気がして……」

「ぶー、もうそういうのはいいよ。さすがに二回はだまされないんだから」

「いやそうじゃなくて……」

　本当に何かに引っ張られたような気がしたんだけど……

　そう口にしようとして。

　グググッ……!!

「!?」

　さらに強い力で足が引っ張られた。

　何やらヌルヌルとした気持ちの悪い感触。そのまま海の中に引っ張り込まれる。

「ぶ、ぶわっ……!!」

　な、何だこれ……!?

　何が何だかさっぱり分からない……！

「あ、秋宗ちゃん……!?」

「秋宗くん……!?」

　清洲城たちの声が水面の上から遠く聞こえてくる。

　海水を飲んでしまいそうになるのを何とかこらえながら、必死に引っ張り込まれている方向を見た。

　なおも海中へと引き込まんとしてくる強い力。何やら長い触手のようなものが足首に巻き付いているのがかろうじて見えた。その表面には吸きゆう盤ばんのようなものが付いていて……

　……タコ……!?

　見間違えじゃなければ、引っ張っているのはタコだった。それも不気味な紫色の斑はん点てんが身体からだの表面に浮かび上がっていて、二階建ての家ほどはある尋じん常じようじゃなく大きな。

　な、何だってタコが……っていうかそれ以前にこんな巨大なタコがいるなんて……

　ますますワケが分からない。

　状況がほとんど飲み込めないままなおももがき続けていると……タコの近くに、人の姿があるのが目に入ってきた。

　夜の海中でもはっきりと分かる独特の黒いもやをまとった小さな人影。あ、あれってもしかして……

（……ねたましい……）

　え……？

（……互いのことを想おもい合う二人……うらやましい……ねたましい……）

　何かを訴えかけるような声が頭の中に直接響いてくる。やっぱりこれは……

　グイッ……！

「秋あき宗むねちゃん……！」

「大丈夫か、秋宗くん……！」

　と、そこで腕を引っ張られて水面まで引き上げられた。

　清きよ洲す城と名な古ご屋や城が心配そうな顔をこちらに向けてくる。

「あれは……黒くろ城しろ姫ひめなの？」

「わ、分からない。でもたぶん……」

「二人とも気を付けて、来るよぉ！」

　名古屋城が声を上げる。

　見るとタコは触手を伸ばして、清洲城や名古屋城の身体からだにもその脚を巻き付けてきた。

「あ、や、やっ……」

「き、気持ち悪いぃ……ぬ、ぬるぬるする……っ！」

　次々と巻き付いてくる脚。

　さらに周囲からは同じように紫色の斑点を全身に浮かべた小型のタコも無数に現れて襲おそいかかってくる。

　名古屋城がどこからか刀を出して応戦するものの。

「だ、ダメだよぉ……斬きっても斬っても治ち癒ゆしてくる……！」

「く、黒城姫の眷けん属ぞくだからかも……。秋宗ちゃんの力が借りられない私たちじゃどうにもできないっていうか……」

〝黒き力〟に囚とらわれた城姫である黒城姫。

　その人知を越えた力には普通の城姫の奇跡では通用しないことは分かっていた。〝黒き力〟を祓はらうためには僕の中にあるらしい特別な力を使う必要があるんだけど、それには〝契ちぎりの開城〟を交わしている銀杏いちようか松まつ前まえ城、久く留る里り城か小お田だ原わら城がいなければ発現できないものなのであって……

「と、とにかくこのままじゃ消しよう耗もう戦せんだよ。ここは逃げるしかない……かも！」

「で、でも、逃げるってどこに……？」

　この場は海の上である。

　砂浜までは距離があってとても逃げ切れるとは思えないし……

「あ、あそこだよ！　あそこに逃げるのがいいかも！」

「！」

　清きよ洲す城が指さした先には、洞どう窟くつのような場所があった。

　入り江に面した小さな洞ほら穴あな。確かにあそこだったら砂浜よりも近いし、逃げ切れるかもしれない。

「わ、分かった。あそこに行こう……！」

　みんなで移動しようとして。

　と、その時。

「！　名な古ご屋やちゃん、危ない！」

「え？」

　ドン！

　清洲城が体当たりをして名古屋城を突き飛ばした。

　その直後に、それまで名古屋城がいた場所をタコの脚が勢いよく通り過ぎていった。

「あ、ありがとぉ、清洲城」

「お礼なんていいっていいって。それより早く逃げよう。秋あき宗むねちゃんも」

「う、うん、そうだね」

　なおも追いかけてくるタコたちを何とか振り切って。

　三人で洞穴へと逃げ込んだのだった。







　　　　３




　洞窟の中は思ったよりも広かった。

　入り口の大きさに比して外から見たよりも奥行きがある。これならしばらくの間はあのタコたちをやり過ごすことができそうだった。

「それにしても、さっきのも城しろ姫ひめなんだよね……？」

「うん、うちには詳しいことは分からないけど、たぶんそうだと思う。この辺りの城姫で、たぶん海うみ城じろの類たぐいじゃないかと思うんだけどぉ……」

「……」

「うーん、清洲城はどう思うぅ？」

「…………」

「清洲城？」

「…………」

　清きよ洲す城からの返事はない。

　訝いぶかしく思って見てみると、その顔は洞どう窟くつの暗がりの中でも分かるくらいに真っ青になっていた。

「どうしたの、清洲城ぉ！」

「……っ……な、何でもないよ？　ちょっと色々動いたから疲れただけで……」

「つ、疲れたって、それだけでそんな顔色になるわけ……」

「……ほ、本当に疲れただけだよ。少し休めばだいじょうぶで……あっ……」

「清洲城ぉ！」

　ドサリと。

　糸が切れた人形のようにその場に倒れ込んでしまう。

　見るとその白くて細い太ふと股ももに、嚙かまれたような傷跡があった。

「名な古ご屋や城、これ……！」

「か、嚙み跡……？　まさかさっきうちをあの変なタコからをかばってくれた時に嚙まれて……？　で、でも、タコって嚙み付くものなのぉ……？」

「……そういえばテレビで見たことがあったんだけど、あのタコってもしかしてヒョウモンダコだったんじゃ……。あり得ない大きさだったけど、黒くろ城しろ姫ひめの奇跡が使われてるんならそれも考えられるっていうか……」

「ヒョ、ヒョウモンダコぉ……？」

「う、うん、タコの一種なんだけど、確か強い毒があって嚙まれると危ないって……」

「！」

　と、それを聞いた名古屋城の顔色が変わった。

「ど、毒って、そ、それってまずいんじゃないの！　き、清洲城は大丈夫なの！　ね、ねえ、秋あき宗むねくん……！」

「ちょ、ちょっと待って、落ち着いてって……」

「お、落ち着いてなんていられないよぉ！　き、清洲城が死んじゃう……！」

　これまで見たことのないような様子で取り乱す名古屋城。

　と。




「だ、だいじょうぶだよ、名古屋ちゃん、落ち着いて……」




　呼吸を荒らげながら清洲城が上体を起こしてそう言ってきた。

「！　清洲城、大丈夫なのぉ……!?」

「う、うん、けっこうふらふらするけど何とか……。──それより聞いて名古屋ちゃん、秋宗ちゃん。さっきのがヒョウモンダコだったとしたら応急処置をしなきゃなの。ヒョウモンダコの毒はテトロドトキシンだから、傷口からできるだけ毒を取り除いた方がいいかもなの。お願い、できるかな……？」

「う、うん」

「や、優しくお願いね……」

「……」

　清きよ洲す城に言われた手順に従って傷口から毒を取り除く。

　具体的には、その、口で吸い出すカタチだったけど……本来この方法は毒を飲み込んでしまう可能性があり危険なので避けるべきとのことだった。今回は城しろ姫ひめの奇跡を使ってもらって飲みこまないようにしてもらったから何とかなったけれど。

　やがて応急処置は終わり。

　それが功を奏したのか、やがて清洲城は目を閉じて穏おだやかな寝息を立て始めた。ふう、ひとまずは安心だ……

「よかったね、名な古ご屋や城。大事にならなくて」

「……」

「？　名古屋城……？」

「…………」

　名古屋城はうつむいて口をつぐんでいた。

　だけどやがて大きく息を吐き出したかと思うと。




「……うちね、昔から清洲城には助けられてばっかりなんだよ」




「え？」

　ぽつりと、小さくそう口にした。

「……うち、昔は身体からだが弱かったんだよ。今とは違って病気がちで、寝たり起きたりの繰り返しで……ロクに身体を動かしたりもできなかった」

「そう、だったの……？」

「……うん。吹けば倒れるみたいな感じだったかなぁ」

　こくりとうなずく。

　それは……今の元気で快活な名古屋城の様子からは想像がつかないというか……

　名古屋城は続ける。

「清洲城とはその頃からの付き合いなの。同じ尾お張わりの国くにの出身で共に織お田だ家に関係する城姫だったから、よくいっしょに遊んだり城姫としての修行とかをしたりしてた。もっともうちがすぐに体調を崩くずしたりしてたから、清洲城は大変だったかもしれないけど……」

「……」

「うちはそんな風に病弱だったけど、だけど外で元気に遊ぶのとかに憧あこがれてた。普通の子供みたいにそこら中を走り回りたかった。だからある日……お付きの巫み女こに黙って雪の日に外に遊びに行ったの。清きよ洲す城はやめた方がいいって言ったんだけど、どうしても行きたかった。でも案あんの定じよう冷たい空気に長く触れたせいで……それが原因で、肺炎になっちゃったんよ」

「肺炎……」

「うん、普通だったらそれでも大だい事じにはならないはずだったんだけど、うちは元々体力がなかったから、このままじゃ危ないだろうって言われた。だけどそれもしょうがないって思った。雪の日にちょっと出かけたくらいでどうにもならなくなるような身体からだなら、この先とても生きていけないって。これがうちの運命なんだって。でもその時に……清洲城が助けてくれたんだよ」

　遠くを見るようにしてそう口にする。

　そしてゆっくりと視線をこっちに戻すと。




「清洲城はね……昔はもう少し大きかったんだよ」




「え？」

　何かを吐と露ろするかのようにそう口にした。

「本当は清洲城、うちよりも年上なんだよ。年上の、優しいお姉さんだった……。だけどその時にうちを助けるために使った奇跡の力……『清洲越し』の影響で、今の姿になっちゃったんだ」

「……」

「自分の、存在としての根源の力を分け与えることで対象のあらゆる不完全さを補うことができるっていう奇跡中の奇跡……使いようによっては死者すらも生き返らせることができるっていう秘法……それのおかげでうちは助かることができた。それ以来その影響で身体も強くなった。だけど清洲城はずっとこの姿のままで……」

「……」

「だけど目を覚ましたうちに、清洲城はにっこり笑ってこう言ったんだ。『よ、よかったよ～……名な古ご屋やちゃんが無事で』って。小さくなった、その姿で。自分のことなんて二の次でただうちのことをぎゅっと抱きしめて……」

　ぎゅっと自らの両手を強く握にぎりしめる。

「あの時から、うちは清洲城のために生きようって決めたんだ。強くなったこの身体で、清洲城を守ろうって決めた。それなのに……」

　そうか……この二人の間には他の人には知り得ないほどの強い絆きずながあるんだな。

　文字通り命を分け合ったと言っても過言ではない深い繫つながり。

　だけどその絆きずなが強いがゆえにこうして悩むこともあって……

　だから。

「──そんなこと、ないよ」

　だから、僕はこう口にした。

「え……？」

「名な古ご屋や城は立派に清きよ洲す城を守ってると思う。助けられてばっかりなんて、そんなことない」

「で、でも……」

「守るってことは、何も身体からだを守るってことだけじゃないと思う。それはもちろんそれも含まれるだろうけど……だけどその心を、信頼を、安心を保持することだって守るってことだと思う。それからすると名古屋城はちゃんと清洲城のことを守ってるよ。だって普段の生活の時だって、泳ぎの特訓をしてる時だって、清洲城はいつだって名古屋城のことを頼ってた。名古屋城のことを信じてた。清洲城は名古屋城のことを本当に信頼してるんだってことが、傍はたで見ていても伝わってきた」

「そ、それは……」

「だから……そんな風にして自分を責めるのはよくないと思う。二人とも、相手のことが大好きなんだから……」

「秋宗、くん……」

「ね……？」

「……っ……」

　名古屋城が声を詰まらせる。

　清洲城もさっき同じようなこと言ってたけれど、きっとこの二人はお互いがお互いを強く想おもいすぎて、少しばかり色々なことが見えなくなっていたんだろう。もうちょっと肩の力を抜いて軽い気持ちになれば、よく見えるだろうに。といっても、そういう不器用なところがこの二人らしいところなのかもしれないけれど……

　そんな二人だけの特別な関係を微笑ほほえましく思っていて。

　その時だった。

　ドスン……！

「……！」

　鈍く低い音がして。

　洞どう窟くつの中が大きく揺れた。

「い、今のって……？」

　見てみると、洞窟の入り口のところにあのタコの姿が見えた。

　身体が大きすぎるため入っては来られないようだけど、入り口を壊して、無理やり侵入すべくその太い脚を岩肌に叩たたき付けている。

「ど、どうしたの、これ……？」

　轟ごう音おんで目を覚ましたのか、清きよ洲す城も身体からだを起こして不安げな顔を向けてきた。

「清洲城、大丈夫なの……？」

「うん、秋あき宗むねちゃんが毒を吸い出してくれたおかげでさっきよりもだいぶ楽だよ。それよりこれは……」

「た、たぶん、さっきの黒くろ城しろ姫ひめだと思う。強引に入ってこようとしているみたいで……」

　まさかこんな力ちから業わざに出てくるとは思わなかった。

　このままじゃすぐに入り口を壊して入ってきてしまうだろう。どんづまりなこの洞どう窟くつの奥じゃあ逃げようもない。

　騒さわぎを聞きつけて銀杏いちようたちが来てくれるかもしれないけど、たぶんそれじゃあ間に合わなくて……

「……ど、どうすれば……」

　打開策が見付からない。

　追い詰められてどうしていいか分からなくなっていると。

「……開城、しようよ」

「え……？」

　清洲城が何かを決意したかのようにそう言った。

「……私たちが開城して、秋宗ちゃんの力を発現できるようになれば、あの黒城姫も倒すことができると思う。あの黒城姫も手て強ごわいかもしれないけど、名な古ご屋やちゃんと私の力があればできないことなんてない」

「それは……」

　確かにそうかもしれないけど……

　でも開城って、そんなしようと思ってできるものなの……？　清洲城と名古屋城との付き合いはそれなりに長いけれど今までそんな兆候はなかったし、自分たちの意思でどうにかなるものじゃないんじゃ……

「……私たちはね、ちょっと特別なの」

「……？」

「名古屋ちゃんと私……私たちは、二人いっしょにじゃなきゃ開城できない。二人にとって〝城じよう主しゆ〟として相応ふさわしい相手でなければ、開城できないはずなの。それは昔に私が使った奇跡が影響してるんだけど……」

　それってさっき名古屋城が言っていた『清洲越ごし』のこと……？

　清洲城が自分の存在としての力を分け与えて名古屋城を助けたっていう……

「私たちは……秋宗ちゃんのことを認めてる」

　と、清きよ洲す城がそう力強く口にした。

「とっても優しくてとっても真しん摯しで、どんな時でも私たちみんなのことを気き遣づかってくれて……大好きな相手だと思ってる。そうだよね、名な古ご屋やちゃん？」

「──うん、そだね。秋あき宗むねくんはいい男だよ。うちは秋宗くんこそうちらの〝城じよう主しゆ〟として相応ふさわしいと思ってるよぉ」

　二人口を揃そろえてそう言ってきてくれる。

「だから……私たちに開城できないはずがないよ。うん、間違いない」

「そうだねぇ。絶対にできるはずだよ……！」

「清洲城、名古屋城……」

　満面に笑みを浮かべて二人でぎゅっと僕の手を握にぎってくる。

　二人分の温かな感触。

　その温度が僕の身体からだにも伝わってきて……




　パアッ……




　僕の目の前に白く温かい光が飛び込んできた。

　心の奥底まで染しみ入ってきそうな柔らかな光。

〝契ちぎりの開城〟の……光だった。

「ほらね……できないはずがなかった！」

「清洲城とうちと秋宗くん……三人揃そろえば無敵だよぉ！」

　三人でうなずき合う。

　そして──

「それじゃあ、まずは目の前のこれを何とかしないとね。──行くよ、名古屋ちゃん！」

「うん、さくっとやっちゃおう、清洲城！」

　二人の声が重なる。

　その全身が太陽のような真っ白な光に包まれて。




『二つの存在が合わさる時全すべてを切り裂く刃やいばとなる……〝名古屋城御お深ふ井け丸まる西せい北ほく隅すみ櫓やぐら・清洲櫓〟！』

　白い光の糸で結ばれた清洲城と名古屋城とが刀を一いつ閃せんして。

　迫り来る黒くろ城しろ姫ひめとタコの周りを覆おおっていた黒いもやが消し飛んでいったのだった。
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「ご、ごめんなさい、ボクたち、操られていたんですね……」

　小さくなったタコを傍かたわらに従えて。

　さっきまで黒いもやに包まれていた女の子がそうがばっと頭を下げた。

「〝黒き力〟に囚とらわれてこの子と共にあなたたちを襲おそってしまうなんて……ほ、本当にご迷惑をおかけしてしまって……」

「あ、いや……」

　何と答えていいか分からずに言葉に詰まってしまう。

　いつものことながら黒くろ城しろ姫ひめが元に戻った時に謝られるのには慣れないというか……

　襲おそってきた城姫は三み崎さき城という名前らしかった。

　何でも戦国時代にこの辺りを守っていた海うみ城じろで、眷けん属ぞくである海かい魔まを使し役えきしつつ水軍を率いていたとか。だけど小お田だ原わら戦せん役えきの時に廃城になってしまい、失意に沈んでいたところを〝黒き力〟に囚われてしまったらしい。

「……ボクには新あら井い城という仲の良かった城姫がいたんです。まるで姉妹のようにいっしょに育った唯ゆい一いつ無む二にの友達……。でもそれぞれお互いの城しろ姫ひめとしての役割の違いから別の地で役目を果たすことになって……。結局それから再会することなく滅ぼされてしまって……だから、仲の良いお二人を目にして嫉しつ妬としてしまったんだと思います。だからといって、襲おそおうとするなんてとても許されることではないですが……」
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　うなだれながらそう口にする。

　それを見た清きよ洲す城と名な古ご屋や城は顔を見合わせて。

「う～ん、そっか……そういうことなら、仕方ないかも」

「そだね。うちたちの仲の良さを羨うらやましく思ったって言うんじゃ、怒れないよぉ」

　そう笑いかける。

「で、ですが……」

「いいよいいよ～。結果的にみんな無事だったんだし、なかったことにしよ？」

「うん、気にしない方がいいっていうかぁ」

「あ、ありがとうございます……！　そう言ってもらえると……」

　平身低頭する三み崎さき城。

　今度はこっちに向かって再度頭を下げると。

「あなたも……すみませんでした……！　とんだご迷惑をおかけしてしまって……！」

「あ、え……」

「見たところ〝城じよう主しゆ〟なのですよね？　このように素晴らしい城しろ姫ひめ方がたたちの〝城主〟であるということは、きっとあなたもさぞかしご立派な〝城主〟様で……」

「え？　や、僕はそんなんじゃないって……」

　そう言おうとして。

「そうだよ～。秋あき宗むねちゃんは最高だよ。最高で天下一の城主さまなんだから」

「うちたちにとっては何にも代えられない宝物みたいな城主さまっていうかぁ」

「え、え？」

　それはさすがに言い過ぎというか……

　と、その時だった。




　パアッ……




「これは……」

　目の前の三崎城の身体からだから立ち上った白い光。

　それはもはや言うまでもなく〝契ちぎりの開城〟の光であって……

「このボクに……一度は黒城姫に墜おちてしまったボクに、このように素晴らしい〝城主〟さまの城姫としてやり直す機会をいただけるというのですか……？」




　三み崎さき城は感動したようにキラキラと目を潤うるませると。




「ボクの名前は三崎城。歴史の影に埋もれてしまった小こ城じろではありますが、海についての知識と経験を有する数少ない城しろ姫ひめです。海についてはお任せください」




　そう高らかに口にしたのだった。







　こうして。

　海水浴一日目は思わぬところでの新たな城姫との出会いとともに、終わったのだった。
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　海水浴二日目は、前日に決めた通り素す潜もぐり大会から始められた。

　読んで字のごとく、簡素な装備で海の中へと潜るレクリエーション。

　砂浜から少し離れた磯いそ場ばで、シュノーケルを装着してみんなで海中を散策する。

「おお、こんな浅あさ場ばでもたくさん魚がいるものなのだな……！」

「わー、壮観ですねー！　バナナボートでお魚さんといっしょに海を駆け抜ける蒼あおい弾丸になりたいですー！」

「……あ、わ、私もいっしょに弾丸になりたいです……」

「このわたくしを信しん奉ぽうしていた里さと見み水すい軍ぐんが統治していた海ですもの。壮そう麗れいに保たれていて当然ですわ」

　思い思いにエンジョイする銀杏いちようたち。

　また清きよ洲す城も昨日の特訓のおかげでだいぶ泳げるようになったこともあり、みんなといっしょに素潜りを楽しんでいた。

「うふふ、みんなといっしょに泳ぐのって楽しいんだね。知らなかったよ」

「うん、そうだね」

「本当に、すっごく楽しい。これも秋あき宗むねちゃんが昨日、愛を込めた密着指導してくれたおかげかな」

「え？」

「優しく口づけされた太ふと股ももがまだ少しだけ火ほ照てってる、かも……♪　ね、名な古ご屋やちゃん♪」

「そ、それは……」

　ま、またそういう思わせぶりなことを……

　ヒョウモンダコに嚙かまれた傷跡がまだ少しだけ残る白い太股をさすりながらいたずらっぽく笑いかけてくる清洲城に。

「ど、どういうことなのだ秋宗？　ふ、太股に、く、くくく、口づけとは……」

「……そういえば、昨晩は何やら副城たちがこそこそと隠かくれて何かをしていましたわね。わたくしのあずかり知らぬところでそのような不ふ埒らちなことをやっていたと……？」

「あらあら、これはまた新しい火種が増えてしまったということなのですかね♪」

　銀杏たちが身を乗り出して突っ込んでくる。

「そ、そういうことじゃなくて……」

　客観的事実だけを取り上げればその通りなんだけど、物は言いい様よう過ぎるというか……。当の清洲城と名古屋城は楽しそうに笑っているだけだし……

「あ、秋あき宗むね、きちんと説明してくれ……！　そ、その、詮せん索さくするわけではないのだが……こ、こう胸の奥がざわざわするというか……き、気になるのだ……！」

「……秋宗様、ご説明を。事と次第によってはわたくしは色々と覚悟を決めなければならないかもしれませんので」

「うふふ、楽しそう♪」

　さらに詰め寄ってくる銀杏いちようたち。

　う、ううん、ここはどう切り抜けたらいいものだろう……と立ち泳ぎをしながら思案していて。

　と、その時だった。

「秋宗さま秋宗さま、た、大変ですー！」

「……た、たいへんたいへんたいへんたいなんです……！」

「……？」

　少し離れた場所でバナナボートで遊んでいた松まつ前まえ城と久く留る里り城が血けつ相そうを変えた顔をしてこっちへと泳ぎ寄ってきた。

「？　どうしたの、そんなに慌あわてて……」

　またバナナボートが転てん覆ぷくでもしたのかなーと思って訊きいてみると。

「あ、あのあの、松前たちは向こうでバナナボートに乗って遊んでいたんです。そうしたらお魚さんと正面衝突してしまって、見たら怪け我がをしていて……」

「魚……？」

「……は、はい。とっても大きなお魚で……」

　わたわたと慌てた様子でそう話してくる。

　うーん、よく分からないけど、バナナボート中に波なみ間まを漂ただよう魚とぶつかったってことなのかな……？

　ともあれ見てみなければ始まらない。

　松前城たちの案内で事故現場（？）へと向かう。まあ大きいといってもせいぜいスズキとかボラとかの両手で抱えるくらいのものだろうと思いきや。

　そこにいたのは。

「これって……」

　鈍い黒色に輝くツルツルとした表皮。五メートルはあるかという巨大な魚ぎよ身しん。水みず際ぎわから覗のぞく三角形の背びれ。

「こ、この子なんですー！」

「……だ、大丈夫でしょうか……？」

「……」

　そこにいたのは──電池が切れたかのように海に浮く、ぐったりとしたイルカだった。
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「……この子は、この辺りの海の子ではないと思います。見覚えがない子なので……」

　磯いそ場ばに浮かぶイルカを見て。

　三み崎さき城がそう口にした。

「おそらく黒くろ潮しおなどに流されて漂着したんじゃないかと思います。時々そういう子たちがいるのですが……」

「そ、それで具合はどうなんですかー？　全然動かなくて……」

「ええと……見たところ大きな怪け我がはしていないようですし、生命に別状はないと思います。松まつ前まえ城さんたちとぶつかったのが原因じゃなくて、たぶん漂流の疲れで衰すい弱じやくしているだけじゃないかと……」

「そ、そうですかー……」

　その言葉に松前城がほっと胸を撫なで下ろす。

　バナナボート衝突事故は、どうやら未み遂すいで済んだようだった。

「……だけどこのまま放っておけば衰弱死してしまうかもしれません。元いた場所に戻る体力もないようですし、自力でエサを獲とる力も残っていないようですし……」

「え、そ、それじゃあだめだめじゃないですかー！」

　イルカに目を戻し松前城が悲鳴を上げる。

　確かにそれはちょっと……というかかなりかわいそうだった。

「……そうかもしれません。だけどそれも自然の摂せつ理りかもしれないとボクは思うんです。城しろ姫ひめとしてはそういったものに手を出していいのか判断がつかなくて……」

「で、ですがー……」

　かけられた言葉に松前城は困惑していた。

　何かを考え込むような戸と惑まどいの表情。

　だけどやがて力なく浮かぶイルカにがばっと抱きついたかと思うと。

「あ、秋あき宗むねさま、お願いがありますー！」

「え？」

「この子を……」

　真まっ直すぐにこっちの目を見ると。




「あの……この子が快復するまで、松前に面倒をみさせてもらえませんか……！」




　ぎゅっと両手を握にぎりしめて、そう言った。

「え、それって……」

「み、三み崎さき城さんの言うことも分かります。自然の摂せつ理りに奇跡を司つかさどる城しろ姫ひめが介入するのはもしかしたらよくないことなのかもしれません。でもこの子が怪け我がをしたのが自然の摂理だとしたら、城姫である松まつ前まえがこの子のことを見付けたのもまた何かの縁だと思うんです。だ、だから……」

　必死な声こわ音ねでそう訴えかけてくる。

　その目は真まっ直すぐで、真剣そのもので……

「松前城はこのイルカを助けたい、んだよね？」

「は、はいー！」

「本気、なんだよね？」

「は、はいです！」

「……そっか。それなら僕もそれを応援しようと思う。三崎城もそれでいいかな？」

「……え？　あ、は、はい。ボクだって、助けたくないわけじゃないですから……」

　三崎城がそう答えたのを確認して。

「えっと、事後確認になっちゃうんだけど……みんなもそれでいい？」

「無論だ。秋あき宗むねの決めたことならば私は何にでも従う。私は……秋宗の城姫だからな」

「いちいち確認を取らなくても、秋宗様が一言命じてくださればわたくしはこの日ひの本もとを秋宗様に捧ささげる覚悟さえあるといいますのに」

「もちろん私は賛成だよ～」

「うちもイルカをほっとくのはかわいそうだと思うし、いいと思うよ」

「宿の延泊手続きをしないといけませんね」

　銀杏いちようたちもそう快くうなずいてくれて。

　そういうわけで。

　イルカが快復するまでの間、もうしばらく『みさきガーデン』に滞在することとなった。







　快復するまでの間面倒を見るといっても、やることはそれほど多くはなかった。

　定期的にイルカのもとを訪れて怪我や健康状態が悪化していないか確認したり、皮膚が乾燥しないように定期的に海水をかけたり、エサとなる魚を獲って食べさせたり、外敵が近づいてこないか確認したり。

　それ自体はシンプルな作業。

　とはいってもイルカも最初から大人しく世話をさせてくれたわけではなかった。

　野生動物で弱っていたということもあり、警戒心が強く、初めのうちは近づこうとすると逃げ出そうとしたり尾びれを振り回して威い嚇かくしてきたりもした。

　そんなイルカに対して松まつ前まえ城が。




「だいじょうぶです。松前たちは怖くないですから」

「……」

「ほら、怖がらないでこっちに来てくださいです」

「…………」

　バシャン……！

「きゃああっ……」

「松前城……！」

　尾びれの動きを間近で受けてよろめいた松前城に慌あわてて駆け寄る。

「だ、だいじょうぶです、ちょっとかすっただけですから……」

「で、でも……」

「ほ、本当にだいじょうぶです。イルカさんからすれば、松前たちは怖い敵に見えているのかもしれません……」

「……」

「ほ、ほーら、松前たちは危なくないです。あなたの味方ですよー」

　何度威嚇を受けても諦あきらめずに歩み寄っていこうとする松前城。

　その姿に感じるものがあったのか、やがて。

「キュウウウウウ……」

「よしよし、いい子です。怖くないですから」

「キュウ……」

　イルカは大人しく松前城に身を寄せてきた。ううん、相手が動物であっても──いや動物であるからこそ本能的に、心って通じるものなんだな……




　そんな松前城のがんばりがあって、ようやくお世話が始まったのだった。

　イルカの世話は基本的にはみんなで分担してやっていたけれど、中でも松前城は一ひと際きわ張り切って世話を買って出ていた。

「それでは松前はお世話に行ってきますねー！」

「うん、気を付けて」

「だいじょうぶです。松まつ前まえ昆こん布ぶはとってもお行ぎよう儀ぎがいいですから」

「松前昆布……？」

「あ、はい。あの子に名前を付けたんです。肌の黒い光こう沢たくが松前の故郷で採れる昆布みたいなので。いつまでもイルカさんだと呼びにくいですし、その方が親しみやすいと思いまして」

「そっか。じゃあこれからは松まつ前まえ昆こん布ぶって呼ばなきゃね」

「はいです！」

　またイルカ──松前昆布の方も、よくしてくれているのが分かるのか松前城には特に心を開いているようだった。

「さあ、ご飯の時間ですよー！」

「キュウ」

「今日は松前昆布の好きな鰯いわしと鰺あじですからねー。よく味わって食べるんですよー」

「キュウキュウ」

「あ、こら、慌あわてたらだめですよ。松前昆布は歯が鋭いんですから、痛いです。松前の手まで食べちゃわないでくださいー！」

「キュウ……」

　そんな風にじゃれ合っていたり。

「今日はいっしょに鬼ごっこをしましょう！　怪け我がをしている身体からだにも適度な運動は必要だって言ってました！」

「キュウ」

「じゃあまずは松前が鬼をやります。松前昆布は全力で逃げてください」

「キュウッ！」

「ふっふっふ、こう見えても松前は鬼ごっこが得意なんですよー。あっという間に捕まえてみせますから」

「キュキュ」

「お、なかなかやりますねー。しかしまだまだ動きに無む駄だが多いです。この〝鬼ごっこの鬼〟と呼ばれた松前の敵では……」

「キュキュウ」

「……敵では……」

「キュキュキュウ♪」

「……て、敵では…………あ、あれ、おかしいですね。ど、どうして追いつけないんでしょうか……あ、そ、そっか、ここは水の中だから陸の上のように自由に動けなくて……」

「……」

「……は、はあはあ……ご、ごめんなさい、松前昆布……も、もうちょっと、手加減をしてください……かんべんです……」

「キュウウ……（かわいそうなものを見る視線）」

　鬼ごっこをしようとして自滅していたり。

「さ、松前昆布、今日は昆布が寝るまで松前がいっしょにいてあげますよー」

「なあ、松前城。たまには就寝時のお世話は私がやろうか？　毎日松前城が付きっきりなのは大変だと思うのだが……」

「全然だいじょうぶですよー。熊くま本もと城さんの気持ちは嬉うれしいですけど、松まつ前まえ昆こん布ぶのお世話はとっても楽しいですから。それに松前昆布は松前の子守歌がないと眠れないんです」

「そ、そうなのか……」

「はいです。──ほーら、松前昆布、今から子守歌を歌ってあげますからねー」

「キュウキュウ」

「これは松前の故郷に伝わる子守歌なんです。これを聞けば狂ったように泣き叫ぶ赤あか子ごも即座に眠ってしまうという代しろ物もので……」

「キュキュ……」

「……どうですかー……眠たくなってきたんじゃないですかー……ふわぁ……」

「キュ……」

「……すーすー……」

「キュウン……」

　松前昆布を寝かしつけようとして自分が先に寝てしまい危うく溺おぼれかけたりと。

　色々とドタバタながらも微笑ほほえましいやり取り。

　もちろん僕たちが世話をしている時も大人しくしてはくれるんだけれど、やっぱり松前城と接している時が一番心を開いているような気がした。何ていうか、はしゃいでいる感じというか。や、イルカの感情の機き微びが分かるわけじゃないんだけど……

　ともあれそんな具合に、松前城メインでお世話は進められていったのだった。
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　イルカ──松前昆布の世話をするようになってから、一週間が経たった。

　最初のうちはもらったエサを食べるのがやっとという状態だった松前昆布もだいぶ元気になってきたようで、今では少しなら自分でエサを獲ることができるようにもなっていた。

　そんなある日。

「ねえねえ、秋あき宗むねさまー。今日は松前と、松前昆布といっしょに初はつ瀬せ島じまに行きませんかー？」

「初瀬島？」

「はいー。三み崎さき城さんから聞いたんですが、この近くにある無人島みたいなんです。松前昆布のリハビリも兼ねてバナナボートで行ってみようかと思ったんですが、それなら秋宗さまもいっしょにどうかなーって」

「無人島か……」

　そんなのがあったんだ。

　突然といえば突然の提案だけど……悪くないかもしれない。ほら、無人島って言われるといつの時代でも男の子はどうしても胸が躍おどってしまうものなんだよ。

「うん、分かった。いっしょに行こう」

「わー、やりましたです！　秋あき宗むねさまと松まつ前まえ昆こん布ぶといっしょに、お出かけですー！」

　ぴょんぴょんと飛び跳ねながら破は顔がんする。そこまで喜んでもらえると何だか少しだけ照れるというか何というか……

　そんなことを思いつつ、松前城といっしょに松前昆布のもとへと向かう。

　松前昆布はのんびりと磯いそ場ばの近くを泳いでいた。

　波間から特徴的な三角形の背びれがのぞいていて、遠目からでもそれが見える。

　松前城がやって来たのに気が付いたのか、松前昆布は水面を揺らしながらゆっくりと近づいてきた。

「いい子にしてましたかー、松前昆布」

「キュウ」

「今日も暑いですが元気にやっていますか？　……え、この辺りの磯場は直射日光が暑いので木こ陰かげがほしい？　分かりました。明日パラソルを持ってきます」

「キュウウ」

　まるで人間相手にそうするかのように松前昆布に話しかける松前城。

　というかほとんど会話ができているみたいだった。そういえばイルカはほ乳類の中でも賢くて人間の言葉を理解する個体もいるって話だし、この松前昆布もそういう賢いイルカなのかもしれないな。

「さ、それじゃあ行きましょうー！　ごーごー初はつ瀬せ島じまです」

「うん」

　松前城にうなずき返して。

　初瀬島へと向かい出発する。

　どうやら僕たちが乗ったバナナボートを松前昆布が引っ張ってくれるようだった。波を切りその上を滑すべるようにして、沖合にあるらしい無人島へと向かっていく。

「け、けっこうスピードが出るんだね……」

「これでもまだまだ抑えている方ですよ。松前昆布が本気になったらだれも追いつけないんですからー！」

「そ、そうなんだ」

「はいー！」

　松前城が自分のことのように嬉うれしそうにそう答える。

　本当に松前昆布のことが大好きなんだなー。

　バナナボートにしがみつきながらそんなことを何となく考えていると。

「え？　乗ってもいいのですか？」

「キュウッ」

　と、松まつ前まえ城が松まつ前まえ昆こん布ぶに向かってそう首をひねった。

「でもまだ松前昆布は身体からだが万ばん全ぜんじゃないのに……え、松前たち二人くらいなら何てことない？　むしろボートを引っ張ってる方が疲れる？　……うーん、そうですか。そういうことなら遠慮はいらないかもしれませんね……秋あき宗むねさまー、松前昆布が背中に乗ってくださいと言っています」

「え？」

「松前たちを背中に直接乗っけて島まで運んでくれるそうですー」

「……」

　……え、今そんなことをやり取りしてたの？　というかもう完全に会話してない……？

　その辺りについて突っ込むべきか迷いつつも、促されるままに松前昆布の背中に乗る。

　松前昆布の背中はゴムのようなツルツルとした肌触りをしていて、なかなかに乗り心地がよかった。

「よーし、おっけーです！　松前昆布、行ってくださいー！」

「キュウウウッ！」

「お、おわっ……！」

　前に乗った松前城を僕が腕の中で抱きかかえたカタチのまま、松前昆布は勢いよく尾びれを動かして走り出す。

　バナナボートに乗っていた時よりも数倍強烈な風圧。

　勢いで後ろに転げ落ちてしまいそうになるのを必死でこらえる。

「ま、松前城、も、もう少しスピードを落とすように松前昆布に言って……」

「えー？　何ですか、聞こえませんですー」

「だ、だからもうちょっと安全運転で……」

「え？　あ、もしかしてまだ速度が足りませんかー？　分かりました、松前昆布、もっと速く泳ぐです。水中を貫通する蒼あおい弾丸のごとく突き進むですー！」

「ち、ちが……」

「キュウッ！」

　そんなイルカに乗った少年ならぬイルカに乗った城しろ姫ひめと高校生状態で。

　初はつ瀬せ島じまへと辿たどり着いたのだった。







　初瀬島は、外周およそ三キロほどの広さだった。

　島の南側に砂浜とちょっとした入り江がある以外は、岸壁に囲まれたハードな地形。

　遠とお浅あさの海であることから船も係けい留りゆうしにくいため、三み崎さき城が言うには訪れる者たちもほとんどいないという。

「はー、やって来ましたね、初はつ瀬せ島じま」

「……う、うん、そうだね」

「キュウ」

　足跡のないまっさらな砂浜を踏みしめながら辺りを見回す。

　島の中は中心部が森となっていて、それらを囲うようにして真っ白な砂浜が広がっていた。

「──さて、それで何しようか？　何かやりたいこととかある？」

「あ、それなら松まつ前まえはちょっと調べてきました。無人島でやることといったら、一つしかないですよね？」

「え？」

「無人島でやること。それは……」

　そこで松前城は少し言葉をためると。




「無人島でやること……それはサバイバル生活なのです！」




　ドン！　と効果音が聞こえてきそうなほど胸（ちんまい）を後ろに反そらして、自信満々にそう言った。

「島に隠かくされた伝説を解き明かしたり、海で魚を捕って叫んだり、墜おちている木材や石で家を作ったり、一晩中寝ないで料理をしたりと、めくるめくるパラダイスロストな日々……。とっても楽しそうです！」

「……」

　それは明らかに何かのテレビ番組の見過ぎなんじゃないかなー。

　そうは思いつつも、でも考えてみれば無人島ですることとして、そのラインナップは大きく外れてはいないような気がする。ここまで来てスマホゲームとかをしてもしょうがないし。

　なので。

「よし分かった。サバイバル生活をしよう！」

「はいー！」

　ここはひとまず松前城の提案にのってみることにした。

　夏の陽気がそうさせたのか松前城の無む邪じや気きな笑顔に惹ひき付けられたのか。それに実のところサバイバル生活自体にも、少なからず興味はあったりもする。

　まずやってみたのは素す潜もぐりからの魚さかな獲とりだった。

　先日の素潜り大会で使ったシュノーケルを装着して海へと入る。銛もりは松前城が城しろ姫ひめの奇跡を使って砂浜に落ちていた廃材から作り出したものを使うことにした。

「どれどれ魚は……お、たくさんいる」

「松まつ前まえ昆こん布ぶを見付けた磯いそ場ばもそうでしたが、この辺りはお魚がたくさんいますねー。南の海はやっぱり違います」

「キュウ」

「あ、ほら秋あき宗むねさまー、そっち行きましたよー！」

「あ、うん」

「大きいです！　大物です！　松前昆布も追い込んでくださいー！」

「キュウキュウ！」

　二人と一匹で協力して魚を追い込んでいく。

　そして岩場の陰まで追いかけたところで。

「──えいっ！」

「お……」

　松前城が銛もりを勢いよく振るって。

　次の瞬しゆん間かん、魚はビチビチと身体からだを震ふるわせて銛の先に収まっていた。

「よーし、獲とったどー！」

　獲った魚を手に海上に上がってきて、松前城が楽しそうに声を上げる。

　五十センチほどの、見事な黒くろ鯛だいだった。

「すごい、松前城！」

「キュウキュウ♪」

「えへへ、ありがとうございます。これも秋宗さまと松前昆布が助けてくれたからですよー」

　そう言いつつも松前城は少しだけ得意げだった。

　獲った黒鯛を松前昆布の背びれにかけられていた網あみに入れるとぐっと両手を握にぎりしめて、「それじゃあ次行きましょう、次。じゃんじゃんゲットしますですよー！」と言って、再び海の中へと潜っていく。本当に嬉うれしかったんだろうなー。

　そんな松前城の姿を微笑ほほえましく見つめていて。

　と、その時だった。

「あ──きゃ、きゃああっ……！」

「！」

　松前城がふいに悲鳴を上げながら浮上してきた。

　何やら顔を真っ赤にしながら胸元を両手で覆おおってもじもじとしている。？　どうしたんだろう。また何かの拍子に水着が流された……とかではなさそうだし、まさかとは思うけどサメでも出たとか……？　急いで松前城に確認しようとして。

「あ、穴あな子ごが……」

「え？」

　そんな声が返ってきた。

「い、岩場でお魚を探していたら穴あな子ごを見付けたんです。黒くて太い立派な真ま穴あな子ごで、それで捕ほ獲かくしようとしたら水着の中に入ってきてしまって……あ、にゅ、にゅるにゅるして気持ち悪いですー……！　た、助けてくださいー……！」
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「た、助けてって言われても……」

　ど、どうしたらいいのか。

　確かに水着の中で細長い何かが動いているののが見えるけれど、これをどうにかしろと言われても……

「お、お願いします。と、取ってくださいー！」

「と、取る？」

「は、はい。手づかみで、こうぐわっと……！」

「……」

　……いや、それって水着の中に手を突っ込めってことだよね？

　それは色々まずいというか何というか、傍はたから見たら完全に犯罪者でアウトというか……や、この場には松まつ前まえ城と松まつ前まえ昆こん布ぶと僕しかいないから実際に逮たい捕ほされることはないんだけど……

「う、ううう……も、もう限界ですー……」

「…………」

　とはいえ目にうっすらと涙を浮かべながら身もだえする松まつ前まえ城をこのままにしておくわけにもいかない。心なしか松まつ前まえ昆こん布ぶも促すような目でこっちを見ているような気がする。しょ、しょうがないか……？

「じゃ、じゃあ行くよ、松前城……？」

「お、お願いしますー！」

「…………え、えいっ」

　ズボッ。

　思い切って水着の胸元から手を突っ込む。

　柔らかで温かい感触。続いて何ともいえない水を弾はじくような滑なめらかさが手に伝わってくる。

「…………」

「あ、秋あき宗むねさま……そ、そこじゃないです……」

「……！　え、あ、ご、ごめん！」

「も、もうちょっと上で……あっ……」

「……」

　も、もうどうすればいいのかさっぱり分からない。

　手先から伝わってくるのは松前城のすべすべとした肌の感触と、穴あな子ごが動きまくるぬるぬるとした感触ばかりで……

「そ、それも違います……それは穴子じゃないです、秋宗さま……はあっ……あっ……」

「え、ええと、ええと……」

「……や……あっ……」

　そんなこんなで。

　結局それから十五分ほどかかって、何とか穴子を摘てき出しゆつ（？）することができたのだった。







　そんなアクシデントもありつつ魚さかな獲とりを終えて。

　次は獲った魚を調理することにした。

「ええと、まず黒くろ鯛だいは刺身にしましょう。活いけ締じめにした後に三枚下おろしにして。カワハギとカサゴは煮付けにして、メジナはあっさりと塩焼きがいいですね。それでだいじょうぶですかー？」

「え？　あ、うん」

「キュウッ」

「それじゃああとは松前に任せてください。ちゃちゃっとやっちゃいますのでー」

「お……」

　そう言って、包丁を持って松前城が手を動かしていく。

　意外なことに松まつ前まえ城は料理が上手だった。

『しろあと荘』ではいつも銀杏いちようがやってくれていたから気付かなかったけれど、慣れた手付きで手て際ぎわよく次々と魚をさばいていく。それは素人しろうと目めに見ても見事なもので……うーん、松前城は何となくそういう方面のことは不器用そうなイメージがあったんだけど……（失礼）

「城しろ姫ひめはこういった生活のための技能を一通りのことは学んでいるのですよー」

　と、僕の視線に気付いたのか松前城が苦笑ぎみにそう言った。

「炊すい事じ、洗せん濯たく、掃そう除じなどなど……もちろん小お田だ原わら城さんや名な古ご屋や城さんのように、戦国の真まっ直ただ中なかに生きていたバリバリの武ぶ闘とう派は城姫さんたちはそうではないのかもしれせんが、松前たちの世代ではこれらの腕は城姫としての必ひつ須す事項だったんです」

「そうなんだ……」

「はいー。だから松前はいつでも秋あき宗むねさまの身の回りのお世話を全すべて行える主しゆ城じようになれますよー♪」

　満面の笑みでそう言ってくる。

　主城うんぬんはともかくとしても……そんな特技を持ってたんだ。ううん、松前城の新たな一面を見られたかもしれない。

　で、作られた料理は全部見事なものだった。

　見た目が美お味いしそうなことはもちろんのこと、味もバツグンで……

「うん、美味しい……！」

「キュウウウッ♪」

「えへへ、ありがとうございます。そう言っていただけると嬉うれしいですよー」

　晴れやかに笑う松前城。

　予想外に見事な料理の腕前を見た後だからか、その笑顔も少しばかり普段よりも大人びたもののように見えて……

「……」

　何だか今回は、松前城の色々な知らなかった面を見ることができたような気がするなー。

　松まつ前まえ昆こん布ぶを献けん身しん的てきに世話をしていることなんてのもそうだし、意外とアクティブにサバイバル生活を楽しんでいることもそう、今回の料理の腕もそうだ。

　松前城がこんなに母性的（？）で、家庭的なことに僕は全然気付いていなかった。うーん、三ヶ月以上いっしょに暮らしてきてだいぶみんなのことを分かったつもりでいたけれど、まだまだお互いに分かっていないことはたくさんあるってことなのかもしれないな……

　そんなことを考えながら焼き魚を口に運んでいると。

「ねえねえ秋宗さまー。ご飯を食べ終わったら何かやりたいことってありますか？」

「？　うーん、特にはないかも……」

　料理をする際に調理場（？）となる場所を作ったり、食べられそうな野生の果物を探したり、島の中を探検したりもしたため、無人島でやってみたいことはだいたいやり尽くしたような気もする。

　すると松まつ前まえ城はにっこりと笑って。

「だったら松前、最後に一つやってみたいことがあるんです。いいですか？」

「やってみたいこと？」

「はいです。あれ、やってみませんかー？」

「……？」

　松前城が指さした先。

　そこには、浜辺に打ち捨てられた大きなドラム缶があった。







「ふう、気持ちいいです……」

　大きく息を吐いて。

　松前城がリラックスした声でそう口にした。

「ふふふ、テレビで見て以来、ドラム缶でわかしたお風ふ呂ろにずっと入ってみたかったんです。夢が叶かないました……」

「確かにこれは気持ちいいかも……」

　僕たちが入っているのは……ドラム缶で作ったドラム缶風呂だった。

　海に臨のぞむようにして並べられた二つのドラム缶。砂浜に落ちていたこれらを城しろ姫ひめの力を使って細工をして、風呂として使えるようにしたのだ。……もちろん、お互いの裸は見えないように間には布で作った簡易の仕切りを作ってあるよ？

「まるで時間が止まったみたいだ……」

「ですねー。のんびりです……」

「うん……」

　この上なくリラックスしたムード。

　少し離れた海では松まつ前まえ昆こん布ぶも気持ちよさそうに声を上げている。

「……」

「……」

「キュウキュウ」

　静かだった。

　聞こえてくるのは打ち寄せる波の音と、時折吹く風が揺らす葉は擦ずれの音、松前昆布の気持ちのよさそうな鳴き声だけ。

　都心から二時間と離れていない場所なのに、まるでここだけ時間が切り取られた別の世界のように感じられた。

「……何だか、夢みたいです」

「え？」

「こうしてお昼から無人島にやって来て秋あき宗むねさまと松まつ前まえ昆こん布ぶといっしょにお風ふ呂ろに入っているなんて……こちらの世界にやって来たばかりの頃ころには、まさかこんなにのんびりとした時間を過ごせるだなんて思いもしませんでした」

「そうだね……」

　それはその通りかもしれない。

　初めて出会った時なんて、松前城はヨネさんの家の家庭菜園で盗み食いをしていたわけだし。

「も、もう、それはいいっこなしですよー！　あの時はしょうがなかったんですからー！」

「はは、ゴメンゴメン」

「もう、秋宗さまったら……」

　しばらくの間、松前城は小さく頰ほおを膨ふくらませていたけれど、やがてふっと表情を緩ゆるめて。

「……でも、本当に嬉うれしいんです。賑にぎやかで、寂しくなることがなくて……」

「松前城……？」

「……松前は、ずっと一人だったんです」

「え？」

　と、遠くを見るように視線を送りながら松前城がぽつりとそうつぶやいた。

「……松前がいた蝦え夷ぞの地は、城しろ姫ひめが守しゆ護ごをする中でも最北の場所でした。他には城姫はおらず、お付きの巫み女こ兼乳う母ばが一人いるだけだったので……。本土とは海を隔へだてて離れていることから、あまり交流がありませんでした」

「……」

「蝦夷は最北の地だけあって、とても寒い地でした。それは物理的な意味でなのか、それとも精神的な意味からそう感じたのかは分かりません。おそらく両方だったんだと思います。毎日、心を動かすことなく淡々とその日その日を暮らしていくだけで、夏でさえこうやってみんなで海水浴に来るなんてことは、まったく考えられないことでした」

　何かを吐き出すようにそう言う。

　そういえば松前城はこういったいわゆる夏の海は初めてだと言っていた。

　北ほつ海かい道どうでもこの時期に海に泳ぎに行くことはあるけれど、雰ふん囲い気きが少し異なると。

「こんな風にして、松前昆布といっしょに過ごすなんていうことも、もちろん夢みたいなことでした。向こうでは心を通わすことができた相手といえばホッケやアワビ、サザエくらいで……」

「キュキュウ？」

　自分の名前が呼ばれたのが聞こえたのか、松前昆布が小さく返事をした。

　それに松前城は小さく笑顔を返して。

「だから松まつ前まえ……今がとっても楽しいんです。こうして松まつ前まえ昆こん布ぶと、秋あき宗むねさまとかけがえのない時間を過ごすことができるこの〝夏合宿〟が……。これも松前昆布のおかげですね。松前昆布と出会えたおかげで、楽しい時間が延長されてこんなに様々な経験をすることができました。……不思議です。松前昆布とはこの前会ったばかりなのに、ずっと昔からいっしょにいるみたいで……まるで弟か妹ができたみたいな、そんな感じなんです」

「松前城……」

　そうつぶやくその横顔は、寂しげだった。

　いつもの明るくて無む邪じや気きな松前城とは違う、翳かげりの落ちた顔。

　その普段は見せない表情に、何て言ったらいいのか分からない。

「……なーんて、急におかしなこといっちゃいましたね。ちょっと湿しめっぽくなっちゃいましたー。こんなの松前らしくないっていうのに……」

「……」

「ま、一人で孤独でしたけど、それでも松前は強く生きてきましたよー。一人は一人で夜よ更ふかししたりおやつを食べまくったり好きにやりたい放題にできましたし、それもそれで悪くなかったといいますかー。あははははー」

　無理をしたように明るい笑いを響かせる。

　そんな松前城に。

「……いいと思うよ」

「え……？」

　気付けば、そう口にしていた。

「……何ていうか、ガマンしなくてもいいと思う。寂しかったら、寂しかったって言っていいんだよ」

　どうして城しろ姫ひめたちはみんな自分の心を抑えこもうとするんだろう。奇跡を司つかさどる守り神のような存在ってことでそういう風に抑圧的な考えを教え込まれるのかもしれないけれど、それにしたってこんなまだ年とし端はもいかない女の子たちにこんな考えをさせるのはあんまりだ。世の中の秩序や民たみの平へい穏おんを守る高こう尚しような役割よりも何よりも、その本質はみんな年相応のただの女の子だってことを、この三ヶ月ほどの生活で僕はイヤってほど知っていたから。

「何ていうか、松前城の寂しさを僕は知らない。北の地での生活がどんなものだったのか、経験していない僕には分からない。だけど、その寂しさを心に押し込むことはないと思う。僕でよければいくらでも聞くから、一人で抱え込まないでその胸の内を話してほしいって思ってる。せっかく、縁があって城じよう主しゆと城姫っていう関係になれたんだから……」

「あ、秋宗さま……」

　松前城が声を詰まらせる。

「そ、そんなことを言ってもらえたのは……初めて、です……」

「キュウ……」

「松まつ前まえ昆こん布ぶも慰なぐさめてくれてるですか……？　こんな松前を……」

　心配そうに浜辺に近づいてきた松前昆布にそっと触れて。

「ありがとう、ございます……こんな風に温かい言葉をかけてもらえて、こんな風に温かい気持ちを感じさせてもらえるなんて……あの寒い松前の地にいた時にはとても考えられないことで……。松前がこちらの世界に来たのも、秋宗さまの城しろ姫ひめとなったことも、全すべては運命だったような気がします……」

　そう言って顔を上げると。




「へへ、秋あき宗むねさまも、松前昆布も……大好きです♪」




　花が咲くような、満面の笑みでそう言ってくれたのだった。

　うん、少しでも松前城の助けになれたのならよかったな……







　ただ──少しだけ気になっていることがあった。

　まるでずっと昔からいっしょにいるかのように仲がよい松前城と松前昆布。

　けれど二人は城しろ姫ひめとイルカである以上、いつまでもいっしょにいられるわけではなくて……

「……」

　……今は、いいか。

　楽しそうな松前城と松前昆布を見ていると、そんなことを言って水を差すのは野や暮ぼのように思えてくる。

　三み崎さき城が言うには、松前昆布が世話なしで独ひとり立だちできるようになるまであと少しかかるだろうとのことだ。それまでの間は、余計なことは口にしないことにしておこう。

「……うん」

　心の中でうなずいて。

　そう決めたのだった。
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　それからさらに一週間が経たった。

　七月も終わり八月に入り、いよいよ夏の暑さも本格的になってこようかという時期。

　松前昆布はもうすっかり元気になったようだった。

　見た目にも怪け我がは完全に消えていたし、体力もほとんど元に戻ったようで、時には自分で小魚を捕ほ獲かくしてそれを松まつ前まえ城にプレゼントするくらいにまで快復していた。

「うん、もう大丈夫だと思います。あとは継続的に自力でエサを獲とれるようになれば心配はいらないでしょう」

　三み崎さき城がそううなずく。

「わあ、さすが松まつ前まえ昆こん布ぶです。回復力もピカイチですねー！」

「キュウ」

　嬉うれしそうにそう口にする松前城に、銀杏いちようが。

「うん、これもきっと松前城が一生懸命に世話をしていたからだと思う。よかったな、松前城」

「はいです！　ありがとうございます！」

「ほんとに松前城ちゃんはがんばってたもんねぇ。あのがんばりはうちらも見習わないとと思ってたくらいだもん」

「うんうん、本当に松前城ちゃんは偉かったかも」

　名な古ご屋や城たちもそう口を揃そろえて。

「やれやれ……長い逗とう留りゆうでしたけれど、まあ悪くはなかったですわね。それで、いつ頃ごろにここから引き上げるおつもりですか？」

「そうですね。ひとまず今週末まで宿を取っていますので、そこを目め処どに引き上げる感じでいいんじゃないかと思います」

　小お田だ原わら城の問いに大和やまと郡こおり山やま城がそう答える。

　さすがに最初の合宿の期間を含めると、もう三週間近くここにいるので、いいかげんに引き上げ時かもしれなかった。

「そっか～。だとするとあの松前昆布ちゃんとも今週いっぱいでお別れってことなんだね。ちょっとだけ寂しいかも」

　何なに気げなく清きよ洲す城がそう口にして。

　だけどその言葉に反応した者がいた。




「え……今週いっぱいで、お別れ……？」




「うん。残念だと思うけどしかたないもんね。やっぱり松前昆布ちゃんの住むべき場所は海だし、『しろあと荘』に連れ帰るわけにもいかないから……って、あっ」

　そこで松前城の表情に気が付いたのか、清洲城が言葉を止めた。

「あ、え、え～とね、お別れっていうか、その、松前昆布ちゃんはお魚さんの仲間だから海に帰さないといけないわけで……」

「……」

「も、もちろんそれは永遠のお別れってわけじゃなくて、松まつ前まえ城ちゃんが海に来ればいつかはまた会えるかもしれないんだけど……でも私たちには城しろ姫ひめとしての役割があるからそんなに頻ひん繁ぱんに海に来るわけにもいかなくて、だから……え、え～と、え～と、う、う～ん……」

　何とかフォローしようとするものの、それもあまりうまく功を奏していないようであって。

「……お別れ……松前と、松まつ前まえ昆こん布ぶは、お別れしなくてはならないのですか……」

「それは……」

「……松前と松前昆布は離れなくてはいけない……お別れしなくていけない、運命なのですね……」

　松前城は、放心したようにそうつぶやいていた。







　そして……いよいよその時となった。

　それから三日後。

　僕たちは松前昆布と別れて、『しろあと荘』へと帰ることとなった。

「松前城、今日の午後には『しろあと荘』に帰ることになったから……」

「……」

「それで、分かっているとは思うけど、その、松前昆布は連れてはいけないわけであって……」

「……」

「だから、今のうちに松前昆布とのお別れを……」

　そう口に出しかけて。

　そこで、松前城の声が言葉を遮さえぎった。

「……や……です」

「え……？」

「…………いや、です……松前昆布とお別れするなんて、そんなの……」

　絞り出すような声。

　その声こわ音ねがあまりにも悲痛であったため、思わず次の言葉をかけるのをためらってしまう。

「松前城……」

「……松前は、いつまでも松前昆布といっしょにいるです……！　二人はいつまでもいっしょで……」

「松前城、気持ちは分かるけど……」

「……い、いやです……っ……！　松前と松前昆布はずっとずっと同じ時間を過ごしていくんです……！　この先もお別れすることなんてないんです……！」

「あ……」

　そう叫んで。

　松まつ前まえ城は『みさきガーデン』から走って出て行ってしまった。

「松前城ちゃん、ほんとに松まつ前まえ昆こん布ぶちゃんのことかわいがってたもんね……」

「別れが辛つらいのは無理もないことなのかもしれないが……」

「……で、ですけど、『しろあと荘』に連れ帰るわけにもいかないですし……」

「……」

　みんなが口々にそう言葉にする。

　確かに仕方のないことだった。

　この二週間、二人は一番長く同じ時間を共有していて、傍はたから見ていてもこれ以上ないくらいに仲が良くて……松前城が自分で言っていたように、まるで姉弟きようだいのようだった。だから離れたくないという松前城の気持ちは分かるけれど……だけどこればっかりはどうしようもない。松前城もそのことが心の底では分かっているからこそあんな風に取り乱していたのであって……

「とにかく、松前城を探してくる！　みんなはもしも入れ違いで松前城が戻って来た時のことを考えて、ここにいて！」

　そうみんなに告げて。

　松前城の後を追ったのだった。
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　走っていた。

　何もかも頭から消えてただ足だけを動かして、松前昆布のもとへとひた走っていた。

　暑さで汗が流れて額ひたいに前髪が張り付くけれど、そんなことは気にならない。

　お別れなんて、信じられなかった。

「松前は……これからもずっと松前昆布といっしょなんです……！」

　走りながらそう声に出して自分を奮ふるい立たせる。

　こんな最後を認めたくなかった。

　近くの川に住んでもらったっていいし、近所にある大きなお風ふ呂ろ場ばを借りたっていい。それがだめなら『しろあと荘』に城しろ姫ひめの奇跡で専用のプールを作ったっていい。

　何だってよかった。

　とにかく松前昆布と……離れたくなかった。

「松前昆布……松前昆布……」

　うわごとのように繰り返しながら磯いそ場ばへと辿たどり着く。

　ここ二週間ほどで何度も何度も通った場所。

　松まつ前まえ昆こん布ぶの姿は見当たらなかった。最近この時間は沖でエサを獲とっていることが多いから、たぶん今もそうなのだろうけれど……

「松前昆布……！」

　それでもいてもたってもいられなくなって海の中へと入る。

　松前昆布の姿が目に入らないのが不安だった。

　その手で松前昆布の身体に触れていないと、このまま自分の前から消えてしまうんじゃないかと思われて……

「どこにいるですか……！」

　海水をかき分けながら沖へと泳ぎ進んでいく。

　服を着たまま飛び込んでしまったためなかなか前に進まなかったけれど、そんなことはどうでもよかった。

「松前昆布……松前昆布……！」

　喉のどがかれるほど叫び続ける。

　どれくらいそれを続けただろう。

　気付けばもうだいぶ沖まで来てしまっていた。

　水深はとっくに足が着かないほど深くなっていて、磯場が遥はるか遠くにかすんで見える。さすがにこれ以上進んでしまうと岸に戻れなくなってしまうかもしれない。だけどここで諦あきらめてしまってはもう松前昆布に会えないような気がする……そう首を振って前を向き直した、その時だった。

「……？」

　さらに沖の方から、近づいて来る三角形の背びれが見えた。

　水面からのぞく特徴的なシンボル。

　松前昆布だ！　と思い慌あわててそちらに向かおうとするものの。

「……っ」

　違う。

　松前昆布じゃなかった。

　松前昆布の背びれはもっと丸みを帯びていてかわいらしい感じだ。今近づいてくるそれは刃物のように鋭えい角かくであって……

「これって……きゃあっ」

　確認する間もなく、衝撃が全身を襲おそった。

　近づいてきたその生き物がぶつかってきたのだと、海の中でバランスを崩くずして海水を飲みながら理解した。

　間違いない、これは松前昆布なんかじゃない。これは……

「サメ……!?」

　襲おそいかかってきていたのは、サメだった。

　体長は十メートルはあろうかという、身体からだに青みがかかった巨大なサメ。

　しばらくいったところで反転して、再びこっちに向かって一直線に突撃してくる。

「この……っ……来ないでください……！」

　大声で叫んで、威い嚇かくのために大砲を具現化して発射する。

　だけど。

「あ、当たらないです……っ……！」

　相手の動きは俊しゆん敏びんだった。

　巨体にそぐわぬ素早さで水の中を自在に動き回り、大砲の砲火をかわしていく。

　おまけに海の中ということもあり、火薬の威力が大幅に殺されてしまい、そのこともサメの有利に働いてるようだった。

「くっ……『長なが沼ぬま流りゆう兵へい法ほう』」

　防御壁を展開して突撃の衝撃に耐える。

　だけど『長沼流兵法』はあくまで前方からの攻撃を防ぐのみであり、側面や後方からの攻撃には無力であって……

「きゃあ……っ」

　どうやらサメは感覚でそのことを理解したようだった。

　急速に方向転換をして、正面以外の場所に突撃してくる。

　その動きはこの上なく正確で……狙ねらい澄すましたものだった。

「こ、この子……ただのサメじゃないです……！」

　普通のサメに、そんな知能はないはずだ。

　考えてみればこんな近海にここまで大きなサメがいることはめったにないことだし、さらには水に墨ぼく汁じゆうを溶かした黒いもやのようなものがその全身を覆おおっているようにも見える。これはいったい……

「あうっ……」

　考える間もなく、背後からの突撃を受けて海中に投げ出された。

　激しい衝撃に、一いつ瞬しゆん意識が飛びそうになる。

　も、もうだめです……

「秋あき宗むねさま……みんな……松まつ前まえ昆こん布ぶ……！」

　朦もう朧ろうとする意識の中、そう口に出して、目をつむったその時だった。

「キュウッ!!」

　ここ十日間で耳の奥に聞き馴な染じんだ鳴き声が響いた。

　続いて身体からだを包み込んでくれるような黒い魚ぎよ身しんが目の前に現れる。

　次の瞬間、サメは大きくはじき飛ばされていた。

「あ……」

　そこにいたのは──

「松まつ前まえ昆こん布ぶ……！」

「キュウウ♪」

　松前昆布だった。

　大きく身体からだを動かして、まるで松前城を守るようにサメとの間にその身体を割り込ませている。

　それだけではなく、その周りには。

「これは……松前昆布の、お友達なのですか……？」

「キュウ♪」

　松前昆布の周りにはたくさんの……イルカたちがいた。

　その数、十だろうか二十だろうか。松前昆布を中心にして松前城を守るようにグルグルと回っている。

「みんなで……松前のことを守ってくれるんですか……？」

「キュウウウ」

「松前昆布……」

　松前城の言葉に松前昆布が声を上げる。

　そしてその号令とともに、まだ襲おそいかかろうとしてくるサメに、イルカたちの群れが立ち向かっていく。

　それを見た松前城ははっとした表情になって。

「で、でもだめです……！　松前昆布たちはイルカなんですから、数がいても単純な戦せん闘とう力りよくではサメには勝てない……」

　そう叫びかけて。

「勝てな……あ、あれ……？」

　途中で言葉が止まった。

　目の前で鋭い動きでサメに立ち向かっていくイルカたち。

　その連携は見事という他にないほどの鮮やかなもので……完全にサメを翻ほん弄ろうしていた。

　サメは最初こそ激しく抵抗していたが、すぐに自分の不利を悟ったようだった。

　ジャボン……！

　激しく水音を立てて海中へと潜もぐると、背びれを動かして一いち目もく散さんに逃げていった。

　後には、松前城と松前昆布たちイルカの一団だけが残される。

「……」

「……」

「……か、勝っちゃいました、ね……」

「キュウ」

「あ、あはは……すごい……松まつ前まえ昆こん布ぶ。すごいです……！」

「キュウキュウ♪」

　抱きつくと松前昆布は嬉うれしそうな声を上げた。

　大きくて柔らかくて、触れているだけで心が落ち着くツルツルとした身体からだ。

　その身体から伝わってくる温ぬくもりを感じながら、松前城は心からこう口にした。




「ありがとう……松前昆布……」




「キュウン♪」

　それを聞いて、松前昆布は無む邪じや気きに鳴いていたのだった。
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「ふう、どうやら大丈夫だったみたいだね……」

　しっかりと抱き合う松前城と松前昆布とを遠目に見て。

　少し離れた場所から、僕は大きく息を吐いた。

「サメが出てきた時にはどうしようかと思ったけど、何とか撃退できたみたいだし、無事に松前昆布とも会えたみたいし……」

「はい、そうですね」

　うなずきながら三み崎さき城がそう答える。

　松前城を追って海に出ようとした僕を、一人では危ないということで巨大ヒョウモンダコとともに同行してくれたのだ。

「それにしても……イルカって強いんだね。数で上だったとはいっても、まさかサメに勝てるとは思わなかった」

「いえ、あれはイルカではありません」

「え？」

　僕の言葉に三崎城はそう首を横に振った。

「あの子たち……松前昆布さんも含めて、全すべてシャチです。イルカではないんです」

「シャ、シャチ？」

「はい。イルカではありません」

「……」

　シャチって、確か海のギャングって呼ばれていてクジラさえも避けて通るっていう……

　それは……強いはずだ。でも全く気付かなかった。そういえばイルカにしてはやけに眼光と牙きばが鋭いなと思った時もあったんだけど……

　発覚した意外な事実にそこはかとなく驚おどろいていると。

「……それに、まだ終わっていません」

「え？」

「……おかしいとは思いませんか？　先ほどのサメ……サメなのにやけに知能が高く、狡こう猾かつ。さらにはあのように巨大なサメなど、メガマウスや深海ザメなどでなければ普通はあり得ないものです」

「それは……」

　確かに違和感はあったけれど。

　だけど僕はそこまでサメに詳しいわけでもないので、そういうサメもいるのかなあくらいに考えていたというか……

「あのようなサメは存在しません。少なくともボクの知っている限りでは。そこから考えられることは一つ」

「……？」

「あれは……〝黒き獣けもの〟です」

「！」

　ザバアッ！

　三み崎さき城がそういう言うのとほとんど同時に、僕らの背後が大きく波立った。

　現れたのはさっきまで松まつ前まえ城たちを襲おそっていたのと思おぼしきサメ。思しきというのは……その全身が真っ黒なもやで覆おおわれていて、さらに大きさも倍ほどになっていたからだ。

「こ、これって……」

「〝黒き力〟に支配された獣……〝黒き獣〟です」

「〝黒き獣〟……」

　そ、そんなのもいるのか……

　てっきり〝黒き力〟に支配されるのは城しろ姫ひめだけかと思っていたんだけど……

　目を瞬またたかせる僕に。

「おそらくこの〝黒き獣〟なら松まつ前まえ昆こん布ぶさん率いるシャチの群れでも蹴け散ちらすことができたはずです。それをしなかった理由は一つ」

「え？」

「近くに、より美お味いしい獲物を見付けたからです。……すなわち〝城じよう主しゆ〟を」

「……」

　それって……僕のことですよね……？

　その言葉を肯定するかのように、〝黒き獣〟は牙きばを剝むき出しにして真まっ直すぐに僕に向かって襲いかかってきた。

「み、三み崎さき城……！」

「大丈夫です。ここは海……海上海中戦においては、単体でボクに敵かなう〝黒き獣けもの〟などいません」

　そう言うと三崎城はキッと視線を向けて。

「危ないので城じよう主しゆ様は下がっていてください。行くよ、伝でん二じ郎ろう」

　巨大ヒョウモンダコ──伝二郎とともに、〝黒き獣〟へと向かっていったのだった。
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「それじゃあ松まつ前まえ城……いい？」

「……はいです」

　磯いそ場ばで水面から顔を出す松まつ前まえ昆こん布ぶを前にして、松前城は小さくうなずいた。

「……松前昆布、この十日間、楽しかったです……」

「キュウ？」

「……松前昆布といっしょにいられて、楽しい時間を過ごせて……夢みたいな毎日でした。松前は松前昆布のことを今でも本当の弟のように思っています。いつまでもずっといっしょにいたいと思っています。……でも、お別れです」

「キュ、キュキュ？」

　松前城の言葉に、松前昆布が驚おどろいたように鳴き声を上げる。

「これは餞せん別べつです。これからはこれを松前だと思って大事にしてください」

　そっと自分が身に着けていた髪結びをほどいて、松前昆布の背びれにそっと結ぶ。

　そして沖の方を指さすと。

「……さ、帰るです。松前昆布の行くところはあっちです」

「キュ、キュウキュウ！」

　松前昆布が悲鳴のような声を上げる。

「だめですよ。松前に秋あき宗むねさまやみんながいるのと同じように……松前昆布には帰るべき場所が、いっしょに生きていく仲間たちがいるんです。松前たちのところにいるべきではないんです。だから」

「……」

「だから……さよなら、です」

「キュ……」

　明確な別れの言葉。

　だけどそれでも松前昆布はその場を離れようとしなかった。

　すがるような目で、じっと松まつ前まえ城の方を見つめている。

「……そんな目をしてもだめです。これはもう決まったことなんですから。さあ、松まつ前まえ昆こん布ぶ。行くです」

「キュウ、キュウ！」

「……行くです！」

　いつまでも離れようとしない松前昆布に、松前城が強い口調ではねつける。

　松前昆布は困惑したような迷うような動きをしていたが、やっぱりその場から動こうとはしなかった。

「……っ……」

　見かねたのか、とうとう松前城はその場から背を向けて歩き出した。

「キュ、キュウ！」

　それを見た松前昆布は慌あわてたように追いかけてくる。

　捨てられる子どものような必死の様子。

　松前城は走って振り払おうとするけれど、松前昆布は磯いそ場ばの狭い入り江にまで強引に入り込みながらなおも必死についてくる。

「……久く留る里り城さん、『霧きり降ふりの城』を使ってください……！」

「……え……？」

「『霧降りの城』です！　この場から松前たちの姿を隠かくしてください……！　そうすれば……！」

「……で、ですが……」

「いいから早く！」

「……は、はい……」

　勢いに押されて久留里城がわたわたと前に出る。

「……き、霧が出て来ました……『霧降りの城』……」

　その声とともに、視界を覆おおい尽くすほどの真っ白な霧が、瞬またたく間まに松前城と松前昆布の間を遮さえぎっていく。

「キュウ！　キュウ！　キュウ……！」

「……っ……」

　霧が全すべてを包んで隠すまでのおよそ三十秒間。

　松前城の姿を探す松前昆布の悲しげな声が、辺りに響いていた。







「……これで、よかったんですよね」

　真っ白な霧の中。

　松まつ前まえ城がぽつりとそうつぶやいていた。

「……松まつ前まえ昆こん布ぶには松前昆布の生きる世界がある……たとえ何かしらの手段を使ってむりやりに連れ帰っても、それは松前昆布のためにはならない……。そういう……ことなのですよね……？」

「うん……」

　何が正解だったのかなんて僕にも分からない。

　世の中には何かが絶対に正しくて何かが絶対に間違っているなんてことはない。

　でも松前昆布が仲間のもとへ帰った方がいいのも確かなことだし、松前城がこうやって自分できちんと選択したことだ。それが悪いことだとは……思わなかった。

「……松前も、これでよかったと思っています。後悔はありません。でも……」

「……？」

「で、でも……でも……ま、松前だって、本当は離れたくなかったんです……ずっとずっと松前昆布といっしょにいたかったんです……！」

「ん……」

「もっといっしょに隣にいて……そのツルツルのお肌をもっとツルツルになるまで磨みがいてあげて……いっしょに寝て、いっしょにご飯を食べて、いっしょに遊んで……おんなじ時間を過ごしていたかったんですよぉ……う、うう、ううう……」

「……」

「……う、うわぁあああああああん……」

　しばらくの間、僕の腕の中で松前城は涙を流し続けていた。

　辺りに響く慟どう哭こく。

「松前城……」

「松前城ちゃん……」

「辛つらい、よねぇ……」

「……わ、私まで泣きたくなってきてしまいます……」

「……騒さわがしいですが、今だけは目をつむってさしあげますわ」

　銀杏いちようたちも心配そうに見守る。

　松前城はしばらくの間、泣き続けていた。

　枯れることなんてないんじゃないかってくらいに流れる涙。

　だけどやがて泣き止やむと、ゆっくりと顔を上げて。

「……ありがとう、です」

　僕の腕の中で、小さくそう口にした。

「……思いっきり泣いて、少しだけすっきりしました。……うん、松前がこんなことじゃあ松前昆布も安心して行けませんもんね。強いところを見せて、きちんと見送らないとです。だって松まつ前まえは……松まつ前まえ昆こん布ぶのお姉さんなんですから」

「松前城……」

「だい、じょうぶです。寂しいですけど、悲しいですけど、だけど松前にはまだみなさんがいます──秋あき宗むねさまが、います。だから……」




「元気に……暮らすんですよ、松前昆布。お姉さんとの……約束です」




　真まっ直すぐに海を見つめて、そう言った。

　その顔は……今までよりも、少しだけ大人びて見えたのだった。







　松前昆布は磯いそ場ばで鳴き声を上げていた。

　いつまでも続くかと思われた悲しい鳴き声。

　だけどやがてその後ろから近づいて来るたくさんの影があった。

　イルカ……ではなくて、シャチの仲間たち。

　最初は戸と惑まどっていたが、やがて促されるようにして群れの中へと入り、そして海へと戻っていく。

　その背びれに着いたリボンが、ゆらゆらと静かに揺れていた。




　その後、松前城と松前昆布とが再会することはなかった。

　陸と海とに別れた姉と弟。

　だけどごく希まれに、背びれにリボンを着けたシャチが近海を泳ぐ姿が、漁師たちによって何度か目撃されることがあったという。
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　夏休みが終わった。

　色々とバラエティに溢あふれていて、夏合宿で水泳特訓からの新たな城しろ姫ひめの登場があったり、夏の海での松まつ前まえ昆こん布ぶとの出会いと別れがあったり、その他にもいくつか細かなイベントがあったりした思い出深い四十日間。

　九月に入り──新学期が始まった。

　夏の暑さもだいぶ収まり、少しずつではあるけれど季節は秋へと移行し始める時期。

　新学期が始まって、最初のイベントは何かというと──

「えー、それでみなさんも分かっていると思いますが……」

　と、壇だん上じようの磯いそ岡おか先生（マグロ顔）が教室を見渡してそう言った。

「来週にはいよいよ修学旅行があります。なので今日はそのことについて少し話をしたいと思います」

　その声に教室内がざわめく。

　修学旅行。

　──そう、高校生活最大とも言えるそのイベントが来週には控えているのだった。

「ひゃっほう、ついにこの時がやって来たぜ！」

「エロスとロマンスが待つ（かもしれない）男子待望の胸ドキなイベント……！」

「ポロリもあるよ……あるといいな！」

　ケンジたちのそんな声。

　まあそんなエロスやらロマンスやらがあるのかはともかくとして。

　修学旅行と言えば最終学年で行くものだと思われがちだけど、うちの学校はどちらかと言えば進学校であり受験にも力を入れているため、あまり受験勉強が忙しくない二年生の秋に行くのが通例となっていた。

「なあ秋あき宗むね、修学旅行というのは何なのだ？」

　と、銀杏いちようが訊きいてきた。

「あ、うん、修学旅行っていうのは学校のみんなで行く旅行で……」

「ふむふむ」

「って言っても遊びで行くわけじゃなくて、高校生活の学問を修めるために行くものだから、半分くらいは授業の一環みたいなものかな」

「なるほど、武者修行の旅みたいなものなのだな」

　若じやつ干かんずれた認識だったんだけど、納得したように銀杏がうなずく。ていうか武者修行の旅、好きなんだなー……

「ねえねえ秋あき宗むねさまー、この修学旅行って、とっても楽しそうですねー！」

「……色々なところへ行けるのはうれしいです。今まではそんなことできなかったから……」

「まあ、遠方にもこの小お田だ原わら城の威い光こうを知らしめるという意味では有意義なものですわね」

　松まつ前まえ城、久く留る里り城、小田原城も楽しそうにそんなことを口にしていた。

　そしてその修学旅行の行き先なのだけれど。

「あー、それでは来週までに各自きちんと準備をしておくんだぞ。集合は羽はね田だ空港に九時。第二ターミナルの方なので間違えないこと。その他の詳細については修学旅行のしおりに書いてあるからそちらを参照しておくように」

「……」

　磯いそ岡おか先生の声を受けて、手元のしおりに目を落とす。

　そこにはプリントされた太文字で、




『山やま城しろ高校秋の修学旅行in熊くま本もと』




　と書かれていた。

「……」

　そう。

　僕たちが修学旅行で向かう先は……熊本、なのだった。
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　熊本空港までは、羽田から飛行機でおよそ二時間ほどだった。

　国内の飛行機移動としては割と長めの移動時間。

　今回は学校行事であり、二年生のみの参加なので、この場にいるのは、銀杏いちよう、松前城、久留里城、小田原城、僕の五人だけである。

　いつもよりも人数が少ないことに加え、どちらかと言えば城しろ姫ひめの中でも賑にぎやかな部類に入る清きよ洲す城と名な古ご屋や城がいないことで、普段よりも落ち着いて色々と進行するかと思われたのだけれど。

　そういうわけでもなかった。

　とりあえずここに至るまでの飛行機の中で。

「……む、むう、こ、このような鉄の塊かたまりが空を飛ぶというのか……？」

　と、銀杏が不安そうにそう口にした。

「え、うん、そうだよ」

「……し、しかしだな……鉄は重いものじゃないのか……？　ほ、ほら、水に入れれば沈むだけだし、空に投げたところで落ちるだけだし……」

「大丈夫だって。飛行機は安全だから」

「む、むう……」

　それでも眉み間けんにシワを寄せたままの銀杏いちよう。

　その隣となりでは。

「う、うう……どうしてもこれに乗らなければいけないのですよねー……？」

「……と、溶けかけた水みず羊よう羹かんのように心こころ許もとないです……」

「……（ブルブルブルブル）」

「……」

　松まつ前まえ城たちも似たような反応だった。

　いつもは気き丈じような小お田だ原わら城でさえ顔を青くして無言になってしまっている。

　うーん、まあパラレルワールドとはいえ江え戸ど時代から来た銀杏たちからすれば、それこそ飛行機なんて奇跡を越えた魔法みたいな産物なのかもしれないけど……

「……と、飛んだ、飛んだぞ……！　し、しかし飛んだということはあとは落ちるしかないということで……」

「……落ちて海に還かえれば松まつ前まえ昆こん布ぶが迎えに来てくれますかねー……あははー」

「……な、流れる水のごとくひと思いに落ちれば苦しくないかも……」

「…………（ブルブルブルブルブルブル！）」

「い、いや、だから落ちないから……」

　そう落ちる落ちる言われるとこっちまで不安になってくる。

「……お、落ちることが避けられないのならば、せめて最さい期ごの時は秋あき宗むねと共にいたい……！　わ、私の傍そばを離れないでくれよ……！（がしっ）」

「あ、秋宗さまといっしょに松前昆布のところに帰れるのなら本ほん望もうですー（ぎゅっ）」

「……い、いっしょに水の藻も屑くずとなりましょう……（ひしっ）」

「…………っ……（がばっ）」

「ちょ、ちょっと……」

「お、お客様、そんなに密着されていては危ないですから……」

　と、全員で抱きついてきて客室乗務員のお姉さんに困った顔をされていた。

　──とまあ、序じよ盤ばんからそんなハプニングから始まって、ようやく熊くま本もと空港にまで辿たどり着いたのだった。

　飛行機から降りて、到着ロビーで荷物を受け取って、出口から空港の外に出る。

　新鮮な外の空気を吸って、ようやく銀杏たちも落ち着いたようだった。

「ふ、ふう……生きた心地ここちがしなかった……」

「はは……」

「科学の力というものは城しろ姫ひめの奇跡に匹敵するものだと頭では分かっていても、やはりあのような鉄の塊かたまりが空を飛ぶのは信じ切れぬ。眉まゆに唾つばをつけたくなる心地というか……」

「空を飛ぶのならやっぱり鳥さんの背中に乗ったりとかがいいですー……」

「……こ、こわかったですぅ……」

「…………わ、わたくしは、まったく怖くなどありませんでしたわ。え、ええ、本当に（涙目）」

　それぞれがそんな言葉を漏らす。

　というか帰りにももう一回飛行機に乗るんだけどこの調子で大丈夫かなあ……

　みんなの消耗ぶりを見ながらそこはかとなく不安な心地ここちになっていて。

「……しかし、まさか行き先が肥ひ後ごの国くにとは」

「ん？」

　と、銀杏いちようが大きく息を吐き出すようにそう口にした。

「元の世界に戻る前に、まさかこちらの世界の我が故郷にやって来ることになるとは思わなかった。何か巡り合わせのようなものを感じてしまうよ」

「そうだね……」

　肥後国──九州の熊くま本もと。

　言わずとしれた、銀杏の故郷である。

　こっちの世界では城しろ姫ひめについての記述は何も残されていなかったけれど、代わりに一つ気になるものがあった。

　それは──『熊本城』。

　銀杏の城姫としての名前ではなくて、建築物として同じ名を冠かんされた場所が、こちらには残されているのだった。

「私と同じ名前の建造物か。もしかしたら……いや、ほぼ確実にこちらの世界の『熊本城』が関係しているのだろうな」

「うん……」

〝黒き力〟との戦いで滅んでしまったというこちらの世界の城姫。

　その何らかの痕こん跡せきが『熊本城』に残っているだろうことは、たぶん明らかだった。

「そこに待っているものが何であれ……私はそれを受け入れなければならないような気がするんだ。秋あき宗むねも、その、共に来てくれるか……？」

「うん、もちろん」

「秋宗……」

「だって僕は、銀杏の城じよう主しゆだからさ」

「あ……」

　その言葉に銀杏は少しの間目をぱちぱちとさせていた。

　驚いたような不意を突かれたような表情。

　だけどすぐにふっと嬉うれしそうな顔になって。

「──そうだな。よろしく頼む、秋あき宗むね」

　そう言ってきた。

「うん、任せて」

　そううなずき返して。

　様々な運命の分かれ道の待つ──熊くま本もと修学旅行が始まったのだった。







　修学旅行は三泊四日のスケジュールであり、熊本城は二日目に回る道程に含まれていた。

　一日目である今日は、阿あ蘇そ山さんとその周辺を見て回るらしい。

「むう、まだよくは分からないが、だいたいの地形や自然物はこちらの世界も同じなのだな」

「そうなんだ？」

「うん、もちろん時代が異なる以上全てが同じというわけではないけど、ところどころに懐なつかしい風景が見られる。特にここからでも見ることができる阿蘇山の雄大な姿はこちらの世界でも露つゆほども変わらないのだな……」

「へえ……」

　そういうものなんだ。

　確かに今まで聞いた限りでは、基本的な文化や歴史、地形などは、銀杏いちようたちがやって来た世界とこっちの世界はほとんど変わらないみたいだった。それこそ違いは城しろ姫ひめが存在しているかいないかくらいのもので。ううん、これには何か意味でもあるのかな……？

「もちろんここ最近でできた場所などは分からないが、それでもそれ以外ならばこの地については精通している。なので色々と案内できるかもしれない。何かあったら言ってくれ」

「うん、そういうことなら頼りにしてる」

「ふふ、任せてくれ」

　そう言って銀杏が張り切っていた。

　というわけで始まった熊本修学旅行だったけれど。

　まず初めに向かったのは阿蘇山だった。

　熊本空港から一時間二十分ほどいったところにある、日本でも有数のカルデラ火山。

　標高一五九二メートルだというその堂々たる威い容ようは、銀杏曰いわく火の国熊本のシンボル的存在とのことだった。

「阿蘇山は私たち肥ひ後ごの国くにに住む者たちにとってまさに聖域だな。その存在は特別で、多くの伝説や神話なども語られているんだ」

「うん、こんなに大きな火山だもんね」

「私も城姫としての修行の一環で何度か来たこともあった。温泉も多く存在していて、修行の後によく汗を流したものだ」

　懐なつかしそうな目でそう言う。

　確かに火山と言えば温泉は付き物なイメージだった。

　そんなことを話しながら、ロープウェイに乗って山頂近くまで移動する。

「火口は本当にすごいぞ。力強く雄大でそれでいて優しさもたたえていて、圧巻という言葉があれほど似合う景色も珍しい」

　銀杏いちようがそう少しだけ自慢げに言うのを聞いて。

　火口付近の展望台へと足を踏み入れる。

　そこから見えた光景は──

「これが……阿あ蘇そ山さんの火口なんだ……」

「……」

「すごい……まるでどこかの星みたいだ……」

　それはもう、見事の一言だった。

　青空に浮かぶ真っ白な夏雲、大地のエネルギーをそのまま押し固めたかのような力強い岩がん盤ばん、そしてそれらに囲まれたエメラルドグリーンのカルデラ部分。その全すべてが圧倒的な存在感をもって眼前に迫ってくる。

　銀杏の言う通り、まさに圧巻と言うより他ほかになかった。

「わー……すごいです……」

「……きれいすぎて吸い込まれていきそうです～……」

「箱はこ根ねの山々にも比ひ肩けんするほどの見事な光景ですわ……」

　松まつ前まえ城たちも感嘆したように声を漏らす。

　そしてその隣では銀杏が、言葉をなくして立ち尽くしていた。

「……」

「……」

「素晴らしい、な……」

「銀杏……」

「何と言えばいいのだろう……言葉が出て来ない。懐かしいな……違う世界のものであるとは分かっていても、阿蘇の光景は心に直接響いてくる。ほんの少し前までは、見慣れていたもののはずなのに……」

　そう口にしながら銀杏は涙を流していた。

　……それはそうだよね。

　銀杏いちようがこっちの世界にやって来てから四ヶ月。ずっと自分たちの世界に戻ることを望んでいた。そしてこの場所は、パラレルワールドとは言え、故郷のシンボルの景色の映し鏡みたいなものだ。感かん極きわまるものがあって当然だろう。
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　しばらくの間、銀杏はただ黙って火口を見つめていた。

　だけどやがて顔を上げてうなずくと。

「──うん、もう大丈夫だ」

「銀杏」

「母なる阿あ蘇その景色はしっかりと心に刻んだ。これで故郷の風景はいつまでも私の中にある。秋あき宗むねといっしょに見ることができて、よかったよ」

　そう言って笑っていた。

　色々と思うところはあるだろうけれど、喜んでくれてよかったな……

　ちなみにそこから少し離れたところでケンジたちが口にしていたのが。

「なあなあ、あそこの岩がん盤ばん、形が少しおっぱいに似てないか？」

「お、分かる。俺も今そういう言おうとしてたところなんだよ！」

「あれは美び乳にゆうだよな……」

「……」

　台無しだった。

　ホント、ケンジたちはどこに行っても変わらないな……

　そんな感じに阿あ蘇そ山さん火口を見学して。

　次に向かったのは、ふもと周辺にある牧場だった。

　緑に囲まれた広大な敷地に立つ体験型の施設で、乳ちち搾しぼりやチーズ作りなどの牧場仕事を味わうことができるらしい。

「ふふふ、懐なつかしいな。修行の一環として、乳搾りはよくやったものだ（ギュッ）」

「あ、熊くま本もと城さん、上手ですねー（キュッ）」

「断続的に力を入れて搾るのがコツなんだ（ギュー）」

「なるほどなるほど、松まつ前まえも負けてられませんよー（ギュウ）」

「……が、がんばります～（キュキュッ）」

「このような下しも々じもの者がやるような作業、このわたくしが手ずからやるようなものではないですのに（ギュッギュ）」

　意外にも、みんな上手だった。

　器用に手を動かして、順調に乳を搾っていく。

　ううん、僕も負けていられないな……

「ええと、優しく包み込むように乳房を握にぎって……あっ」

　ピュッ……！

　失敗した。

　力加減を間違えて、勢いよく飛び出した乳が銀杏いちようの顔にかかってしまった。

「ぬ、ぬおっ、生温かい……」

「ご、ごめん！　そんなつもりじゃ……」

「だ、大丈夫だ。分かっている」

「ほ、本当にごめん……。次は慎重に……ああっ」

　ピュッ！　ピュッ！　ピュッ！

　失敗すまいとかえって力んでしまったのか、さらに勢いよく飛び出す。

「あっ」

　再び銀杏の顔に飛び散るミルク。

「ご、ごめん！　どうにもうまくいかなくて……！」

「き、気にしないでくれ。どうってことはない」

　銀杏はそう言ってくれたものの。

「あ、秋あき宗むねが熊本さんに顔射しただと……！」

「白はく濁だく液えきまみれになっている……！」

「しゃ、写メだ！　早くこの歴史的瞬しゆん間かんを記録に残すんだ……！　ああっ、スマホがミルクの中に……」

　ケンジたちがそんなことを言いながら大騒ぎをしていた。何ていうかもうどこかエロスの国にでも行ってしまえばいいと思う。

　そんな感じで並んで乳ちち搾しぼりをしていて。

　と、その時だった。

「あ、あれ、そこにいらっしゃるのって、もしかして……」

「？」

　ふいに背後からそんな声がかけられた。

「あ、あの、もしかしてあなた様は……熊くま本もと城様ではないですか……!?」

「え？」

　自らの名前に反応して銀杏いちようが振り向いてみると。

「や、やっぱりそうです！　その美しくも勇ましいお顔は間違いありません。お、お懐なつかしゅうございます～……！」

「！　お前は……」

　その声に銀杏が驚いたような目で顔を上げる。

　そこにいたのは。

「わ、私です～。飫お肥び城です！」

　そう声を上げる、着物姿の女性だった。
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　飫肥城と名乗ったその城しろ姫ひめは、日向ひゆうがの国くに──宮みや崎ざき県の城姫であるらしかった。

　宮崎と言えば熊本とは隣接する地であり、かつては銀杏の眷けん属ぞくとして九州地方で民たみのためにその奇跡の力を振るっていたという。

「よもやこんなところで熊本城様と再会できましょうとは～……今日はたまたま所用で牧場まで来ていたのですが……」

「うん、そうだな……私も驚いた。ま、まさかあのように乳まみれになっている時に再会しようとは……。……ごほん、ま、まあそれはそれとして、そういえばこちらに来ているのは飫肥城だけなのか？」

「私だけではありません～。大おお分いた府ふ内ない城も佐さ賀が城も内うち城も、福ふく岡おか城も原はら城もこちらの世界にやって来ています。私と同じところに今は身を寄せていて……」

「むう、そうなのか……」

　飫肥城の言葉に銀杏が口元に手を当てる。

　どうやら、他ほかにもこちらの世界にやって来ている城姫たちがいるようだった。

「ところで熊くま本もと城様、さっきから気になっていたのですが、もしかしてと思いますがそちらの方は……」

「え？」

　と、飫お肥び城がこっちを見ながらそう尋ねてきた。

「む、秋あき宗むねのことか。その通りだ。秋宗はこちらの世界に来たばかりの私を助けてくれた者で、同時に……私の城じよう主しゆでもある」

「や、やっぱりそうでしたか～」

　そう声を上げると、飫肥城は居い住ずまいを正して。

「ご挨あい拶さつが遅れて申し訳ございません～！　改めまして、私は飫肥城と申します。熊本城様の眷けん属ぞくで日向ひゆうがの国くにの城しろ姫ひめの役目を任じられている者です。どうぞお見知りおきを～」

「え、あ、い、いや……」

「熊本城様の城主様ということは、私たちの城主様も同然……お望みのことがありましたら何なりとご命令くださいませ」

　がばっと頭を下げてそう言ってくる。

　う、うーん、初対面なのにそこまでへりくだって対応されるとどうリアクションをしていいか分からないというか……

　戸惑う僕の隣で松まつ前まえ城たちが。

「はー、こちらの九州の地にも城姫がやって来ていたんですねー」

「……こんなに遠くまで、大変です～」

「わたくしとしましてはまた余計な副城が増えないことを願うのみですわ」

　それぞれの反応を示していた。

「ところで飫肥城、他の皆も同じところに身を寄せていると言っていたが……」

　銀杏いちようのその問いに。

「あ、はい、その通りです。私たちがこちらにやって来たのは今から一ヶ月ほど前なのですが……行き場がなくて途方に暮れていたところを、こちらの世界の旅籠はたごの主であるお方に拾っていただき……私たちは皆、そこで働かせてもらっているのです」

「旅籠か」

「はい。ええと……こちらになります」

　飫肥城が懐ふところから出してきたパンフレット。

「これって……」

「むう……」

　銀杏と顔を見合わせる。

　そこに書かれていたのは……僕たちが今晩泊まることになっている旅館の名前だった。







「いらっしゃいませ～。どうぞ本館『旅館・火の国』でごゆるりと旅の疲れを癒いやしていってください」

　立派な玄関をくぐると、そんな声とともに出迎えられた。

　今日と明日の二日間、山やま城しろ高校二年生総勢百五十人が泊まる場所。

　阿あ蘇そ山さんのふもと近くにある『旅館・火の国』は、見るからに高級そうな雰ふん囲い気きだった。うちの学校、こういった行事にはお金を使うからなあ……

「それでは秋あき宗むね、また後でな」

「お食事の時間に会いましょうー！」

「……ご、ごきげんようです」

「本当は秋宗様と同じ部屋がよかったのですが……仕方ありません」

「あ、うん。後でね」

　そう言ってロビーで銀杏いちようたちと別れる。

　旅館内では当然男女は別々の部屋割りであるため、銀杏たちとは別行動である。

　僕はケンジたちと同じ部屋だったんだけど……

「……お、おいおい、なんかこの部屋、すごくないか……？」

「……」

「やたら広いし和室だけじゃなくて洋室のスペースもあるし……うお、部屋付きの露ろ天てん風ぶ呂ろまである」

「備え付けのマッサージチェアもあるぞ。おおお、気持ちいい……」

「これ、ウェルカムフルーツってやつか？　マンゴーが置いてある……」

　なんか、やたらと豪華だった。

　二十畳はあろうかという広い部屋。豊富な備品。他の部屋の喧けん噪そうが聞こえてこない離れという立地。

　それこそどこぞの社長なんかが泊まるようなゴージャスさであって……

「熊くま本もと城様の城じよう主しゆ様たる秋宗様を粗雑なお部屋にご案内するわけにはいきませんから～。オーナーに掛け合って、当旅館の最高級の部屋をご用意させていただきました」

「!?」

　と、いつの間に部屋に入っていたのか、飫お肥び城がにこにこ笑顔でそう言ってきた。

「い、いつの間に……？」

「？　先ほどからおりましたよ～。それより、他にも何かご不便がありましたら何でも申しつけくださいね～。こちらの部屋には私と原はら城が専属の仲居として付かせてもらいます。あらゆるご要望にこの身をもって対応させていただきますので」

「あ、は、はあ……」

「それではお食事の時間までごゆるりとおくつろぎください～」

　そう言って飫お肥び城は入ってきた時と同じように音もなく部屋から出て行った。

　それを見送って、ケンジたちがダダダっと駆け寄ってくる。

「お。おい、秋あき宗むね、お前あの仲居さんとどういう関係なんだよ……!?」

「何でもやってくれるって……こ、個別マッサージとか、帯を回してお代官様ごっことかもありなのか……？」

「ていうか俺たちだけこんな特別扱いって……あ、秋宗、お前もしかしてどこかのボンボンとかだったのか……？」

　矢や継つぎ早ばやな質問。

「い、いやそういうのじゃなくて……」

　何て説明したらいいんだろうか。

　あの仲居さんが銀杏いちようのかつての部下（？）で銀杏のことを尊敬しているため、銀杏のご主人様（？）である僕も下にも置かない扱いをしてくれている、なんて言ったらまた面倒なことになりそうだし……

　迷った末に。

「え、ええと、ここの仲居さんが、銀杏──熊くま本もとさんの知り合いだったみたいなんだよ。それで、熊本さんの知り合いってことで僕もついでに特別扱いをしてもらって……」

　そう説明すると。

「何だそうなのか」

「まあ考えてみれば秋宗がそんなボンボンのはずないよな。見るからに落ち武者みたいな貧相なオーラが全身から出てるし」

「分かる分かる。せいぜいいいとこボンボンの友達で、ボンボンの引き立て役に使われるポジションだよな」

「……」

　あっさりと納得してくれた。でもなんか心が痛いのは何でだろう……

　ともあれうまく誤ご魔ま化かすことができ。

　食事の時間となった。

　部屋に備え付けられていた浴衣ゆかたに着替えて、ケンジたちとともに食事が用意されている大広間へと移動したわけだけれど。

「……」

　食事もまた豪勢だった。

　大広間の一角に特別席が設けられて、そこに銀杏、松まつ前まえ城、久く留る里り城、小お田だ原わら城、そしてケンジたちと僕が座る。目の前に置かれているのはお頭かしら付きの刺身の舟盛りをはじめとしたデラックスな料理の数々。

　う、うーん、何だか先生たちが座っている席よりも上かみ座ざなうえに、料理とかも明らかに豪華なんだけどいいのかな……？

　広間の隅すみでひっそりと冷凍マグロの刺身を食べている磯いそ岡おか先生（マグロ顔）たちを目にそこはかとなく困惑していると。

「いかがですか、熊くま本もと城様～。当旅館の居心地は」

　飫お肥び城が笑顔でそう尋ねてきた。

「あ、うん、最高だ。部屋も広く整えられているし接待も見事だし食事はこのように美お味いしいし……すまないな、気を遣つかわせてしまって」

「いいえ～。敬愛する熊本城様のためです。これでもまだまだ足りないくらいです」

　そう答えると今度はこっちに向き直って。

「秋あき宗むね様も、他の城しろ姫ひめのみなさまもくつろげていらっしゃいますでしょうか？」

「あ、はい、おかげさまで」

「お部屋がすっごい広くてびっくりしちゃいましたよー」

「……お、お風ふ呂ろでバタ足をしてしまいました」

「なかなか心の尽くされた見事なもてなしですわ。あなたの名前は覚えておきましょう」

　松まつ前まえ城たちも満足そうにそう口にする。

「ありがとうございます。あ、それでですね、ここで働く他の城しろ姫ひめたちも紹介したいのですが……」

「え？」

　その声を受けて、それまで飫肥城の後ろで控えていた女性たちが前に出る。

「はじめまして、原はら城でございます。世界がデウス様の愛に満ちますよう。アーメン」

「あ、うちは福ふく岡おか城です。天守は今はないけど、昔はあったようななかったような……」

「ボクは佐さ賀が城。よろしくね」

「こんにちは。あのねあのね、大おお分いた府ふ内ない城ちゃんは天才軍師っぽいから任せていいよ？」

「内うち城だよ。知ってる知ってる？　これね、種たね子が島しまっていうんだよ？」

　飫肥城以外の城姫は全部で五人のようだった。

　原はら城、福岡城、佐賀城、大分府内城、内城。みんな九州の城姫だという。笑顔で自己紹介をして、接待してきてくれる。

「秋宗、俺は今はじめてお前と友達でよかったと感じている……！」

「こんな美人揃ぞろいの仲居さんにサービスをしてもらえるなんて……」

「この修学旅行中は秋宗の足を舐なめてもいい……」

　ケンジたちもご満悦のようだった。

　綺き麗れいどころの城姫たちにお酌しやくをされて（烏龍ウーロン茶ちや）、これ以上ないくらいに緩ゆるみきった表情をしている。

　そんな中。

「ねーねー、熊くま本もと城さまは、どうして秋あき宗むねさまを城じよう主しゆにされたのー？」

「む？」

　と、お酌しやくをしてくれていた城しろ姫ひめの中の一人──内うち城が訊きいてきた。

「元の世界にいた時は、勇猛な武芸者の方がたくさん志願してきた時もまったく意にも介さなかったのにー」（内城）

「あ、それは私も興味あります～。どうしてなのですか～？」（飫お肥び城）

「開城はどこまで進んでるの？　も、もしかして〝娶めとりの開城〟まで……」（大おお分いた府ふ内ない城）

「あ、それはボクも気になるな」（佐さ賀が城）

「熊本城さま、そういったことには全然興味示さなかったもんね。てことは、こっちの秋宗さまにその要因があるってことに……」（福ふく岡おか城）

「どうなのですか、秋宗様？」（原はら城）

「え、あ、あの……」

　突然の質問攻めに言葉に詰まる。

　そんな僕の隣で。

「その……何というかだな、秋宗は、私にとって唯一の相手なんだ」

　銀杏いちようが話し始めた。

「この世界に来たばかりの見ず知らずの私を助けてくれた恩人であり、色々な意味で初めての相手で……秋宗がいなければ私はこの世界で途方に暮れていただろうし、ともすれば黒くろ城しろ姫ひめに墜おちてしまっていたかもしれない。秋宗の優しさに、私は助けられたのだ」

「銀杏……」

「それに何だか不思議なんだ。秋宗とはもうずっと昔からの知ち己きのような気がする。かけがえのない時間を共にした相手のような……。いっしょにいるだけで心が落ち着いて、安らかで穏おだやかな気持ちになれる。そんな相手は今まで出会ったことがなくて……。それにとても頭の回転が速い。そのおかげで何度窮きゆう地ちのところを助けられたか……。だからたとえ城主でなかったとしても……私は秋宗の傍そばを離れるつもりはないし、秋宗が拒否せぬ限りいつまでもこの身を捧ささげて仕つかえたいと思っている。だって秋宗は私にとって……かけがえのない、大好きな相手なのだから。……はっ」

　と、そこで銀杏は周りからの視線に気付いたようだった。

　銀杏の顔を見つめながらにやにやと微笑ほほえましい笑みを浮かべている。

「熊本城様のそんな乙女な言葉が聞けるとは思わなかったよー」（内城）

「ふふふ、微笑ましいですね」（飫肥城）

「うち、ちょっとどきどきしてる……」（福岡城）

「え、い、いや、これはだな……」

「ボクとしましては、熊くま本もと城様が幸せそうなので現状は嬉うれしいことですよ」（佐さ賀が城）

「これもデウス様の祝福でしょうか」（原はら城）

「わ～いわ～い」（大おお分いた府ふ内ない城）

「む、むう……」

　顔を茹ゆで蟹がにのように真っ赤にしながらもどこか嬉うれしそうな銀杏いちよう。

　う、うーん、そんな風にストレートな反応をされると僕もどんな顔をすればいいんだか分からなくなるというか……

　そんな風にして、しばらくの間からかわれ続けたのだった。
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「ふう……」

　手ぬぐいを頭に乗っけて。

　湯船に肩まで浸つかりながらひと息吐いていた。

　ここは『旅館・火の国』の離れにある露ろ天てん風ぶ呂ろである。

　色々と大騒ぎだった食事の後、汗を流すためにやって来たのだ。

「気持ちいいな……」

　ちょっとした庭ほどの広さの露天風呂に、他ほかには人の姿はなかった。飫お肥び城たちが旅の疲れを癒いやすためだと言って、貸し切りの露天風呂を開放してくれたのだった。

　こんなところまで特別扱いは気が引けたけれど、今は何となく一人になりたかったのでそれはありがたかったというか……

「……」

　銀杏があんな風に思っていてくれたとは思わなかった。

　いや正確に言えば大切に思ってくれていることを知らなかったわけではないけれど、とはいえあそこまで強く想おもってくれているとは考えなかったというか。

「……」

　だけどその気持ちは嬉しかった。

　僕だって銀杏のことを大切に思っている。

　かけがえのない存在だと思っている。

　だからこそ銀杏も同じように考えていてくれたことが嬉しいというか……

　そんなことを考えていると。

　ガラガラ……ピシャッ。

「？」

　出入り口の方で何か物音が聞こえたような気がした。

　だれか入ってきたのかな？　でも貸し切りにしてくれているはずなんだけど……

　怪け訝げんに思い、物音の方へと視線を送ってみる。

　湯ゆ煙けむりで真っ白になった露ろ天てん風ぶ呂ろ内。

　その先には──

「え……い、銀杏いちよう……？」「え……あ、秋あき宗むね？」




　目を丸くする銀杏の姿があった。

　胸元に手ぬぐいを垂らして、驚いたような表情でこっちを見つめている。

「い、銀杏、ど、どうしてここに……!?」

「え、い、いや、飫お肥び城に温泉でゆっくり汗を流してきてはどうかと言われて来たのだが……あ、秋宗こそなぜいるのだ……!?」

「え、ぼ、僕も同じで……」

　と、そこであることに思い至った。

　そういえば露天風呂を勧められた時に、飫肥城が何やら意味深な笑みを浮かべていたような気がする。あれはもしかして……

　そのことを銀杏に伝えると。

「そ、そういうことか……。考えてみれば態度がどことなく不審だった。ま、まったく、飫肥城たちときたら……後できつく言っておかねばならないな」

　焦あせったようにそう口にする。

「え、ええと、とりあえず僕は出るよ。銀杏は早く湯船に浸つからないと寒いだろうし……」

　さすがにそういった事情があるとはいえこのままというわけにはいかないだろう。

　手ぬぐいで見られちゃいけないところを隠しながら露天風呂を出ようとして。




「……ちょ、ちょっと待ってくれ」




「え……？」

「そ、その……私は、構わない……」

「！」

　と、銀杏が小さい声でそう言ってきた。

「そ、その、何だ……このまま出たら湯冷めをしてしまう。湯冷めをすれば風か邪ぜを引いてしまうかもしれない。城じよう主しゆである秋宗にそんなことをさせるわけにはいかない。だ、だから……」

「え、そ、それって……」

　銀杏がこくりとうなずく。

「……わ、私は一向に構わない。城じよう主しゆである秋あき宗むねに隠すものなど何もないし、その、城主の背中の一つくらい流すのも城しろ姫ひめとしての勤めだと思うのだ……。そ、その、もちろん秋宗が私などと風ふ呂ろを共にするのが嫌だというのなら無理強いはできないのだが……」

「え、ぼ、僕は嫌だなんて、そんなこと……！」

「だ、だったら出ていかないでくれ。いっしょに……入ろう」

「え、で、でも……」

「……」

「う、うん……」

　銀杏いちようの態度に促されて、二人で露ろ天てん風ぶ呂ろに入ることになった。

　白い湯ゆ煙けむりの中、二人で肩まで湯船に浸つかる。

「……」

「……」

「……」

　沈黙。

　露天風呂の真ん中で、互いに背中合わせになって何となく黙り込んでしまう。

　い、いや、だって振り返れば、その、何も身に着けていない銀杏がいるんだよ……？　緊張してしまって、何を話せばいいのか分からないっていうか……
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「……」

「……」

「……」

　しばしそんなミュート状態が続いて。

「……そ、その、せ、背中を流そうか？」

「え……？」

「ほ、ほら、さっきも言った通り、城しろ姫ひめとして城じよう主しゆと共に風ふ呂ろに入って何もしないというわけにはいかないし……」

「え？　あ、う、うん」

　このままフリーズしているのも悩ましかったので、その申し出を受けることにした。

　何となく順番に湯船を出て、洗い場へと移動する。幸いなことに（？）、辺り一面に充満する湯ゆ煙けむりのおかげでお互いの姿はぼんやりとしか見えなかった。

「ど、どうかな？　力かげんは大丈夫だろうか……？」

　手ぬぐいで背中をこすりながらそう訊きいてくる。

「あ、うん、気持ちいいよ」

「そ、そうか。こういうことは初めてだから、どうにもよく分からなくて……」

「う、うん……」

「……」

「……」

「……」

　そういえば……銀杏いちようもだいぶ変わったよね。

　こっちの世界に来たばかりの頃はお風呂は男女いっしょに入るものだと思い込んでいて、普通の顔をしていっしょに風呂に入ろうとしていたのに。今はこうしてこの上なく恥ずかしがっている。

　変わったといえば他の部分にも言えて、出会ったばかりの頃に比べてだいぶ丸くなったような気がする。丸くなったというか、女の子らしくなったというか。もともとそういう部分は持っていたんだけど、最近ではさらにそれが強く前に出て来るようになってきたような……

　そんなことを考えながら背中を流されていると。

「……？」

　と、銀杏の手が止まっていた。

「銀杏……？」

　どうしたんだろう。

　不審に思って尋ねると。

「……実は、少しだけ、不安なんだ」

「不安……？」

　と、そんな答えが戻って来た。

「……うん。明日の、『熊くま本もと城』探訪のことだ。私と同じ名を持つ建造物……うまくは言えないが、何かが起こるような気がする。城しろ姫ひめとしての直感とでも言おうか。それに飫お肥び城たちが言っていたことも気になる……」

「……」

　飫肥城たちが言っていたこと。

　この地に一ヶ月前からいるということもあり、飫肥城たちにも『熊本城』について少し訊きいてみたのだった。

　向こうの世界で銀杏いちようが拠きよを構えていたという同じ肥ひ後ごの国くににあり、同じ名前を持つ建造物のことは飫肥城たちも気になったらしく、何回か訪れたことがあるという。




『熊本城様と同じ名前を冠するだけありとても立派な砦とりででした。私たちが訪れた時には特に不審なことは起こりませんでしたけれど……何だか妙な気配は感じはしました』

『妙な気配……？』

『はい。何か只ただならぬ力の片へん鱗りんと言いますか、この世ならざる神秘的な力。決して嫌な気配ではなかったんですけど……。あ、それともう一つ』

『？』

『熊本城については噂うわさがあるんです。ここに泊まりに来るお客様もよく口にしていらっしゃるのですが、何でも熊本城にはここ最近、幽霊が出ると……』

『幽霊……？』

『そうです。髪の長い女性の幽霊だと……』




　とのことだった。

『熊本城の幽霊』。

　確かに気になるというか、そのまま聞き流してはおけない単語である。銀杏が不安がるのは……当たり前だと言えた。

　だから。

「……大丈夫だよ」

「え……？」

「銀杏の言う通り、明日は何か起こるかもしれない。でも何かあった時は、僕が銀杏を守るから」

「秋あき宗むね……」

「普段は守られてばっかりなんだから、こういう時くらい銀杏の力にならないと。ほら、こういうこともあると思って、護ご身しん用に木刀も持ってきてるからさ」

　城じよう主しゆだなんてもてはやされてはいるけれど、何か事件が起こった時にそれを解決するのは銀杏いちようたち城しろ姫ひめで、僕はそれを見ているだけのことがほとんどである。

　せめて銀杏が不安がっている時くらい、力づけてあげられないと格好が付かない。

「私は幸せ者だ……」

「……？」

「こうして秋あき宗むねという素晴らしい城主を持つことができ、松まつ前まえ城たちのような仲間に囲まれて、さらには飫お肥び城たちのような忠義に厚い眷けん属ぞくにも恵まれて……」

「銀杏……」

「……うん、もう大丈夫だ。みんなが……秋宗が付いてくれている。何があろうとも、怖くはない」

「うん、そうだね。がんばろう」

　そう言い合って。

　そっと銀杏の手を握ったのだった。
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　翌日になった。

　修学旅行二日目。

　飫肥城たちに見送られて、『旅館・火の国』を出る。

「どうぞ、気を付けていってらっしゃいませ～」

「うん、世話になったな」

「ありがとうございましたー！」

「……とっても居心地がよかったです」

「この地でのわたくしの常じよう宿やどにしてさしあげますわ」

「お世話になりました」

　向かう先は、熊くま本もと城だった。

『旅館・火の国』からは一時間三十分ほどの距離。

　バスに乗って、辿たどり着いた先には──




「これが……熊くま本もと城……」




　見上げるほどの、巨大な建物があった。

　何層もの黒い瓦かわらに覆おおわれた天を突くような有り様、勾こう配ばいの異なる二様の重厚な石垣と真っ白な壁、あちこちに作られた大きな門。全すべてのスケールが大きくて歴史の重みが感じられて……押し寄せてくるような迫力がある。全体が黒を基調として作られているところは、どことなく銀杏いちようの衣装と共通しているような気がする。

　その様子に目を奪われていると。

「それじゃあここからは一時間の自由時間とする。何をしていてもいいが、熊本城の敷地内からは出ないように。山やま城しろ高校の一員としての自覚を常に持って行動するんだぞー」

　磯いそ岡おか先生のそんな声が響いた。

　ここでは各自、自由行動で時間を過ごすことになっていた。

「じゃあ銀杏、行こうか？」

「うん、そうだな」

　銀杏を促して敷地内へと入っていく。

　もちろん僕らは、銀杏、松まつ前まえ城、久く留る里り城、小お田だ原わら城といういつものメンバーである。

「むう、なかなかに広いな」

「ですねー。全部歩いたら疲れそう……へへ、秋あき宗むねさま、松前が疲れたらおんぶしてくださいー」

「……あ、わ、私もしてもらいたいです、おんぶ……」

「ちょっとあなたたち、何を言ってらっしゃるのかしら。秋宗様に抱いていただけるのはわたくしだけと決まっているでしょうに」

「はは……」

　熊本城は予想していたよりも遥はるかに広かった。

　建物本体だけでなくその周りの敷地も広大で、それらも含めて見てみればそれこそちょっとした自然公園くらいの規模はあるんじゃないかってくらいの面積である。

「──それで銀杏、どこを見てみる？」

　これだけの広さだと一時間では全部見て回れないと思う。

　調べるべき場所を絞る必要があった。

「そうだな、見てみたいところは色々あるんだが……一番気になるところと言えば、やはりあそこか」

　銀杏が指さした先。

　それは敷地の中心にそびえ立つ巨大な天てん守しゆ閣かくの、すぐ横にある少し小さめの古びた建物。

　宇う土と櫓やぐら、と呼ばれている場所だった。

「あの建物を中心として何やら力を感じる……。おそらくあそこが本命だろう」

「そっか。分かった、じゃああそこを目指してみよう」

「うん」

　うなずき合って歩き出す。

　熊くま本もと城の敷地内は独特の雰ふん囲い気きだった。

　北東側にある不開あかずの門もんという門から入っていったんだけど、その門からして重々しい感じだった。その迫力に圧倒されるというか……

「すごいな、これらの建造物は……」

「うん……」

「だけど何だろう……そこかしこから不思議な気配が感じられるというか、どこか懐なつかしい感じがする。初めて訪れる場所のはずなのに……」

　確かにどことなく気配が違った。

　周囲を漂ただよう空気がピンと張り詰めているというか厳おごそかというか……そういうのに特に鋭くはない僕にも何か神秘的な力のようなものが感じられるのだ。

「それに……うまく言えないのだが、私が住んでいた屋敷に造りが似ているような気がする。いやどこがというわけじゃないんだが……」

「気のせいじゃないですかー？　こういった造りの建物自体は松まつ前まえの身近にもありましたしー」

「……あ、私の故郷にもありましたです」

「既き視し感かん、というやつではありませんか？」

「うむ、だがしかし……」

　どこか釈然としない顔になる銀杏いちよう。

　そして宇う土と櫓やぐらの近くにまで辿たどり着いたところで。

「こ、これは……」

「どうしたの、銀杏？」

「この銀杏の木……これは、私の屋敷に生えていたものと、そっくりなんだ……」

「え……？」

　立っていた巨大な銀杏の木を見上げて、銀杏がそうつぶやく。

「そっくりというか……まるでそのものだ。ここに刻まれている跡は、私が剣術の訓練の時に誤って付けてしまったものなんだ。それも同じなんて……」

「……」

　それってどういう……？

「……分からない。こちらの世界と私の世界は異なるもののはずなのに……」

　首を振る銀杏。

　地形や自然物はあっちの世界もこっちの世界も基本的には変わらないようだから同じ銀杏いちようの木が存在していても不思議はないけれど、それにしたって傷跡まで同じというのは……

　奇妙な符合に困惑していると。

　その時だった。

「！　銀杏、あれ！」

「!!」

　宇う土と櫓やぐらの屋根のところに……人影のようなものが見えた。

　白いもやのようなものに覆おおわれた、怪しげな人影。

　直感的に、あれはただの人間じゃないと感じ取る。

「あれって……！」

「うむ……あれはきっと飫お肥び城が言っていた幽霊だ！」

　うなずき合うと同時に、僕らは走り出していた。

「あ、え、秋あき宗むねさまー？」

「……ど、どこに行かれるのですか？」

「主しゆ城じようたるわたくしを置いていかれるなんて……！」

　松まつ前まえ城たちのそんな声を背中に受けながらも、今は緊急事態だったのでそれを振り切り、宇土櫓へと踏み込む。

　建物の中は古びた造りだった。

　観光用に開放されているだけあって人の姿もかなり多かったけれど、それらをかき分け上へと向かっていく。

「こっちだ、秋宗！」

「うん」

「くっ、人が多いな……」

　観光客の多さに苦労しながらも最上階の部分にまで辿たどり着く。

　下から見てあの幽霊がいた場所は……あっちだ！

　幽霊の立っていた屋根があった方の窓へと走る。

　その先に……果たして、幽霊はいた。

「…………」

　黒塗りの瓦かわら屋や根ねの上に立つ、輪りん郭かくのぼやけたシルエット。

　白いもやのようなものに覆われていて顔はよく見えないけれど、これが普通の人間じゃないってことだけは肌で分かる。

「お前は……何者だ！」

「……」

「この建物に何か関係があるのか？　この、『熊くま本もと城』に……！」

「…………」

　銀杏いちようの問いかけに幽霊は答えない。

　ただその長い黒髪を揺らして、顔をうつむかせている。

　そこで気付く。

　さっきまで周りに大勢いたはずの観光客たちの姿が、一人も見えなくなっていた。

　軽く数十人はいたはずの人たち。

　それが一いつ瞬しゆんでいなくなるなんて、そんなこと……

「い、銀杏……」

「……ああ、分かっている」

　これは目の前の幽霊の仕し業わざ……なんだろう。

　はっきりとは言えないけど、おそらく清きよ洲す城たちが使っていた結界と同じようなものな気がする。ということは目の前の幽霊は城しろ姫ひめ──それも、黒くろ城しろ姫ひめなのだろうか。だけど不思議と目の前の幽霊からは〝黒き力〟と相あい対たいした時に感じられる、肌がざわつくような嫌な感じはしないんだけれど……

「……これから先、何が起こるか分からない。秋あき宗むねのことは何があっても守ってみせるが……それでも用心だけは怠おこたらないでくれ」

「う、うん、分かった」

　うなずき返して、護ご身しん用に持ってきていた木刀（願いが叶かなう）をギュッと握りしめる。

　ザラザラとした木の手触りを感じながら幽霊の方を見ると。

「……！」

　目が合ったような気がした。

　白いもやの向こうに隠された瞳ひとみ。

　それは初めて見るもののはずなのに、何だかとても懐なつかしいもののような感覚を覚えた。

『…………あ……た……』

「……？」

『………………やっ、と……あ、えた……』

　幽霊が小さく何かを口走る。

　次の瞬しゆん間かん、幽霊の全身から爆発するように白い光が迸ほとばしった。

　目を開けていられないほどの強烈な閃せん光こう。

　辺り一面が白一色に浸食されていく。

「あ、秋宗……！」

「い、銀杏……！」

　押し寄せる白い光の渦うずに飲み込まれるようにして、そのまま僕は意識を失った。
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「う……」

　目が覚めたら、床に倒れていた。

　辺りに広がる静寂と、頰ほおに感じる硬い木の感触。

　一いつ瞬しゆんだけ自分がどうしているのか分からなくなり記憶を辿たどる。……そうだ、確か僕たちは熊くま本もと城で幽霊に会って、それから真っ白な光に襲おそわれて……

「そ、そうだ、幽霊は……！」

　辺りを見回す。

　周囲にあるのはさっきまでと同じ古びた木造りの風景。どうやらここは意識を失う前と同じ宇う土と櫓やぐらのようだった。ただそこには幽霊の姿はなくて……

「何が起きたんだろう……？　幽霊もいなくなっているみたいだし……銀杏いちようはどう思う……って、銀杏……？」

　隣を見る。

　だけどそこにいるはずの銀杏の姿は……どこにもなかった。

「銀杏！」

　慌あわてて声を出して呼びかける。

　だけど返事はない。

　さっきまでは確かに隣にいたはずなのに。もしかしてあの白い光の影響でどこかに吹き飛ばされてしまったのか……

　慌てて窓のところに駆け寄ろうとして。

　と。




「──そこにだれかいるのか！」




「！」

　鋭い声が飛び込んできた。

　耳によく通る、凜りんとした声。

「見慣れない顔……何者だ！　まさかこんなところにまで侵入するとは……〝黒き君主〟の眷けん属ぞくか！」

「え、え？」

　突然の糾きゆう弾だんに困惑する。

　侵入って言われても、普通にここは観光客用に一般開放されていたはずなんだけど……

「あ、あの、別に無断で入ったわけじゃなくて……」

　説明しようと前に出て。

　そこで、相手の顔が見えた。

「へ……？」

　思わずそんな声が出てしまった。

　空気が抜けてしまったみたいな間の抜けた声。

　だってそこにいたのは──




「──お前は何者だ！　ここは我らが拠点の砦とりで……そして私はここを守しゆ護ごする城しろ姫ひめである熊くま本もと城だ。我らに断りなしに侵入することは許されぬぞ……！」




　さっきまでの制服姿ではなく、出会った頃に身に纏まとっていた黒い甲かつ冑ちゆう姿すがたの、銀杏いちようだった。
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「え、銀杏いちよう……だよね……？」

　目の前の相手の顔を見ながらそう呼びかける。

　見た目は確かに銀杏だった。

　だけど何かが違う気がする。着ている衣装もそうだし、髪が伸びて顔立ちも少し大人びているようにも見える。そして何より纏まとっている研とぎ澄すまされた刃やいばのような雰ふん囲い気きが決定的に僕の知る銀杏と異なっていた。

　ワケが分からず首を捻ひねっていると。

「……！　私の真ま名なを知っているとは……！　お前は何者だ！　このような我が結界の奥にまで入り込んでいることといいその怪しげな装いといい……やはり〝黒き君主〟の手の者か！」

「〝黒き君主〟……？」

「とぼけるな！　今この九州地方で起こっている民たみ同士の大規模な内戦に乗じて私を滅ぼし、この九州全域を支配しようと、我が領土に攻め入ってきている〝黒き力〟の中核をなす〝盟めい主しゆ〟の一体のことだ！」

「??」

　う、うーん、何を言ってるんだろう……

〝黒き力〟うんぬんについてはともかくとして、大規模な内戦……？　九州地方を支配……？

　次々と出てくるよく分からない言葉にさらに首を捻っていると。

（秋あき宗むね……秋宗……！）

「！」

　ふいにどこからかそんな声が響いた。

　耳に馴な染じんだ、僕の知っている銀杏の声。

　だけどその姿が見当たらない。

「銀杏、どこにいるの……？」

（こっちだ！　秋宗、下を見てくれ……！）

「下……？」

　声の聞こえる方向に目を遣やる。

　そこにあったのは……さっきまで握りしめていた木刀（願いが叶かなう）だった。

「……？」

　何でこっちから銀杏の声が……と訝いぶかしく思うと。

（ここだ、秋宗！　私はこの木刀の中にいるのだ！）

「！」

　木刀から、そんな銀杏の声が聞こえてきた。

「え？　こ、これってどういう……」

（分からない。気が付いたらこの木刀の中に封じ込められていた。声を発することはできるが出ることはできない。嫌な感じではないのだが……）

　ど、どういうことなんだろう。

　雰ふん囲い気きの異なる銀杏いちようが目の前にいて、僕の知っている銀杏は木刀の中に閉じ込められて（？）いる。

　状況が分からずほとんど混乱状態になっていると。

「何を一人でぶつぶつと話している！　やはりお前は怪しいな……捕らえて色々と訊きいてみる必要があるか」

　銀杏（眼前）が剣けん吞のんな声で迫ってきた。

　う、ううん、まずはこの場を何とか切り抜けないと……！

　頭をフル回転させて状況を考えてみる。

　ついさっきまで、僕たちはこの櫓やぐらで幽霊と対たい峙じしていた。

　白い光に包まれて意識を失い、気が付いてみたら僕の知っている銀杏は木刀の中にいて、目の前にはもう一人の銀杏がいた。

　その銀杏は、僕のことを不審者だという。

「……待てよ、確かさっき九州地方で起こっている大規模な内戦って……」

　その言葉には聞き覚えがあった。

　つい先日、日本史の授業で出てきたような気がする。

　確かあれは……

「…………」

　……そういう、ことなのか……？

　二人の銀杏、嚙かみ合わない会話、大規模な内戦。

　それらのキーワードから、導き出される一つの推論がある。

　これまでだったらとても信じられなかったかもしれないが、銀杏たち城しろ姫ひめが世界も時間も越えて僕らの世界にやって来ているという事実を経験した今となっては、その仮説は十分に信じるに値するものだった。

（な、何か分かったのか……？）

「う、うん、たぶんだけど……」

（教えてくれ！　どういうことなのだ……？）

「それは──」

　そこで一度言葉を切って。

「おそらくだけど、今目の前にいる銀杏は……過去の銀杏だと思うんだ。それも、僕たちのいる世界の」

（過去の……？）

「うん、でも銀杏の立場からすれば未来の銀杏ってことになるのかな。パラレルワールドのだけど……」

（む、むう……？）

　あまりよく分かっていない感じの声を上げる。

　僕もそこまで理解できているわけじゃないんだけど、つまり僕らの世界の時間軸の、過去に滅んでしまったという城しろ姫ひめの、銀杏いちようなんじゃないかってことだ。

　しかもその話し振りからして……

「ねえ、ちょっと訊ききたいんだけど……」

「？　何だ」

「あのさ……今って何年？」

「？　おかしなことを訊く。決まっているだろう。今は維新からちょうど十年……明治十年の冬だ」

「……」

　やっぱりだった。

　明治十年っていうのは確か、西暦に直してみれば一八七七年。

　つまりは過去の銀杏がタイムスリップして現代に現れたんじゃなくて……

「僕らが、過去に飛ばされたってことか……」

　それしか考えられなかった。

（わ、私たちが……？）

「うん、まだ断定はできないけど。でもたぶん原因は……」

　あの時の幽霊の白い光だろう。

　あれによって、僕たちは過去へとタイムスリップさせられたのだ。

（そうなのか。しかしなぜ……）

「それは分からないけど……」

　そもそもあの幽霊の正体すら分かっていないわけだし。

（そうか。……ともあれ、あれが私だというのならば、やりようはある）

「え？」

　と、銀杏（木刀）が言った。

（あれは未来の私なのであろう？　ならばこう言うんだ）

「……？」

　銀杏（木刀）の言葉に耳を傾ける。

「……え、それで大丈夫なの？」

（ああ、間違いなく）

「……」

　いまいち信じられなかったものの、銀杏本人（？）の言うことだ。銀杏（過去）の方に向き直って。

「あ、ええと……実は僕は天てん狗ぐ先生の直じき弟で子しで……」

「何……？」

「あ、あの、あなたが昔、剣術の手ほどきをしてもらった天狗先生に師事している者です。あなたのことは天狗先生に聞いていて、武者修行の旅の途中でここに立ち寄りました」

　その言葉に銀杏いちよう（過去）の表情が変わった。

　眼光が鋭くなり顔つきもさっきまでよりも厳しいものとなる。

　ほ、ほら、やっぱりこれじゃあダメなんじゃ……

　弱気になる僕に。




「──おお、そうか、天狗殿の！」




「え……？」

「なるほど、それならばここまで入り込めたのにもうなずける。そうか、天狗殿の縁えん者じやか……。ともあれよく来てくれた。歓迎するよ」

　笑顔でそう言ってきてくれたのだった。

（ほら、大丈夫だったろう？）

「う、うん……」

　何だろう、確かにうまくいったんだけど、何だかこれで本当にいいのかどうか複雑な気分だ……







「本当によくここまで来てくれたな。さあ、足を崩くずして、のんびりとくつろいでくれ」

　櫓やぐらから銀杏の私室へと場所を移して。

　銀杏（過去）はそう口にした。

「しかし天狗殿の縁えん者じやであったのかそういうことならもう少し早く言ってくれれば、ああして侵入者扱いすることもなかったというのに」

「は、はあ……」

　天狗先生の信頼感すごいな。

　ちなみに天狗先生というのは、銀杏が過去に師事した剣術の師匠の一人であるらしい。

　天狗面を被かぶった凄すご腕うでの剣術家で、三百年以上生きているとか。城しろ姫ひめとはまた違った超常の存在であるとのことだ。

（天狗殿には大変世話になった。今の私の剣術には間違いなく天狗殿が大きく影響していると言っていい。その弟おとうと弟で子しが自分を訪ねてきたとあっては、私なら決して無む下げには扱えない。そういうことだ）

　……そんなすごい人なんだ、天てん狗ぐ先生……

　字じ面づらからはまったくそうは思えないというか。

　ともあれうまく話を通すことができたんだからよしとするしかないんだけども。

　銀杏いちよう（過去）は続ける。

「だけれども秋あき宗むね殿も大変な時期に来られたものだ。今は少しばかり混乱した情勢にあるとうか……」

「そういえばさっきも言ってましたけど……今は戦争中なんですか？」

「うん、その通りだ。民たみたちが相あい争あらそっている大きな戦争……。そしてそれに乗じて……〝黒き君主〟が私を滅ぼして、九州地方を陥かん落らくさせようと眷けん属ぞくを率いて攻め入ってきているのだ」

「〝黒き君主〟……」

　さっきも出てきたけど、初めて聞く言葉だった。語感からして〝黒き力〟と関かかわりがあることは想像がつくんだけど……

　訊きいてみると。

「〝黒き君主〟は……〝黒き力〟に支配されたものを統すべる存在だ」

「〝黒き力〟に支配されたものを統べる存在……」

「うん。〝黒き軍勢〟、〝黒き獣けもの〟、〝黒くろ城しろ姫ひめ〟……それらを全すべて従属させ、使し役えきする存在。いまだ全国で数体しか確認されていないのだが……その力は、〝黒き軍勢〟をも遥はるかに上回る。すでに奴やつらによって何人もの城しろ姫ひめが討たれた。恐るべき存在だ……」

「……」

　そんなとんでもないのがいるのか……

　少なくとも現代では確認されていなかった。

〝黒い軍勢〟に支配された小お田だ原わら城にすらあれだけ苦戦したのに、そんなのが現れたらどうなってしまうのか……

　新しく聞かされた事実に不安な心地ここちになっていて。

　と、その時だった。

「熊くま本もと城さま、大変です……！」

「！」

　そんな声とともに一人の女子が部屋に入ってきた。

　ぱたぱたと慌あわてた様子のその姿は見たことのあるもので……

「飫お肥び城……？」

「え？」

　思わずかけてしまった声に、女子──飫肥城がきょとんとした表情を見せる。

「ええと……熊本城様のお客人ですよね？　お会いしたことはありましたっけ～？」

「え、あ、い、いや」

　そっか、当然のごとくこっちの飫お肥び城とも顔見知りじゃないんだよね。

　分かってはいたけど、少し寂しいような……

「それで飫肥城、どうしたんだ？　今は客人と話をしている最中なのだが……」

「あ、も、申し訳ありません。しかし緊急事態で……敵てき襲しゆうです！」

「！　本当か！」

「は、はい～。西方より〝黒き将〟、〝黒き軍勢〟、〝黒き獣けもの〟がこちらに向かって進軍しているとの報しらせが」

「……くっ」

　そう小さく口にして銀杏いちよう（過去）が立ち上がる。

「すまないな。もっとゆっくり話をしていたかったところだが……討って出なければならなくなった。続きは後で頼む」

「銀杏……」

「飫肥城は兵を率いて左さ翼よくから出撃してくれ。私は正面から迎え撃つ」

「はいっ」

　指示を受けて飫肥城がぱたぱたと動き出す。

「というわけだ。これから戦いが始まる。秋あき宗むね殿には砦とりでの奥にでも下がっていてもらえると──」

　銀杏（過去）がそう言いかけて。

「──いえ、僕も連れていってください……！」

「むう……？」

「その、銀杏といっしょに行きたいんです……！」

　思わずそう口にしていた。

　普通に考えてみれば安全なところで待機していた方がいいに決まっているけれど、どうしてだかそうした方がいいような気がしたのだ。

「……」

　その申し出に銀杏（過去）は口をつぐんでいた。

　少しだけ迷うような沈黙。

　だけどやがてゆっくりと顔を上げて。

「……分かった。天てん狗ぐ殿の弟子であるのならば大丈夫だろう。ただし、戦場では必ず私の指示に従ってくれ」

「は、はい」

　そううなずき返して。

　銀杏（過去）に同行することとなった。







　　　　２




　熊くま本もと城の造りは、過去では大きく変わっていた。

　存在感とともに敷地内に大きく建つ櫓やぐらは変わらない。ただその隣にあった黒く堅けん牢ろうな城じよう郭かくはなく、代わりに銀杏いちよう（過去）たちが住んでいる屋敷とそれを囲うように作られた石壁と門があるだけだった。ということは城郭部分はこれよりも後に作られたってことなんだろうか……？

　そんなことをそこはかとなく疑問に思いながら、いくつか門を抜けて、敷地の外の風景を望める見張り台へと出る。

「むう、なかなか数を集めてきたな……」

　眼下の光景を目にして、銀杏（過去）がそう漏らした。

「あれが……〝黒の軍勢〟……」

　見渡すほどの黒い塊かたまり。

　遠くから見るとまるで夜の闇やみのように蠢うごめくあれが、全部〝黒の軍勢〟だっていうのか……

　ぞっとしない心地ここちになっていると、見張り台から降りてきた銀杏（過去）が。

「……数にしておよそ三千といったところか。相手にとって不足はない」

「三千……」

「大丈夫だ。こちらの兵も二千はいる。城しろ姫ひめに仕つかえる者として鍛きたえられた精せい鋭えいでもある。互角以上の戦いはできるはず。──こっちだ」

　そう言って歩き出す。

　向かった先は門だった。

　巨大で重厚なそれは、現代で宇う土と櫓やぐらへと向かった時に通った不開あかずの門もんであり……

「……今からこの場所で〝黒き力〟を迎え撃つ。ただし私の傍そばをあまり離れないでくれ。この本陣には私と飫お肥び城とがいるが、他の場所では守りきれないかもしれない」

「あの、他ほかの城姫たちは……」

「……いない。この熊本城に、いや九州に残っている城姫は、もう私と飫肥城だけだ」

「え？」

　でも確か、他にも何人も眷けん属ぞくたる城姫がいたはずじゃ……

　その言葉に。

「……すでに原はら城、福ふく岡おか城は討たれ、大おお分いた府ふ内ない城と佐さ賀が城、内うち城は黒くろ城しろ姫ひめとして堕おとされた。全国でも、もう何人の城姫が残っているか……」

「そんな……」

「……正直、今の私たちは限りなく劣勢だ。このままでは城姫は滅びを迎え、日の本は〝黒き力〟によって支配されてしまうだろう」

　苦しげな表情を見せる銀杏いちよう。

「……そうなる前に、何としてでもあの〝黒き力〟だけは滅ぼさなくてはならない。そのための秘術を、ある城しろ姫ひめが研究しているという。もう少しで完成するとか。それまでは持ちこたえなければな」

「それって……」

　もしかして、こっちの世界で最後まで生き残ったただ一人の城姫であるという大和やまと郡こおり山やま城のことで……

「詳しい話は分からない。ただの楽観的な噂うわさ話ばなしかもしれないしな。さあ、話はここまでだ。──来るぞ！」

　ドン……！

　その声と同時に門が押し破られて。

　山ほどの数の〝黒き獣けもの〟たちが一斉に雪な崩だれ込んでくる。

「グゲェエエエエエ！」

「ゴォオオオオ！」

「ギャアァアアアアア！」

　山犬の獣、鴉からすの獣、猿の獣。

　闇やみよりも深い黒いもやに包まれて、奇声を上げながら襲おそいかかってくる。

　周囲は一いつ瞬しゆんにして乱戦となった。

　敵味方が入り乱れて、刀を交える。

「う、うわっ……」

「大丈夫か、秋あき宗むね殿！」

「う、うん、何とか……！」

　銀杏（過去）の呼びかけに必死に声を返す。

　周りにいる銀杏直属の兵たちが助けてくれていたこともあって、何とかやり過ごすことはできていた。

　とはいえ乱戦ともなるとそれもいつまでも続かないのであって。

「……！」

　ふとした瞬間に、周りの兵たちの護ご衛えいを抜けて、山犬の姿をした〝黒き獣〟が牙きばを剝むき出しにして飛びかかってきた。

「……っ……！」

　間に合わない。

　やられる……と目をつむった、その時だった。

　ガキン……！

「え……？」

　そんな音とともに。

　右腕に握られていた木刀が勝手に動いて、〝黒き獣けもの〟の牙きばを防いでいた。

「こ、これって……」

　疑問に思うのも束つかの間ま、右手は再び勝手に動くと、そのまま横に振り払われた。木刀の直撃を受けた〝黒き獣〟が、派手に吹き飛んでいく。え、何これ……？　自動書記（？）……？

　突然の右手の自動行動におののいていると。

（──心配するな、秋あき宗むね。私が動かしているのだ）

「銀杏いちよう……!?」

（ああ、私だ。今その右手を動かしたのだ。どうやら意識を集中すれば、木刀を通じて秋宗と身体からだの動きを同化させることができるらしい）

「そ、そうなんだ……？」

（うん。だから安心して、私に身を任せてくれ）

「う、うん！」

　うなずくと同時に、銀杏（木刀）の意識が身体に入ってくるのを感じることができた。

　自分の身体の感覚がスッと研とぎ澄すまされていく心地ここち。

（それでは……行くぞ！）

　かけ声とともに動き出す。

　銀杏（木刀）の剣の腕はさすがだった。

　自分のものとは思えないほどの軽やかな動きで、襲おそいかかってくる〝黒き獣〟たちを次々と倒していく。

「おお、さすが天てん狗ぐ殿の弟子。見事な剣さばきだ！」

　銀杏（過去）が嬉うれしそうな声を上げる。

「まだ粗い部分もあるが筋はいい。もう十年も研けん鑽さんを積めばいい武ぶ芸げい者しやになれるだろう。うん、姉あね弟で子しとして私も負けていられないな。──行くぞ」

　そう大きく叫ぶと。




「──立ちはだかる者は何人であろうとも退ける！　清きよ正まさ公こう、ご照しよう覧らんあれ……『秘伝武む者しや返し』！」




　全身に真っ白な闘とう気きを纏まといながら〝黒き獣〟の集団へと突っ込んでいった。

　その勢いは全すべてを薙なぎ倒す嵐あらしのようであって……

「すごい……」

　銀杏（過去）の力は圧倒的だった。

　圧倒的にして超越的。

　剣神のごとく刀を振りかざして、次々と〝黒き獣けもの〟、〝黒き軍勢〟を薙なぎ払っていく。

　そういえば大和やまと郡こおり山やま城が言っていたような気がした。

『熊くま本もと城ちゃんはまだ未完成なんです。その身に無限の可能性を秘めた原石。基本の能力が高いから今でも完成しているように見えるかもしれないけれど、伸びしろはまだまだある。それらが全すべて開放されれば……最強の城しろ姫ひめと言っても過言ではないんですよ』

　これが……時と経験を経て開花した銀杏いちようの力なのか。

　それはもう芸術的とさえ言えるほどのもので……

（すごいな、これは……）

　銀杏（木刀）もそう声を漏らす。

（多数の軍勢を正面突破できるほどの武力、戦場の流れを的確に読む目、兵を動かす統率力……全てが完かん璧ぺきで、私の理想とするものだ。素晴らしいという他ほかにない……）

　本当にその通りだった。

　劣勢だと言っていたが、これなら問題なく勝てるんじゃないか……そう思わせる見事な戦いぶりである。

「……」

　だけどそこで思い出す。

　僕たちの歴史上では、城姫たちは〝黒き力〟との戦いで全て滅びている。

　歴史からも、記憶からも消えてしまっている。

　ということはつまり、これほどの力を持っている銀杏でさえも、敗北したということだ。

　だけど〝黒き獣〟はおろか、〝黒き軍勢〟や〝黒くろ城しろ姫ひめ〟さえも圧倒するこの銀杏（過去）が負けるなんて、そんなこと……

　その時だった。




　……ズン……




「……っ」

　空気が変わった。

　それまで銀杏のおかげで勝利ムードだった辺りの空気が、まるで鉛になってしまったかのように重苦しく前進にのしかかってくる。

　それは禍まが々まがしさの塊かたまりだった。

　不吉と絶望の象徴だった。

　風に乗って流れてくる大気から感じられるのは……圧倒的な死と破壊の気配。

　一いつ瞬しゆんにして辺りの空気を全て凍り付かせるもので……

（な、何だ、これは……？）

　銀杏いちよう（木刀）も悲鳴のような声を上げる。

「……来た、か」

　銀杏（過去）が苦々しげにそうつぶやく。

　視線を送った先。

　そこに向けて、こう続けた。




「……来たか、〝黒き君主〟……」







　　　　３




　そこにあったのは闇やみだった。

　黒を黒で塗り潰つぶし、さらに何倍にも濃縮したような圧倒的な闇。

　人のカタチをとっているものの、そこにあるのは底知れない空虚な何か。ただそこにいるだけで肌がざわつき、心臓をギュッと握られたような感覚に襲おそわれ。わけもなく泣き叫び出したくなる。

　その闇の化身がまるで生き物のように蠢うごめく闇の衣ころもを纏まとい……そこに存在した。

「あ、あれが……〝黒き君主〟……」

　一目見ただけで分かった。

　あれはモノが違う。

　これまでに見てきた〝黒き獣けもの〟や〝黒き将〟や〝黒き軍勢〟そして〝黒くろ城しろ姫ひめ〟などとは根本的に存在の質量が違う。

　理屈ではなく、目の前のそれは本能にそう訴えかけてきていた。

「ようやく出て来たな……貴き様さまさえ滅ぼすことができれば一気に形勢は我らに傾く。討伐させてもらうぞ……！」

　銀杏（過去）はそう口にすると。

「見ていてください、清きよ正まさ公こう……」

　構えた同どう田た貫ぬきをぎゅっと握りしめて。




「──今こそ闇くらがりより、出いづる！　熊くま本もと城、参る！　……『銀杏いちよう乱らん』！」




　それはこれまでで一番勢いのある一撃。

　まばゆい光の矢のごとく暗闇を切り裂いて、真まっ直すぐに〝黒き君主〟へと向かっていく。

〝…………〟

　その閃せん光こうのような突撃に〝黒き君主〟は無言だった。

　ただ空洞のような昏くらい目で一いち瞥べつして、その闇やみの衣に包まれた右手を差し出した。

「……っ……!?」

　一いつ瞬しゆんだった。

〝黒き君主〟の手元で何かが光ったかと思うと、次の瞬間、

「うわぁあああああっ……！」

「銀杏いちよう……！」

　トラックと正面衝突でもしたかのように、銀杏（過去）が弾はじかれた。

　すさまじい勢いで吹き飛ばされて、不開あかずの門もんまで押し戻される。

「い、銀杏……！」

「ぐっ……」

　慌あわてて駆け寄るも、苦く悶もんの表情を浮かべ動けない銀杏（過去）。

　どうやら相当の被害を負ったようだった。

「だ、大丈夫……！　け、怪け我がは……!?」

「も、問題ない……と、言いたいところだが、無事、ではないな……骨を何本かやられたようだ……」

「そんな……」

　たった一撃受けただけなのに……

　それにその一撃にしても何が起きたのかさっぱり分からなかった。ただ何かが光ったように見えただけで……

「……稲妻……だ……」

「え……？」

「……今のは……黒き力で増幅された稲妻……さ、さすがはかつて雷らい神じんとも畏おそれられた大だい怨おん霊りようだけはある……生なま半はん可かな一撃ではない……」

「雷神……大怨霊……」

　それって、確か……

　考える時間は与えられなかった。

〝黒き君主〟が再び手をかざしたかと思うと、戦場全体に黒い稲妻が奔はしった。

　同時に戦場のあちこちに底なし沼が現れ、そこから這はい出してきた大量の闇に覆おおわれた蛇が襲おそいかかってくる。

　それとともに、〝黒き獣けもの〟〝黒き軍勢〟たちの動きが活発になり始めた。

　その全身の黒いもやを大きく波立たせて、これまでにない勢いで攻め入ってくる。

　その中には、黒くろ城しろ姫ひめに堕おとされた大おお分いた府ふ内ない城、佐さ賀が城、内う城ちたちの姿もあり……

「くっ……」

　一気に劣勢になった。

　こちら側の中心だった銀杏いちよう（過去）が負傷で思うように動けなくなってしまったのは大きかったんだろう。指揮系統までもが崩くずれ、どんどんと後退させられていく。

「熊くま本もと城様、ここは一度お退ひきください～」

「し、しかし……」

　飫お肥び城の言葉に銀杏（過去）が顔を歪ゆがめる。

「このままでは全滅してしまいます！　一度体勢を整えて再度挑むしかありません。そのためには熊本城様が一度回復されることが必ひつ須す……。私が殿しんがりをつとめます。屋敷の中にまで撤退してください！」

「……」

「熊本城様！」

「……くっ、すまない……！」

　苦渋の声を漏らすと銀杏（過去）は身を翻ひるがえして。

「ひ、退け……全軍、今は退くんだ！　熊本城まで撤退しろ……！」

　銀杏（過去）のその声が響き渡り。

　城姫側は──敗北したのだった。







　屋敷の中は静まり返っていた。

　飫肥城は……帰ってこなかった。

　見事に殿としての役目を果たしたまま、最後は〝黒き君主〟によって討たれたとのことらしい。

〝黒き君主〟に率いられた〝黒き軍勢〟たちは、今は陰の中で休息中だという。

「あいつらは太陽が出ている間はあまり活発に動けないんだ。それだけが唯一の救いというか……。ただ夜になれば再び攻め入ってくるだろう。そうなったら……持ちこたえられるかどうか」

「……」

　その言葉に何と返していいのか分からなくなる。

〝黒き君主〟の力は圧倒的だった。

　覚かく醒せいした銀杏（過去）を、さらに遥はるかに上回る力。

　あれはもう個人でどうにかできる範はん疇ちゆうを超えているものであって……

「……秋あき宗むね殿、少しいいか？」

「え？」

「少し二人だけで話がしたいのだ。いいかな？」

「え、あ、うん」

「すまないな。こっちに来てくれ」

　そう言って歩き出した銀杏いちよう（過去）の後に付いていく。

　向かった先は、屋敷の外だった。

　ひっそりと静まり返った屋敷の裏手。

　そこにあったのは……

「これって……」

　何かを守るように立つ、大きな銀杏の木。

　現代の熊くま本もと城にもあった……あの銀杏の木だった。

「……この銀杏の木は、私にとって思い出の場所なんだ」

　と、銀杏（過去）が語り出した。

「幼い頃から、何かがあるとこの場所へやって来た。初めて城しろ姫ひめとしての役目を果たした時、剣術で天てん狗ぐ殿から一本取った時、そして清きよ正まさ公こうが亡くなった時にも……この場で、銀杏の木と語らっていた」

「そうなんだ……」

「……うん、ここは特別な場所。だから今、ここに来ておきたかった。秋あき宗むね殿、あなたといっしょに……」

「……？」

「……夜が明ければすぐにでも〝黒き君主〟どもが攻めてくるだろう。おそらくそれが最終決戦となる。この九州の命運をかけた城姫と〝黒き力〟との。そこで、私は」

　そう言って一度言葉を切ると。




「私は……最後の力を使って、〝黒き君主〟を討つ」




「え……」

　今、何て……？

「限りなく神の域まで辿たどり着けた城姫が使うことができるという奇跡……それを使う。本来であれば、〝娶めとりの開城〟、そして〝久く遠おんの開城〟まで成なした城姫でなければ使えない最高の奇跡の一つ……それを開城をしていないこの身で行おうとすれば、おそらく全すべての生命力と引き替えにすることになるだろう……」

「……」

　そ、それって、死ぬってことなんじゃ……

「……我が身と引き替えにあの〝黒き君主〟を討つことができるのならば、それもまた一いつ興きようか。飫お肥び城たちへの手た向むけともなろう。〝黒き力〟の殲せん滅めつとはいかないが……それでも九州の地を守ることはできる。残りの〝黒き君主〟は他の城しろ姫ひめたちに任せるしかないのが心残りだが、まだ江え戸ど城や大おお坂さか城、小お田だ原わら城などの強力な城姫が残っている。きっと彼女たちが何とかしてくれるはずだ」

「で、でもそんな、命をかけるなんて……。それに〝開城〟をしていないって、城じよう主しゆは……」

　その言葉に。

「……城主は、いないよ」

「え……？」

「私には、城主はいない。永きにわたりこの身を懸かけて仕つかえるべき運命の相手を探してはいたけれど……ついぞ、見付からなかった。残念なことにな」

「そう、なんだ……」

　こっちの世界の銀杏いちようは、城主を見付けることができなかった……

　それは予想もしていなかったことだけに、その事実に何だか胸が痛くなった。

「だけどだったらなおさら……！　まだ城主とも巡り会っていないのに、その、死ぬかもしれないなんてそんなの……」

　怖くないのか……

　その言葉に。

「……それは、怖いさ」

　絞り出すように銀杏（過去）はつぶやいた。

「……滅んで消えてしまうのは、怖い。何もなくなり無になってしまって、歴史からも人々の記憶からも忘れ去られてしまう。できればそんなことは……やりたくない」

「銀杏……」

「……だけど、私がやるしかないんだ。民たみの笑顔を、大切な人々の未来を守るために。それが城姫としての……私の最後の役目だ」

　真まっ直すぐにこっちを見てそう言ってくる。

　その目……もうすでに、そうすることを決めている目だった。

　そんな目をされたら……何も言えないじゃないか。

「……不思議だな、あなたは」

「え……」

「初めて会ったはずなのに、こんなにも胸の内を晒さらした相手はあなたが初めてだ。纏まとっている空気というかな、なぜか懐なつかしいというか、不思議と心を許してしまえるような温かみがあるんだ。どこか清きよ正まさ公こうの面影すら感じられる……」

「そんな、僕は……！」

　何もできない。

　死を覚悟して、最後の戦いに向かおうとしている銀杏いちよう（過去）を、助けることはおろか相応ふさわしい言葉をかけることすらできない。

　それに対して銀杏（過去）は静かに首を振って。

「きっとあなたと私の間には、何か縁があるのだろう。それは今こん生じようでは結ばれぬものだったが、もしかしたら違う世では共に幸せな毎日を送っていたのかもしれぬ。叶かなうことならば、私もそういった別の可能性のもとで生きていたかったものだ……」

「……」

　何かを見通すような瞳ひとみでそんなことを言う。

「……なあ、秋あき宗むね殿。最後に頼みがあるんだ」

「頼み？」

「うん。その木刀を……貸してくれないかな。それを秋宗殿だと思って、最後の戦いに臨みたいんだ」

「でも、これは……」

（構わぬよ、秋宗）

　と、銀杏（木刀）がそう言ってきた。

（大丈夫だ。心配ない。……それに私も、最後の時は私自身の傍そばに付いていてやりたい）

「……分かった」

　心の中で銀杏（木刀）にうなずき返して、木刀を渡す。

「……ありがとう。大切にするよ」

　そう言うと銀杏（過去）はぎゅっと木刀を胸に抱きしめて。

「私にも……あなたのような城じよう主しゆがいれば、あるいは……」

「え……？」

「……何でもない。それではそろそろ行こうか。間もなく夜が明ける。……最終決戦の時だ」







　そして──最後の戦いが始まった。

　この時のことを、僕は一生忘れることはないだろう。

　夜明けとともに攻め入ってきた〝黒き君主〟率いる〝黒き軍勢〟。

　戦況は圧倒的に銀杏たちに不利だった。

　銀杏以外の最後の城しろ姫ひめだった飫お肥び城も失い、兵の大半が消耗した状態での最終決戦。

　質でも量でも負けている城姫側に、もはや勝ち目があるわけもなく。

「皆の者、私に続くのだ……！　私が……〝黒き君主〟を倒す！」

　だけどそれでも、銀杏（過去）の戦いぶりはすさまじいものだった。

〝黒き獣けもの〟を薙なぎ払い、〝黒き軍勢〟を吹き飛ばし、〝黒城姫〟を抑えつける。

　それは壮絶で……もはや軍神のようだった。

「この黒の出いで立たちを……しかと目に焼き付けろ！」

　銀杏いちよう（過去）一人でどれだけの敵を倒したことだろう。

　辺りにはおびただしい数の〝黒き獣けもの〟〝黒き将〟が倒れ伏している。

　そして──その時が訪れた。

「……来たか……」

〝…………〟

　底なしの深い闇やみに包まれた〝黒き君主〟。

　それと真っ向から対たい峙じして、銀杏（過去）は強く睨にらみ付けた。

「〝黒き力〟の盟めい主しゆにして闇の力を司つかさどる〝黒き君主〟よ……眠っていた太だ宰ざい府ふに、再び戻ってもらおう」

〝…………〟

〝黒き君主〟は何も答えない。

　ただ過去に何度も祟たたりに用いられたという黒き稲妻を携えて、ゆっくりと銀杏（過去）へと近づいて来る。

「…………」

　最後に銀杏（過去）はこっちを振り向いた。

　真まっ直すぐに僕の目を見て。

　そして……心の底から満足をしたような顔で、満面の笑みを浮かべたのだった。

「さらばだ、秋あき宗むね殿。次の世があるのなら、再び会いたいものだ……」

「銀杏……！」




「──聖光の欠片かけらよ。我が身を光の神しん槍そうに変えて敵を貫かん……。……光に還かえれ、『終ついの極光』……!!」




　光が奔はしった。

　その身を聖なる一本の槍やりに変えて、銀杏（過去）は飛ひ翔しようしていく。

　最後に見えたのは、光に溶けるように消えていく銀杏（過去）と、白い光に貫かれてその身を焦がされていく〝黒き君主〟の姿。

「銀杏……!!」

　最後の叫びは果たして届いたのかどうか。

「……」

　やがてこちらにもやって来た真っ白な光の余波に包まれて。

　僕はそのまま……気を失ったのだった。







　　　　４




　気が付いたら、冷たくて硬い木の感触があった。

　温ぬくもりのない、古びた木の肌触り。

「銀杏いちよう……!!」

　自分の叫び声で我に返る。

　周りにあるのは宇う土と櫓やぐらの景色。

　意識を失う前に見た現代の風景。

　あの過去の銀杏が、〝黒き君主〟が目の前にいた景色は……どこにもない。

　夢だったのだろうか。

　いや違う。全すべてを焼き尽くさんばかりの光とともに銀杏が消えた最後の光景は、はっきりとこの目に焼き付いている。

「う、ここは……」

「銀杏！」

　隣でも、倒れていた銀杏が目を覚ましたようだった。

　頭を振りながら身体からだを起こすと。

「ここは……宇土櫓か。過去ではなくて現代の、そして木刀の中ではなくて……そうか、終わったのだな……」

　全てを悟ったかのように息を吐く。

　その言葉は、さっきまでの過去の世界がただの夢ではなかったことを裏付けるものだった。

「あれが……こちらの世界での、私の最さい期ごだったのだな……」

　ぽつりと銀杏がそう口にした。

「城しろ姫ひめとしての役目を全まつとうして、最後まで九州地方を、その民たみたちを守るために……〝黒き君主〟と刺し違えて滅びた。見事な最期だった……」

「うん……」

　まさにあの姿は城姫としての鑑かがみだったと思う。

　だけど結局僕らは何もできなかった。

　あのタイムスリップに何の意味があったのかは分からないけれど、僕らは過去を変えることも、銀杏を救うこともできずに、ただ見ていただけだ。

　だったら果たしてあのタイムスリップには何の意味があったのか……

　自分たちの無力さにやるせない気持ちになっていると。

「……む」

「……？」

「お前は……」

　銀杏いちようが小さくそう口にする。

　銀杏の視線の先。

　そこには……さっきまでどこかに消えていた幽霊が静かにたたずんでいた。

「！」

　思わず身構える。

　おそらくは……僕たちを過去に送り込んだ存在。

　いったい正体は何で、何が目的なのか……

「……」

　警戒する僕たちの前で、幽霊はそっと宇う土と櫓やぐらから外の景色を指した。

　その先にあったのは……銀杏の木。

「あそこに行けって……ことなのか」

『……』

　その問いには答えずに、幽霊は再びすっと姿を消した。

「銀杏」

「ああ」

　うなずき合って、銀杏とともに宇土櫓を降りてその場所へと向かう。

　天てん守しゆ閣かくの入り口広場にあった大きな銀杏の木。

　するとそこには──

「こ、これって……」

「……」

　二人して目をみはる。

　そこには──最後の戦いで過去の銀杏に託したはずの、木刀が地面に刺さっていた。

「こ、これ……」

　あの時に過去の銀杏といっしょに消えたと思っていたのに……

　過去の銀杏の死とともに、この場所に帰ってきたってことなんだろうか……

「……そうか、これはこの世界の、過去の私からの伝言なのだな……」

「え……？」

　と、銀杏がそう口にした。

「一つの世界に同じ存在が二人同時に在あることはできない。だから過去の世界では私は意識のみが思念として木刀の中に在り続け、そしてこちらの世界では、あなたの残留思念が幽霊として在ったということ……そう、なのだろう？」

　木刀に向かって呼びかける。

　そこには──幽霊がいた。

　木刀を大切に胸に抱くようにして、穏やかな微笑ほほえみをその口元にたたえていた。

　同時に幽霊の顔から白いもやが晴れる。

　その下にあったのは……

「あ……」

　過去の世界で見た、もう一人の銀杏いちようの姿。

　今の銀杏よりも少しだけ大人びた……あの時の銀杏の姿だった。

「……」

　……そうか、そうだったのか。

　ずっと待っていてくれたんだ。

　この地に僕たちがやって来るのを。

　身体からだが滅び、城しろ姫ひめとしての力をほとんど失い、残留思念になってまで、待っていてくれていた。

　やがて来るだろう〝黒き君主〟との決戦を前に、〝黒き君主〟がいかなる存在であるのかを僕たちに見せるために。

　そして再び……僕たちに会うために。

『…………』

　その考えを肯定するかのように、幽霊──過去の銀杏はこっちを見て再び微笑んだ。

　花が咲くような、花が散るような。はかなげな、微笑み。

　そしてそのまま……空気に溶けるかのように消えていった。

「銀杏……!!」

　心の底からの声で叫ぶ。

　だけどその声は、銀杏の木の下で空むなしく響くだけだった。
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　熊くま本もと城での出来事を終え、旅館へと帰ってきた僕たちを、飫お肥び城たちは笑顔で迎えてくれた。

「お帰りなさいませ～、熊本城様。『熊本城』の観光はいかがでしたか？」

「ん、ああ……」

「？　あら、浮かない顔ですね～、どうかされましたか？」

「何かよくないことでもあったのでしょうか？」

「ボクでよければ相談に乗るよ？」

「大おお分いた府ふ内ない城ちゃんも乗りますから、泥どろ船ぶねにのった気持ちでまかせてください」

「熊本城さまにはそんな暗い顔はちょーにあわないよっ」

「うん、うちもそう思う」

　原はら城たちもそんなことを言ってきてくれる。

　それに対して松まつ前まえ城たちが。

「うーん、なんか『熊本城』に行ってから秋あき宗むねさまたち、暗いんですよねー。何かありましたー？」

「……あ、あの、私でよければその、な、慰なぐさめますよ……？」

「秋宗様を癒いやすことができるのはこのわたくしだけですわ。ほら、わたくしの胸に来てくださいまし」

　心配してきてくれる松前城たちの気持ちは嬉うれしかったけれど。

　何ていうか……体験した過去の光景がまだ心に引っかかっていた。

　こっちの世界の過去の歴史では、城しろ姫ひめたちは全員滅びてしまっている。

　松前城も、久く留る里り城も、小お田だ原わら城も、飫肥城たちも、だれも歴史にも記憶にも残っていない。

　過去の銀杏いちようの壮絶な最さい期ごを見た後では、どうしてもそのことが気になってしまって……

「よく分からないですけどせっかくの修学旅行なんですから楽しみませんと。いきなり団子でも食べて元気だしましょうよー」

「……あ、あ～んとかしますか……？」

「ですから、そういったことはわたくしの役目だと言っているでしょう。わたくしといっしょうに蒲かま鉾ぼこを食べましょう？　あ、あーん、もしてさしあげますことよ……？」

　そんな中で、松前城たちの明るさは救いだった。

　いつも通りの賑にぎやかさと屈くつ託たくのなさとで接してきてくれる。

「ほらほら、このサツマイモとアズキ餡あんの絶妙なコラボ、とってもおいしそうですよー」

「……ど、どうぞ、あ、あ～ん……」

「何を勝手にやっているんですかこの雨女……蒸発させますわよ……！」

「……」

　……まあ、若じやつ干かん賑やかすぎるんじゃないかなーって気もしないでもないけれど。

　とはいえそれを見ていると心が少しだけ軽くなるのもまた事実であって。

　うん、あんまり深く考えすぎるのもよくないっていうのは分かるんだけど……







　みんなが部屋へ戻った後、銀杏いちようと二人で『熊くま本もと城』で起きた出来事について話をした。

「……あの時の幽霊は、やっぱり銀杏だったんだよね……」

「……うん、そうだな。あれはこの世界の『私』で……秋あき宗むねにもう一度会いたいという想おもい……それに加えて〝黒き君主〟についての記録を後世に残さなければならないという使命への思いが一つとなって、残留思念となりかろじて現世に留とどまっていたものだった」

「……」

　やっぱりそうなんだよね。

　感覚では分かってはいたけれど、こうしてはっきりと言葉にされると現実味を帯びてきて……

　銀杏はずっと待っていてくれた。

　二百年近い間、いつかもう一人の銀杏と、この熊本の地にやって来るその日まで。

　そしてその役目を終えて、今度こそ消えてしまって……

「だけど……ただ消えたわけではない」

「え……？」

「うまくは言えないけど感じるんだ。こちらの世界の『私』の欠片かけらは、今は私の中にいる。私の中で確かに存在している」

「そ、それって……」

「……ああ、私たちは一つになったのかもしれない。こちらの世界と元の世界、その二つの世界に在あった『銀杏』という二つの存在が、同化して一つの存在に……」

「あ……」

　だったら……まだ救われる。

　過去の世界では悲しい終わりを迎えるしかなかった銀杏にも、可能性という未来があるかもしれない……

　少しだけ心が楽になっていると。

「…………」

「銀杏……？」

　何やら険しい顔をしていた。何か不都合でもあるのかな……？

「……私たちは一つになった。こちらの世界の『私』の知識と意識とを統合し、その能力も少しながら使えるようになった。……だからこそ、分かってしまったことがある」

「分かってしまったこと……？」

「ああ……」

　そこで銀杏いちようは厳しい声になって。




「……まもなくあの〝黒き君主〟が復活する。祟たたりと稲妻とを携たずさえてた、闇やみと破壊と死の化身が……」




「……！」

　あの、〝黒き君主〟が……！

　あんなのが現代に現れたらそれこそ災害レベルで大変なことになるのは目に見えていて……

「まだはっきりしたことは言えない。だが最近になって〝黒き力〟が活性化し始めたのもその証しよう左さだ。おそらく黒くろ城しろ姫ひめと化した三み崎さき城が使わされたのも、〝黒き獣〟が解き放たれたのもその影響なのだろう」

「……」

　そうなのか……

　だけど言われてみれば確かに、少し前までは大人しくなっていた〝黒き力〟の活性がここのところ急激に高まってきていた。それが〝黒き君主〟の復活の予兆なのだとすれば……納得がいく。

「……あの闇の化身は、解き放ってはならない」

　と、銀杏が決意を込めるような声で言った。

「あのような悲劇を繰り返さないためにも……私たちは、今度こそ完全に〝黒き君主〟を滅ぼさなければならない」

「そうだね……」

　うなずき返す。

　あの時の銀杏は、孤立無援だった。

　城じよう主しゆもなく、仲間の城姫たちも奪われ、一人だった。

　だけど今は違う。

　微力だけれど城主として銀杏の力を引き出すことができるし、〝開城〟を経てその奇跡の力だって上がっている。

　それに何といっても……心強い仲間たちがいる。

　松まつ前まえ城、久く留る里り城、小お田だ原わら城、清きよ洲す城、名な古ご屋や城、三崎城、大和やまと郡こおり山やま城。

　それに弘ひろ前さき城たちや、ここで知り合った飫お肥び城たちも。

　みんながいれば……決して、あの時と同じ結果にはならないはずだ。

「うん……そうだな、その通りだ」

　銀杏がこくりとうなずく。

「決して楽な道のりではないと思うが……秋宗がいれば、きっとうまくいく。私の中の『私』もそう言っているし、私自身もそう思っている。秋あき宗むねは私の、私たちの……かけがえのない城じよう主しゆなんだから……」

「銀杏いちよう……」

「だから……これからも、ずっと傍そばにいてくれ。過去の『私』を見ていて、分かった。別れというものはいつ訪れるか分からない……だからその時まで、少しでも多くの時間を秋宗といっしょに過ごしたいんだ。だ、だめだろうか……？」

　そう言ってぎゅっと手を握ってくる。

　その感触は柔らかくて温かかったものの、少しだけ震ふるえていて……

「うん、当たり前だよ」

「秋宗……」

「前にも言ったと思うけど、僕はいつだって銀杏の一番近くにいる。銀杏が嫌だって言わない限り、いつまでも傍にいる。いっしょに時間を共有する。だって僕は……銀杏の城主なんだから」

「あ……」

　その言葉に銀杏は目を瞬またたかせた。

　そのままそっと胸の中に頭を落としてきて。

「……秋宗が城主で良かった……秋宗と出会うことができて、本当に良かった……これは神様が私にくれた、最高の宝物だ……」

「銀杏……」

　そこまで言ってくれるなんて、素直に嬉うれしいっていうか……

　じんわりと温かい気持ちになる僕に。




「秋宗……大好き、だよ。これまでも、これからも、ずっと……」




　銀杏は、少しだけ恥ずかしそうに、そう伝えてきた。

　もちろんその気持ちは、僕も同じなのであって……

「い、銀杏……」

「あ、秋宗……」

　二人して見つめ合う。

　そしてどちらともなくそのシルエットが近づきかけて──




「あー、こんなところで二人だけでこっそりと何をしてるんですかー！」




「！」「!!」

　と、そんな声に遮さえぎられた。

「熊くま本もと城さんが全然部屋に戻ってこないと思って探しに来てみれば、また二人だけでぬけがけしてるんですからー！」

「……お、お二人だけの逢おう瀬せはずるいと思います……」

「それが許されるのは主城たるこのわたくしだけだと何度言えば……！」

　そんなことを言いながら詰め寄ってくる。

「い、いや、これはそういうのじゃなくて……」

「そ、そうだ。何というか、その、城しろ姫ひめと城じよう主しゆとしての大切な話があってだな……」

　何とか誤ご魔ま化かそうとする僕たちに。

「そ、そういうのじゃなければ、何だっていうんですかー！」

「……わ、私も仲間に入れてください。三人で水入らずで楽しみたいです～……」

「あ、あなたもさらりと抜け駆けしようとするとは……いい性格をしていますわね、この雨女……」

　さらにみんなでわいわいと言ってくる。




　うん、この仲間たちがいれば、きっとどんな困難だって乗り越えていけるはずだ。

　いや──乗り越えていくために、やれることは全すべてやっていかなければならない。

　だって僕は……みんなの、銀杏の、城主なんだから。
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　あとがき




　はじめましてまたはこんにちは、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。

『城しろ姫ひめクエスト　僕と銀杏いちようの心の旅』をお届けいたします。




　さてさて、今回は二巻ということもあり、前回に引き続きさらに新しい城姫たちが登場します。七人追加で総勢二十人ほどの城姫を出させていただきました。どの城姫もかわいく魅力的ですので、この本を読んでお気に入りの一人を見付けていただく助けの一環となりましたら、ノベライズ版の作者としては嬉うれしい限りです。

　またオリジナルの城姫を出したりもさせていただいています。新キャラである三み崎さき城。イラストのそとさんのデザインによって素敵な城姫に仕上げられています。電撃大王の方でやっているオリジナルの企画や、ゲームの方にも反映されたりしないかなあ……（ちらっ）

　ストーリーとしましては、夏休み及び修学旅行のお話です。清きよ洲す城や松まつ前まえ城などの意外な一面も見られつつ、熊くま本もと城にまつわる本筋のお話も進む感じです。オリジナル展開などもいれさせていただきましたので、少しでも楽しんでいただければ幸いです。




　以下はこの本を出版するにあたってお世話になった方々に感謝の言葉を。

　担当編集の和わ田ださま三み木きさま、そして今回もお世話になった平ひら井いさま。いつも本当にありがとうございます。

　イラストのmiz22さま、そとさま、前巻に引き続き素晴らしいイラストをありがとうございます！

　オリジナル設定を快く受け入れてくださりさらにはオリジナルキャラの登場も許きよ諾だくしてくださった電撃大王編集部の皆様及び関係者の皆様、ありがとうございました。




　そして何よりもこの本を手に取ってくださった読者の皆様に最大限の感謝を。




　それではまたお会いできることを願って──





二〇一五年一月　五十嵐雄策
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五十嵐いがらし雄ゆう策さく

五十嵐雄策城のクエスト②。10月３日生まれのＯ型。第４回電撃ｈｐ短編小説賞最優秀賞を受賞し、『乃木坂春香の秘密』で文庫デビュー。小説版オリジナルの城姫を登場させたり、『城姫クエスト』の魅力を全力でお届けすべく邁進中。お気に入りの城姫は──秘密？
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カバー・口絵イラスト／miz22

熊本出身ドラム好きイラストレーター。熊本城にも子供の頃数回行った事があります。また行きたいなあと思ってたり。




口絵・本文イラスト／そと

絵や漫画を描いています。

熊本は憧れの地なのでいつか行きたいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「五十嵐雄策先生」係

「miz22先生」係

「そと先生」係










初出





第一話／「電撃文庫MAGAZINE Vol.41」（2015年1月号）

第二話／「電撃文庫MAGAZINE Vol.42」（2015年3月号）




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。




第三話、第四話、エピローグは書き下ろしです。
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